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表
紙

都
井
岬
の
野
生
馬
『
岬
馬
』

（
宮
崎
県
串
間
市
）

　

都
井
岬
は
、
宮
崎
県
南
部
の
風
光
明
媚
な
景
色
が
続

く
『
日
南
海
岸
国
定
公
園
』
の
最
南
端
に
位
置
し
、
青

い
海
と
緑
の
草
原
に
、
野
生
馬
の
群
れ
が
草
を
食
む
雄

大
な
風
景
は
、
宮
崎
県
で
も
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
高
鍋
藩
の
牧
場
と
し
て
始
ま
り
、
そ
の

当
時
の
馬
が
野
生
化
し
た
も
の
が
岬
馬
で
、
馬
と
し
て

は
唯
一
の
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

馬
の
群
れ
（
ハ
ー
レ
ム
群
）
は
春
に
形
成
さ
れ
、
多

く
の
子
馬
が
誕
生
す
る
ほ
か
、
牝
を
め
ぐ
る
牡
馬
の
戦

い
な
ど
、
野
生
に
近
い
馬
が
身
近
に
観
察
で
き
る
自
然

の
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
草
原
に
は
オ

キ
ナ
グ
サ
（
花
期
は
３
月
）
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
、
馬

フ
ン
を
分
解
す
る
フ
ン
虫
、
イ
ノ
シ
シ
、
ノ
ウ
サ
ギ
な

ど
多
く
の
野
生
動
物
も
共
存
し
て
お
り
、
生
態
系
の
縮

図
そ
の
も
の
。
ま
さ
に
『
自
然
博
物
館
』
で
す
。
新
緑

の
季
節
に
は
可
憐
な
草
花
が
咲
き
、
か
わ
い
い
子
馬
も

生
ま
れ
ま
す
。
春
の
宮
崎
へ
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
井
岬
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
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月
曜
日
は
休
館

（
写
真
提
供
＝
串
間
市
）

岬馬の親子
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 4 平成 26 年度　ふるさとづくり大賞
　　　　　大賞に株式会社「鹿渡島定置」―26 団体と５個人の功績たたえる―

大賞（総理大臣賞）＜1団体＞
●株式会社 鹿渡島定置【石川県七尾市】６

優秀賞 （総務大臣賞）＜２団体＞
●特定非営利活動法人 グリーンバレー【徳島県神山町】８　●長野県木島平村 10

団体表彰（総務大臣賞）＜18団体＞
●特定非営利活動法人 西興部村猟区管理協会【北海道西興部村】12　●南三陸復興ダコの会【宮城県南三陸町】13　●公
益社団法人 sweet treat ３１１【宮城県石巻市】14　●「共助組織」代表者ネットワーク会議【秋田県横手市】15　●株
式会社 出羽庄内地域デザイン【山形県鶴岡市】16　●手ノ子地区協議会【山形県飯豊町】17　●荒川区伝統工芸技術保存
会【東京都荒川区】18　●多文化まちづくり工房【神奈川県横浜市】19　●特定非営利活動法人 都岐沙羅パートナーズセ
ンター【新潟県村上市】20　●黒部ワンコイン・プロジェクト実行委員会【富山県黒部市】21　●若狭熊川宿まちづくり
特別委員会【福井県若狭町】22　●大鹿村立大鹿中学校【長野県大鹿村】23　●特定非営利活動法人 てほへ【愛知県東栄町】
24　●有限会社 せいわの里【三重県多気町】25　●一般社団法人 南紀州交流公社【和歌山県白浜町】26　●株式会社 巡
の環【島根県海士町】27　●特定非営利活動法人 尾道空き家再生プロジェクト【広島県尾道市】28　●おららの炭小屋「奥
木頭炭焼き保存伝承会」【徳島県那賀町】29

地方自治体表彰（総務大臣賞）＜２団体＞
●東京都 足立区 30　●兵庫県 朝来市 31

個人表彰（総務大臣賞）＜5名＞
●桑田 ミサオ【青森県五所川原市】32　●風間 教司【栃木県鹿沼市】33　●高市 範幸【石川県能登町】34　●野々村 光子【滋
賀県竜王町】35　●坂本 勲生【和歌山県田辺市】36

試験研究機関表彰（総務大臣賞）＜３団体＞
●栃木県農業試験場いちご研究所 37　●愛媛県農林水産研究所水産研究センター 38　●鹿児島県工業技術センター 39

移住・交流推進支援事業　滋賀県高島市
滞在型モニターツアーやマルシェを開催 荒木友彦
地域づくり団体探訪　岐阜県岐阜市
芥見東・南地区コミュニティバス等運営協議会
高齢者の足、コミュニティバスで確保
書籍紹介

首長の思い
美濃和紙をテーマとした地域活性化 

武藤鉄弘（美濃市長）
センター通信

  グラビア
 2 平成 26 年度ふるさとづくり大賞
46 都道府県漫遊 【愛媛県】
47 手前みそですが… 【島根県津和野町】
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昨
年
11
月
に
、
福
島
の
復
興
と
い
う
大
変
重
い
負
託
を
受
け
、
福

島
県
知
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
発
災
当
時
か
ら
、

副
知
事
と
し
て
未
曾
有
の
大
災
害
に
全
力
で
対
応
を
続
け
る
中
で
、

国
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
多
大
な
御
支
援
は
生
涯
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
思
い
と
し
て
私
の
胸
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

東
日
本
大
震
災
、
原
子
力
発
電
所
事
故
等
か
ら
の
復
興
へ
の
道
の

り
に
は
、
容
易
に
解
答
を
導
き
出
せ
な
い
困
難
な
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
県
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
知
識
を
駆
使
し
て
、
県
民
の
声
、
復
興
へ

の
強
い
願
い
を
丁
寧
に
行
政
に
織
り
込
み
、
復
興
施
策
を
間
断
な
く

打
ち
出
し
な
が
ら
、
福
島
の
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

県
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、「
継け
い
お
う
か
い
ら
い

往
開
来
」「
現
場
主
義
」「
進
取

果
敢
」
の
３
つ
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成

果
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応

し
、
福
島
県
の
復
興
を
、「
進
め
る
」
進
化
、「
深
め
る
」
深
化
、「
新

た
な
も
の
と
す
る
」
新
化
の
３
つ
の
意
味
で
「
シ
ン
カ
」
さ
せ
、
発

展
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
継
往
開
来
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福
島
県
を
築
い
て
き
た
先
人

の
方
々
、
復
興
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
思
い
を
力

に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
そ
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
、

未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。「
現
場
主
義
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

知
事
と
し
て
自
ら
が
率
先
し
て
市
町
村
や
地
域
に
お
い
て
、
県
民
の

方
々
の
声
を
き
め
細
か
く
聴
い
て
、
そ
れ
を
着
実
に
県
政
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
行
く
手
を
阻
む
壁
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

「
進
取
果
敢
」、
新
し
い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
そ
の
壁
を
乗
り
越

え
、
道
な
き
道
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

震
災
と
原
発
事
故
か
ら
間
も
な
く
４
年
を
迎
え
ま
す
。
今
な
お

12
万
人
を
超
え
る
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
廃

炉
・
汚
染
水
対
策
な
ど
原
発
事
故
の
完
全
収
束
に
向
け
た
課
題
も
多

く
、依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
・
整
備
が
進
み
、
県
営
の
復
興
公
営
住
宅
へ
の
入

居
開
始
、
福
島
県
の
未
来
を
支
え
る
研
究
・
開
発
拠
点
の
開
所
や
着

工
、
企
業
の
経
済
活
動
や
観
光
地
の
に
ぎ
わ
い
の
回
復
、
子
ど
も
や

若
者
の
活
躍
な
ど
、
県
内
各
地
で
復
興
の
光
が
少
し
ず
つ
見
え
始
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
復
興
の
序
章
か
ら
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
進
め
て
い
く
年

で
あ
り
、
復
興
が
着
実
に
実
感
で
き
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
地
域
の
再
生
は
、
最
優
先
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
将
来

に
希
望
を
持
ち
、
一
日
で
も
早
く
生
活
を
再
編
で
き
る
よ
う
、
環
境

回
復
や
生
活
再
建
・
安
定
へ
の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
、
農
林
水
産

業
や
商
工
業
な
ど
既
存
産
業
の
再
生
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
廃
炉
に
集
結
す
る
世
界
レ
ベ
ル
の
先
端
技
術
を
種
に
革
新

的
な
新
産
業
を
生
み
出
し
、
安
定
的
な
地
域
経
済
や
雇
用
の
実
現
を

目
指
す
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
の
具
体
化
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
、
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
避
難
地
域
の
将
来
像
の
検

討
を
進
め
、
復
興
施
策
全
体
の
基
盤
と
な
る
「
復
興
計
画
」
の
見
直

し
に
も
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
島
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
の
た
め
の
政
策
に
も
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
子
ど
も
の
持
つ
潜
在
力
を
開
花
さ
せ
、今
後
、

飛
躍
的
に
国
際
化
が
進
む
本
県
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
教
育
環
境
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
社
会
づ
く
り

を
進
め
、
日
本
一
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
県
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
風
評
・
風
化
へ
の
対
応
、
除
染
の
推
進
、
避
難

者
支
援
、
強
い
農
林
水
産
業
の
再
生
、
活
力
あ
る
商
工
業
づ
く
り
、

社
会
生
活
基
盤
の
整
備
、
さ
ら
に
は
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
る
地
域

再
生
・
人
口
減
少
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
復
興
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ふ
く
し
ま
か
ら　

は
じ
め
よ

う
。」に「
チ
ャ
レ
ン
ジ（
挑
戦
）」を
追
加
し
、「
ふ
く
し
ま
か
ら〝
チ
ャ

レ
ン
ジ
〞
は
じ
め
よ
う
！
」
を
合
い
言
葉
に
２
０
２
０
年
に
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
福
島
の
姿
を

国
内
外
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
こ
う
し
た
課
題
の
一
つ

一
つ
に
進
取
の
気
概
を
持
っ
て
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
引
き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

内堀雅雄福島県知事

「ふくしまから〝チャレンジ〟はじめよう！」



平成26年度　ふるさとづくり大賞
　　　大賞（内閣総理大臣賞）　株式会牡鹿渡島定置【石川県七尾市】

㈱鹿渡島定置の社員ら。酒井秀信社長のもと、総勢18名で定置網漁を行っている。社員の平均年齢は35
歳という若き漁師集団だ

漁の様子。早朝３時に出港し、５時に帰港。魚の種類ごと、
大きさごとに仕分けし、重量を量り、氷を詰めてトラッ
クに積み込む

開発した加工品。安い魚でも加工により価値がつくこと
を発見し、事業化。これまでに30種類以上の加工品を
開発



ふるさとづくり大賞表彰式での全員の記念写真と表彰式の模様

表彰式での全員の記念写真。前列中央に大賞の（株）鹿渡島定置の酒井秀信代表取締役社長（右から5人目）、
あかま二郎総務大臣政務官（同6人目）、月尾嘉男ふるさとづくり懇談会座長（同7人目）、福田富一栃木
県知事（同8人目）

　　　　あいさつするあかま総務大臣政務官

パネルディスカッションの模様



　

全
国
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
こ
ろ
を
よ
せ
る
地
域

「
ふ
る
さ
と
」
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑
張
る
団
体
、

個
人
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ

の
情
熱
や
思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会

の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
平
成
26
年
度
ふ
る

さ
と
づ
く
り
大
賞
（
昨
年
度
ま
で
地
域
づ
く
り
総
務
大

臣
表
彰
）
の
表
彰
式
が
１
月
31
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市

の
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
（
大
賞
の
株

式
会
社
鹿
渡
島
定
置
に
対
す
る
表
彰
式
は
昨
年
11
月
26

日
に
首
相
官
邸
で
実
施
）。

　

表
彰
式
で
は
、
あ
か
ま
二
郎
総
務
大
臣
政
務
官
が
各

受
賞
者
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
業
績
を
た
た
え
、
国
の

課
題
で
あ
る
地
方
創
生
に
あ
た
り
、
地
域
の
核
・
牽
引

役
と
し
て
飛
躍
す
る
こ
と
を
願
う
式
辞
を
述
べ
た
後
、

各
受
賞
者
に
表
彰
状
を
授
与
し
た
。

　

表
彰
式
に
引
き
続
き
、「
地
方
で
し
ご
と
を
創
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
同
表
彰
の
選
定
に
当
た
っ
た
「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
懇
談
会
」
の
後
藤
千
恵
委
員
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
同
懇
談
会
委
員
の
横
石
知
二
委
員
と
受
賞

者
代
表
３
名
を
加
え
た
４
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。

　

こ
の
中
で
、
大
賞
の
株
式
会
社

鹿
渡
島
定
置
の
酒
井
秀
信
氏
は
新

技
術
や
６
次
産
業
化
に
よ
り
低
迷

す
る
漁
業
を
発
展
さ
せ
、
若
者
が

希
望
を
も
っ
て
働
け
る
仕
事
に
し

て
き
た
こ
と
、
ま
た
漁
業
を
通
し

て
地
域
の
人
材
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

団
体
表
彰
の
有
限
会
社
せ
い
わ
の
里
の
北
川
静
子
氏

は
地
元
農
産
品
を
扱
う
「
ま
め
や
」
の
活
動
に
よ
り
数

多
く
の
地
元
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の

子
供
達
か
ら
商
品
と
な
る
山
菜
を
買
い
取
る
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
仕
事
を
通
し
て
地
域

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
る
と
語
っ
た
。

　

同
じ
く
団
体
表
彰
の
株
式
会
社
巡
の
環
の
阿
部
裕
志

氏
は
「
都
会
の
仕
事
力
」
と
「
田
舎
の
共
生
力
、
感

性
」
を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
た
い

と
し
、
そ
の
た
め
に
は
誰
に
も
し
わ
寄
せ
の
来
な
い
仕

組
み
づ
く
り
や
感
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
な
ど
が
重
要

で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

株
式
会
社
い
ろ
ど
り
代
表
の
横
石
委
員
は
地
域
で
事

業
を
起
こ
す
際
に
信
頼
形
成
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
強

調
し
た
う
え
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
安
定
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
の
仕
組
み
整
備
が
高
齢
者
や
女
性
か
ら
な
る
生
産

者
の
や
る
気
を
引
き
出
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
が
、

同
時
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
り
常
に
新
し
い
情
報
を
提
供

し
、
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
話
し
た
。

大
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

　

全
推
薦
事
例
の
中
か
ら
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
に
対

し
て
授
与
さ
れ
る
。今
回
は
株
式
会
社
鹿
渡
島
定
置（
石

川
県
七
尾
市
）
が
受
賞
し
た
。

優
秀
賞
（
以
下
は
総
務
大
臣
賞
）

　

今
後
、
よ
り
一
層
の
発
展
が
望
ま
れ
る
取
り
組
み
と

42015・３月号地域づくり

平
成
26
年
度

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

大
賞
に
株
式
会
社
「
鹿
渡
島
定
置
」

＝
優
秀
賞
は
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
と
長
野
県
木
島
平
村
＝ 

―
26
団
体
と
５
個
人
の
功
績
た
た
え
る
―

あかま総務大臣政務官（左）から優秀賞を授
与されるNPO法人グリーンバレーの森昌槻氏

あかま総務大臣政務官（左）から優秀賞を授
与される木島平村の芳川修二村長（当時）
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   （敬称略）

  大 賞 （内閣総理大臣賞）＜ 1団体＞
 株式会社 鹿

か ど し ま て い ち

渡島定置 【石川県七尾市】

  優秀賞 （総務大臣賞）＜２団体＞
 特定非営利活動法人 グリーンバレー 【徳島県神山町】
 長野県木島平村

  団体表彰（総務大臣賞）＜ 18 団体＞
 特定非営利活動法人 西

にしおこっぺむらりょうく

興部村猟区管理協会 【北海道西興部村】
 南三陸復興ダコの会 【宮城県南三陸町】
 公益社団法人 s

す い ー と

weet t
とりーと

reat ３
さんいちいち

１１ 【宮城県石巻市】
 「共助組織」代表者ネットワーク会議 【秋田県横手市】
 株式会社 出羽庄内地域デザイン 【山形県鶴岡市】
 手

て の こ

ノ子地区協議会 【山形県飯豊町】
 荒川区伝統工芸技術保存会 【東京都荒川区】
 多文化まちづくり工房 【神奈川県横浜市】
 特定非営利活動法人 都

つ き さ ら

岐沙羅パートナーズセンター 【新潟県村上市】
 黒部ワンコイン・プロジェクト実行委員会 【富山県黒部市】
 若狭熊川宿まちづくり特別委員会 【福井県若狭町】
 大鹿村立大鹿中学校 【長野県大鹿村】
 特定非営利活動法人 てほへ 【愛知県東

とうえいちょう

栄町】
 有限会社 せいわの里 【三重県多

たきちょう

気町】
 一般社団法人 南紀州交流公社 【和歌山県白浜町】
 株式会社 巡

めぐり

の環
わ

 【島根県海
あまちょう

士町】
 特定非営利活動法人 尾道空き家再生プロジェクト 【広島県尾道市】
 おららの炭小屋「奥

おくきとう

木頭炭焼き保存伝承会」 【徳島県那賀町】

  地方自治体表彰（総務大臣賞）＜２団体＞
 東京都 足立区
 兵庫県 朝来市

  個人表彰（総務大臣賞）＜ 5名＞
 桑田 ミサオ 【青森県五所川原市】
 風間 教

きょうじ

司 【栃木県鹿沼市】
 高市 範

のりゆき

幸 【石川県能登町】
 野々村 光

みつ こ

子 【滋賀県竜王町】
 坂本 勲

いさ お

生 【和歌山県田辺市】

  試験研究機関表彰（総務大臣賞）＜３団体＞
 栃木県農業試験場いちご研究所
 愛媛県農林水産研究所水産研究センター
 鹿児島県工業技術センター   
   合計 ２６団体、５名

受賞団体・受賞者一覧 し
て
、
２
団
体
に
優
秀
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
中
山
間
の

過
疎
地
域
に
あ
り
な
が
ら
高
速
通
信
網
な
ど
充
実
し
た

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
企
業
人
材
等
の
誘

致
に
成
功
し
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
（
徳
島
県
神
山
町
）、
地
方
自
治
体
か
ら
は
農

村
文
明
の
発
展
と
発
信
に
取
り
組
む
長
野
県
木
島
平
村

が
受
賞
し
た
。団

体
表
彰

　

地
方
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
尽
力
し
た
団
体
を
表
彰

す
る
。
全
国
18
団
体
を
選
出
し
た
。

地
方
自
治
体
表
彰

　

地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
小
学

校
区
単
位
の
「
地
域
自
治
協
議
会
」
を
基
盤
と
し
た
分

権
型
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
が
評
価
さ
れ
た
兵
庫
県
朝
来

市
な
ど
２
団
体
が
受
賞
し
た
。

個
人
表
彰

　

個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

自
ら
率
先
し
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
を

選
出
す
る
も
の
で
、
障
が
い
や
引
き
こ
も
り
等
就
労
へ

の
壁
を
も
つ
若
者
を
、「
地
域
の
困
り
ご
と
」
を
解
決

す
る
貴
重
な
担
い
手
と
し
て
掘
り
起
こ
す
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
、
東
近
江
圏
域　

働
き
・
暮
ら
し
応
援
セ

ン
タ
ー
長
を
務
め
る
野
々
村
光
子
氏（
滋
賀
県
竜
王
町
）

ら
５
名
が
受
賞
し
た
。

試
験
研
究
機
関
表
彰

　

試
験
研
究
を
通
じ
、
専
門
的
見
地
か
ら
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
試
験
研
究
機
関
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
鹿
児
島
県
内
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ

る
焼
酎
の
原
料
や
酵
母
の
研
究
を
長
年
継
続
し
て
き
た

ほ
か
、
地
元
蔵
元
等
で
作
る
組
織
を
支
援
し
、
人
材
育

成
支
援
ま
で
携
わ
る
鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な

ど
３
団
体
が
受
賞
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
表
彰
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱

や
想
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。



魚
価
が
低
迷
、
経
費
が
高
騰

鮮
魚
直
販
と
６
次
産
業
化
め
ざ
す

　

石
川
県
七
尾
市
は
能
登
半
島
の
中
程
に

位
置
し
て
お
り
、
古
代
よ
り
能
登
の
中
心

地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
富
山
湾
と
七

尾
湾
に
面
し
、
漁
業
と
観
光
業
が
基
幹
産

業
と
な
っ
て
い
る
。
天
然
の
生
け
簀（
す
）

と
言
わ
れ
る
富
山
湾
で
は
１
年
を
通
し
て

豊
か
な
海
産
物
に
恵
ま
れ
、
特
に
冬
場
の

寒
ブ
リ
が
有
名
で
あ
る
。
観
光
業
で
は

１
２
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
和
倉
温
泉

な
ど
が
あ
り
、
３
月
14
日

の
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向

け
、
関
東
か
ら
の
誘
客
に

注
力
し
て
い
る
。

　

株
式
会
社
鹿
渡
島
定
置

が
あ
る
の
は
そ
の
七
尾
市

の
東
端
、
能
登
半
島
か
ら

さ
ら
に
小
さ
く
突
き
出
た

崎
山
半
島
の
鵜
浦
町
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
七
尾

南
湾
の
入
り
口
に
あ
た

り
、
東
に
富
山
湾
、
海
を

挟
ん
で
北
側
に
能
登
島
を

望
む
。

　

弊
社
で
は
能
登
島
野
崎

沖
と
崎
山
半
島
鹿
渡
島
沖
に
１
つ
ず
つ
、

計
２
カ
統
の
定
置
網
を
敷
設
し
、
漁
を

行
っ
て
い
る
。
従
業
員
は
正
社
員
14
名
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
３
名
の
計
17
名
。
正
社
員

の
平
均
年
齢
は
35
歳
と
、
石
川
県
で
も
屈

指
の
若
手
漁
師
集
団
で
あ
る
。
県
外
か
ら

の
Ｉ
タ
ー
ン
就
労
者
も
受
け
入
れ
て
お

り
、
３
名
の
県
外
出
身
者
（
東
京
２
名
、

栃
木
県
１
名
）
が
い
る
。
３
名
は
い
ず
れ

も
20
～
30
代
前
半
で
、
過
疎
化
が
進
む
七

尾
市
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

弊
社
で
は
、
数
年
前
か
ら
販
売
単
価
向

上
を
目
指
し
、
鮮
魚
の
直
販
と
６
次
産
業

化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

活
動
の
動
機
だ
が
、
近
年
の
魚
価
の
低

迷
や
水
産
資
源
量
の
減
少
、
資
材
や
燃
料

の
高
騰
な
ど
が
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、

従
来
の
市
場
出
荷
だ
け
で
は
安
定
経
営
が

難
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
た
め
で
あ

る
。
特
に
弊
社
で
は
若
い
社
員
が
多
く
、

今
後
も
安
定
し
た
持
続
可
能
な
漁
業
経
営

を
行
う
た
め
に
は
新
た
な
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
た
。

鮮
度
向
上
に
向
け
「
神
経
締
め
」
導
入

飲
食
店
へ
の
直
接
販
売
が
急
増

　

消
費
者
な
ど
へ
の
直
販
に
関
し
て
は
、

平
成
17
年
ご
ろ
か
ら
宅
配
便
で
の
直
販

を
始
め
た
が
、
売
り
上
げ
は
当
初
年
間

１
０
０
万
円
以
下
だ
っ
た
。
ま
た
平
成
21

年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
鮮
魚
の
輸
出

を
始
め
、
日
本
料
理
店
な
ど
で
使
わ
れ
た

が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
ス
ト
ッ
プ

し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、

平
成
24
年
３
月
に
船
頭
を
兵
庫
県
の
明
石

浦
漁
協
に
派
遣
し
、「
神
経
締
め
」
の
技

術
を
導
入
し
た
。

　

神
経
締
め
は
活
締
め
処
理
の
一
種
で
、

エ
ラ
を
切
る
な
ど
し
て
魚
の
血
を
素
早
く

抜
き
、
ま
だ
生
き
て
い
る
間
に
脳
及
び
中

枢
神
経
を
細
長
い
針
金
で
破
壊
し
て
即
殺

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
死
後
硬
直
を

遅
ら
せ
、
鮮
度
を
長
持
ち
さ
せ
る
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

神
経
締
め
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
飲
食

店
向
け
の
直
販
売
り
上
げ
が
急
激
に
増
え

た
。
平
成
23
年
ま
で
は
年
間
１
０
０
万

円
以
下
だ
っ
た
も
の
が
、
24
年
に
約

３
９
０
万
円
、
25
年
に
１
２
０
０
万
円
、

26
年
は
１
５
０
０
万
円
へ
と
急
成
長
し

た
。
年
間
通
し
て
定
期
的
に
取
引
の
あ
る

飲
食
店
は
10
店
舗
ほ
ど
で
、
寒
ブ
リ
な
ど

季
節
商
材
も
含
め
る
と
年
間
20
店
舗
以
上

62015・３月号地域づくり

安
定
し
た
漁
業
経
営
に
向
け
、多
彩
な
挑
戦

―「
持
続
型
地
場
産
業
の
モ
デ
ル
」築
く
―

 

石
川
県
七
尾
市

株
式
会
社
　
鹿
渡
島
定
置

大
　
賞

酒
井
秀
信

株
式
会
社
「
鹿
渡
島
定
置
」
代
表
取
締
役
社
長　

●

神経締め。えらに刃を入れ、血を抜いた後、延髄と中枢神経を
破壊することで、死後硬直を遅らせ、鮮度を長持ちさせる
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と
取
引
し
て
お
り
、
そ
の
数
も
日
に
日
に

増
え
て
き
て
い
る
。

水
産
加
工
施
設
を
建
設

新
商
品「
海
の
じ
ね
ん
じ
ょ
」が
ヒ
ッ
ト

　

６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
平
成
21
年
に
当
時
、
社
会
問
題
化
し

て
い
た
大
型
ク
ラ
ゲ
の
加
工
を
手
が
け

た
。
加
工
し
た
ク
ラ
ゲ
は
「
能
登
太
陽
ク

ラ
ゲ
」
と
命
名
し
、
金
沢
の
中
華
料
理
店

で
使
用
さ
れ
、
好
評
を
得
た
。
そ
の
後
、

大
型
ク
ラ
ゲ
の
発
生
が
減
少
し
、
ク
ラ
ゲ

の
加
工
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
平
成
23
年

に
は
水
産
加
工
施
設
「
魚
工
房
・
旬
」
を

立
ち
上
げ
た
。
定
置
網
で
取
れ
る
新
鮮
な

魚
を
原
料
と
し
、
地
域
の
地
場
産
品
の
発

掘
と
魅
力
あ
る
商
品
開
発
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
干
物
以
外
に
も
沖
漬
け
や

糠
漬
け
、
魚
醤
な
ど
様
々
な
加
工
品
を
生

産
し
て
い
る
。

　

魚
を
使
っ
た
商
品
の
ほ
か
に
も
、
ア
カ

モ
ク
と
い
う
海
藻
の
加
工
も
行
っ
て
い

る
。
ア
カ
モ
ク
は
能
登
の
沿
岸
地
域
で
昔

か
ら
食
べ
ら
れ
て
き
た
が
、
基
本
的
に
お

金
に
な
ら
な
い
海
藻
だ
っ
た
。
最
近
で
は

有
効
成
分
が
多
く
含
ま
れ
た
健
康
食
品
と

し
て
見
直
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
地
元
の

漁
師
と
協
力
し
、採
取
と
加
工
を
始
め
た
。

茹
（
ゆ
）
で
て
包
丁
で
た
た
い
た
も
の
を

パ
ッ
ク
詰
め
し
て
、「
海
の
じ
ね
ん
じ
ょ
」

と
い
う
商
品
名
で
売
り
出
し
た
。
こ
れ
が

ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
、
年
間
６
０
０
０

パ
ッ
ク
以
上
を
売
り
上
げ
て
い
る
。

　

毎
年
１
ト
ン
前
後
を
加
工
し
、
直
売
所

や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
し
て
い
る
。

平
成
25
年
か
ら
は
米
国
へ
の
輸
出
も
始

ま
っ
た
。

　

加
工
品
の
ほ
か
、
一
次
処
理
（
内
臓
を

取
る
、
三
枚
に
お
ろ
す
な
ど
）
し
た
朝
獲

れ
鮮
魚
を
七
尾
市
内
の
Ｊ
Ａ
直
売
所
に
出

荷
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
の
売
り
上

げ
は
平
成
25
年
に
は
１
０
０
０
万
円
を
超

え
、
平
成
26
年
は
１
２
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

神
経
締
め
し
た
鮮
魚
の
直
販
と
加
工
施

設
の
売
り
上
げ
は
会
社
全
体
の
３
割
を
占

め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
加
工
施
設
で

は
鵜
浦
町
か
ら
パ
ー
ト
従
業
員
を
３
名
雇

用
す
る
と
と
も
に
、
地
区
唯
一
の
鮮
魚
店

と
し
て
高
齢
者
に
喜
ば
れ
て
お
り
、
地
域

の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
る
。

後
継
者
育
成
に
も
重
点

台
湾
か
ら
の
研
修
生
も
受
け
入
れ

　

ま
た
、
漁
業
の
後
継
者
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
き
た
。「
酒
井
定
置
網
研
修
館
」

と
い
う
定
置
網
漁
師
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
み
、
経
験
や
口
伝
の
み
に
頼
ら
ず
、

理
論
的
な
定
置
網
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
し

た
若
手
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
活
動

は
社
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
外
か
ら
も
広

く
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。今
ま
で
、

17
名
の
船
頭
を
育
成
、
輩
出
し
て
き
た
。

　

近
年
で
は
国
外
か
ら
も
研
修
生
が
来
て

い
る
。
平
成
24
年
に
台
湾
の
ロ
ー
プ
メ
ー

カ
ー
か
ら
１
人
、
昨
年
は
同
じ
く
台
湾
の

定
置
網
漁
業
関
係
か
ら
３
名
を
受
け
入
れ

た
。
特
に
昨
年
の
３
名
は
１
年
間
の
長
期

研
修
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、
平
成
26
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く

り
大
賞
に
お
い
て
大
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
大
変
光
栄
で
あ
る
。
今
回
の
受

賞
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
再
認
識
す
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

こ
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
一
層

地
域
貢
献
に
励
ん
で
い
き
た
い
。
と
り
わ

け
子
供
た
ち
に
は
、
講
演
の
機
会
な
ど
を

通
じ
て
、
夢
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

水産加工研修の様子。様々な場で意欲ある漁業者や事業者に積極的に
情報や技術を提供している。また、海外への定置網操業技術の伝授・
交流に積極的に取り組み、現在は、台湾から３名の研修生を受け入れ
ている

早朝の漁、仕分け、市場への出荷を終えた後に、昔ながらに番屋にて
全員で朝食。従業員間の意思疎通を図る大切な場である



　

徳
島
県
神
山
町
は
人
口
６
０
０
０
人
の

小
さ
な
町
。

　

徳
島
市
内
か
ら
鮎
喰
川
沿
い
に
南
西
に

車
で
40
～
50
分
の
距
離
で
す
が
、
平
地
が

少
な
く
急
峻
な
斜
面
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う

に
集
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。か
つ
て
は
、

林
業
で
一
時
代
を
築
き
ま
し
た
が
、今
は
、

高
齢
化
率
46
％
と
少
子
化
と
高
齢
化
に
苦

し
む
典
型
的
な
中
山
間
地
で
す
。

　

１
９
５
５
年
に
近
隣
の
５
つ
の
村

を
合
併
し
て
発
足
し
た
時
の
人
口
は

２
万
１
０
０
０
人
で
し
た
が
、
こ
の
60
年

で
人
口
は
３
割
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

創
造
的
過
疎
へ
の
挑
戦

　

過
疎
地
に
お
け
る
人
口
減
少
は
不
可
避

で
す
。

　
「
過
疎
地
の
課
題
」
と
は
、
雇
用
が
な

い
こ
と
、
仕
事
が
な
い
か
ら
若
者
が
帰
っ

て
来
ら
れ
な
い
。
若
者
が
い
な
い
か
ら
後

継
者
が
育
て
ら
れ
な
い
⋮
と
い
う
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
に
陥
り
、
地
域
が
萎
ん
で
い
く

こ
と
で
す
。

　

そ
う
し
た
現
状
を
す
べ
て
受
け
入
れ
、

外
部
か
ら
若
者
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人

材
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
人
口
構
成
の
健

全
化
を
図
り
、「
人
数
」だ
け
で
な
く
、「
質
」

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、将
来
的
に
も「
持

続
可
能
な
地
域
」
を
目
指
す
。
私
達
は
こ

れ
を
「
創
造
的
過
疎
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　　

私
達
が
掲
げ
る
三
つ
の
活
動
は
「
神
山

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘

致
」
で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
映
像
、
デ
ザ

イ
ン
会
社
な
ど
、
場
所
を
選
ば
な
い
働
き

方
が
可
能
な
企
業
の
誘
致
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

空
き
家
に
な
っ
て
い
る
古
民
家
を
活
用

し
て
、
オ
フ
ィ
ス
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
の
支
援
で
す
。
神
山
町
は
２
０
０
５
年

に
全
戸
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設
さ
れ
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
が
劇
的
に
改
善
さ

れ
た
こ
と
で
は
ず
み
が
つ
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は「
ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
」

（
仕
事
を
持
っ
た
移
住
者
の
誘
致
）
で
す
。

　

仕
事
が
な
い
な
ら
、
仕
事
を
持
っ
た
人

に
来
て
も
ら
え
ば
い
い
、
と
い
う
発
想
で

す
。

　

空
き
家
の
数
が
少
な
い
た
め
、
受
け
入

れ
る
な
ら
、
将
来
町
に
必
要
に
な
る
働
き

手
を
呼
ぼ
う
。

　

私
達
は
「
移
住
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
神

山
町
か
ら
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
登
録
用
紙
に
「
あ
な
た
の
夢
は
何

で
す
か
」「
志
を
教
え
て
下
さ
い
」「
ど
の

よ
う
な
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」「
仕

事
は
？
」「
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ

て
い
ま
す
か
」「
10
年
後
の
生
活
設
計
を

教
え
て
下
さ
い
」
と
い
っ
た
こ
と
を
記
入

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
し
て
来
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
加
わ
る
こ
と

で
す
。
地
域
の
方
達
と
仲
良
く
や
っ
て
い

た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

や
み
く
も
に
「
来
て
く
だ
さ
い
」
と
お

願
い
す
る
だ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。町
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
人
で
あ
れ
ば
、

町
の
人
の
意
識
も
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
ビ
ス
ト
ロ
、
カ
フ
ェ
、
パ

ン
屋
、
ピ
ザ
屋
な
ど
が
、
続
々
開
業
し
て

い
ま
す
。

　

三
つ
目
に
「
神
山
塾
」
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　

職
業
訓
練
、
起
業
支
援
な
ど
に
よ
っ
て

積
極
的
に
後
継
人
材
（
若
者
）
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
６
カ
月
の
教
育
訓
練
で
、
厚

生
労
働
省
関
連
の
基
金
訓
練
・
求
職
者
支

援
訓
練
に
よ
る
後
継
者
育
成
事
業
で
す
。

２
０
１
０
年
に
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
77

人
が
修
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
約
半
数
が
神
山
町
内
に
移
住

者
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

カ
ッ
プ
ル
も
誕
生
し
て
子
供
も
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

以
上
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
核
に
し

て
推
進
し
た
結
果
、
２
０
１
０
年
度
か
ら

２
０
１
３
年
度
の
間
に
58
世
帯
１
０
５
人

が
転
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
27
人
が

子
供
で
平
均
年
齢
は
30
歳
前
後
で
す
。

　

２
０
１
１
年
度
に
は
社
会
動
態
（
転
入

者
か
ら
転
出
者
を
引
い
た
数
）
が
初
め
て

12
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
２

82015・３月号地域づくり
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疎
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の
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造
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戦
、「
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山
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ェ
ク
ト
」
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リ
エ
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ブ
な
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誘
致
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、持
続
可
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な
地
域
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―

事
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Ｐ
Ｏ
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年
度
か
ら
は
再
び
減
少
に
転
じ
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、
圧
倒
的
に
若
い
世
代
が
転

入
し
て
い
ま
す
か
ら
、
町
の
活
力
は
増
進

し
て
い
る
と
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
き
な
い
理
由
よ
り
で
き
る
方
法
を

　

私
た
ち
の
前
身
は
神
山
町
国
際
交
流
協

会
で
す
。

　

山
の
中
の
小
さ
な
町
で
す
が
、「
世
界

に
向
け
た
形
で
町
づ
く
り
を
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
思
い
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

　

グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
（
座
右

の
銘
）
は

　

で
き
な
い
理
由
よ
り
で
き
る
方
法
を
！

　

と
に
か
く
始
め
ろ
（ Just  D

o  it  

）

で
す
。

　

同
じ
も
の
を
見
た
時
に
、
最
初
か
ら
で

き
な
い
と
き
め
つ
け
る
の
か
。

　

そ
れ
と
も
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
何
か
良
い
方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
の
か
。
結
果
は
全
く
違
っ
て

き
ま
す
。

　

人
間
は
オ
ー
プ
ン
に
物
事
を
考
え
れ

ば
、
い
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
閉
塞
し
て
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
に

考
え
る
と
、「
ダ
メ
だ
、
ダ
メ
だ
」
と
困

惑
し
、良
い
ア
イ
デ
ア
は
浮
か
び
ま
せ
ん
。

　

と
に
か
く
大
切
な
こ
と
は
、
や
っ
て
し

ま
う
こ
と
。
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
。

　

も
し
新
た
な
問
題
点
が
見
つ
か
れ
ば
、

そ
れ
を
一
つ
ず
つ
潰
し
て
い
っ
た
ほ
う
が

物
事
は
、
早
く
効
率
的
に
で
き
上
が
る
の

で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
考
え
方
は
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
の
も
の
の
見
方
に
な
っ
て
い
て
、
グ

リ
ー
ン
バ
レ
ー
の
会
合
で
は
、
ほ
と
ん
ど

マ
イ
ナ
ス
の
意
見
は
出
ま
せ
ん
。

　

ア
イ
デ
ア
は
出
て
も
、
マ
イ
ナ
ス
意
見

は
出
て
こ
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
「
で

き
な
い
意
見
」
よ
り
も
「
で
き
る
方
法
」

を
考
え
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
探
す
気
持
ち

に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は

ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か

　

視
察
に
来
た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
神

山
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
か
ど
こ
か
で
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
モ
デ
ル
を
見
て
、

そ
れ
を
真
似
し
て
始
め
た
の
で
す
よ
ね
」

と
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
当
時
、
私
た
ち
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
言
葉
さ
え
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

神
山
に
様
々
な
人
が
来
て
、
そ
の
人
た

ち
の
想
い
や
ア
イ
デ
ア
を
一
緒
に
実
現
し

て
い
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
の
称
す
る
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
の

で
す
。

　

そ
れ
は
ま
さ
に
「
人
の
縁
」
が
結
び
つ

い
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

確
か
に
、
神
山
町
全
体
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
が
整
備
さ
れ
、
全
国
一
の
通
信
環

境
が
あ
る
下
地
は
あ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
、
人
は
集
ま
っ
て

き
ま
せ
ん
。

　

ア
ー
ト
か
ら
始
ま
り
、
人
を
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
た
、
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
い
こ

う
。
魅
力
あ
る
、
お
も
し
ろ
い
人
が
あ
つ

ま
れ
ば
、そ
の
人
た
ち
が
ま
た
人
を
呼
び
、

ま
た
新
し
い
こ
と
が
起
き
る
だ
ろ
う
。
田

舎
と
い
っ
て
も
、
１
次
産
業
を
ま
ず
切
り

口
に
考
え
ず
、
ほ
か
の
こ
と
か
ら
始
め
た

こ
と
が
結
果
的
に
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

１
９
９
１
年
、「
ア
リ
ス
人
形
」
を
ア

メ
リ
カ
へ
里
帰
り
さ
せ
る
事
業

　

１
９
９
８
年
開
始
の
「
ア
ド
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
道
路
清
掃
）」

　

１
９
９
９
年
ス
タ
ー
ト
の
「
神
山
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
事
業

　

な
ど
、
二
十
数
年
に
わ
た
り
、「
田
舎

を
ス
テ
キ
に
し
よ
う
！
」
と
地
道
に
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
こ
れ
が
正
解
と
い
う
答
え
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
『
過
程
』
を
楽
し
み
な
が
ら
、
変
化
し
、

次
の
世
代
に
何
か
の
形
で
引
き
継
い
で
い

け
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
と
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

神山のサテライトオフィス神山塾６期生の卒業記念写真

グリーンバレー関係者ら。道路清掃に汗を流した後で



　

全
国
各
地
で
地
域
を
よ
り
良
く
し
よ
う

と
頑
張
っ
て
い
る
団
体
・
個
人
を
顕
彰
し

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
の
平

成
26
年
度
優
秀
賞
（
総
務
大
臣
賞
）
に
木

島
平
村
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
全
国
で
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
取
り
組
み
事
例
の
中
か

ら
、
村
が
提
唱
し
た
「
農
村
文
明
」
と
、

こ
れ
を
実
践
す
る
た
め
の
運
営
組
織
「
農

村
文
明
塾
」
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
本
賞

を
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
何
よ
り
名
誉
な

こ
と
と
思
い
ま
す
。
木
島
平
村
発
の
「
農

村
文
明
」
が
、
さ
ら
に
広
く
、
全
国
に
羽

ば
た
い
て
い
く
契
機
に
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
講
評
で
は
「
農
村
文
化
を
資
源

と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
農
村
の
範
と
な
る
べ
き
取
り
組
み
。

『
農
村
文
明
の
創
生
』
こ
そ
が
、
全
国
の

農
村
の
再
生
に
つ
な
が
る
」
な
ど
、
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援

が
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で

あ
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

農
村
文
明
創
生
へ
講
演
会
や
講
座

　

農
村
文
明
は
、
農
山
漁
村
が
培
っ
て
き

た
自
然
、
伝
統
、
文
化
を
基
に
、
そ
こ
で

の
生
業
を
通
じ
、
命
、
環
境
を
守
り
な
が

ら
都
市
住
民
と
共
生
し
、
次
世
代
へ
経
済

だ
け
に
縛
ら
れ
な
い
真
に
豊
か
な
社
会
を

継
承
す
る
た
め
の
新
た
な
概
念
で
す
。
こ

の
実
践
組
織
、
農
村
文
明
塾
（
奥
島
孝
康

塾
長
＝
早
稲
田
大
学
第
14
代
総
長
）
は
平

成
21
年
10
月
、「
農
山
村
交
流
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
木
島
平
」
の
開
催
を
き
っ
か
け

に
平
成
22
年
３
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
「
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
」
も

提
唱
し
、
平
成
24
年
度
の
第
１
回
と
平
成

25
年
度
の
第
２
回
は
本
村
で
開
催
し
、
都

市
文
明
と
は
違
う
農
村
文
明
の
意
義
を
全

国
に
発
信
す
る
た
め
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
ま
で
進
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

優
秀
賞
の
対
象
と
な
っ
た
取
り
組
み
と

し
て
、
農
村
文
明
創
生
へ
村
民
が
「
暮
ら

し
と
生
業
」
に
自
信
と
誇
り
を
持
つ
た

め
、
有
識
者
顧
問
に
よ
る
講
演
会
や
農
村

学
講
座
を
通
じ
た
学
び
の
実
践
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
時
勢
に
適
っ
た
課
題

を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、

「
村
民
研
究
員
制
度
」
を
通
じ
た
地
域
づ

く
り
の
ほ
か
、
大
学
の
知
識
を
村
へ
導
入

す
る
た
め
５
大
学
（
金
沢
大
学
、
國
學
院

大
學
、
早
稲
田
大
学
、
東
京
農
業
大
学
、

東
京
大
学
）
と
連
携
協
定
も
結
び
ま
し

た
。
大
学
生
が
地
域
を
学
ぶ
た
め
の
農
村

版
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
小
規
模
自
治

体
職
員
が
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
地
域
活
性

化
策
や
農
村
文
明
創
生
を
学
ぶ
行
政
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
も
参
加
者
の
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
新
年
度
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
育
成
の
た
め
、
企
業
人
を
対
象
と
し
た

企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
教
育
関
係
者
に

木
島
平
型
教
育
の
成
果
を
学
ん
で
も
ら
う

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
＝
共
通
の
目
標

に
向
か
っ
て
活
動
す
る
、
個
人
・
団

体
か
ら
成
る
共
同
体
の
意
。

教
育
、
福
祉
へ
も
農
村
の
価
値
観

　
「
村
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
５
０
０
０
」

で
は
、
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
空
き
校
舎

と
な
っ
た
旧
北
部
小
学
校
を
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
改
修
し
、
農
村
型
介
護
施
設

に
先
鞭
を
つ
け
ま
し
た
。
旧
南
部
小
学
校

は
「
農
村
交
流
館
」
と
し
、
村
の
歴
史
、

文
化
を
学
ぶ
拠
点
施
設
「
ふ
る
さ
と
資
料

館
」
も
併
設
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
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「
農
村
文
明
の
価
値
」見
詰
め
、
全
国
に
発
信

―
都
市
住
民
と
共
生
し
、
真
に
豊
か
な
社
会
め
ざ
す
―

木
島
平
村
農
村
文
明
塾

 

長
野
県
木
島
平
村

長
野
県
木
島
平
村

優
秀
賞

大学コンソーシアム。雪下ろしをする学生ら
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動
な
ど
、
村
民
以
外
も
利
用
す
る
複
合
施

設
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
施
設
と
し
て
は
、
旧
民
間
ト

マ
ト
加
工
工
場
を
改
修
。「
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｕ

Ｓ
木
島
平
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
雇
用
の

場
の
確
保
と
村
産
農
産
物
の
付
加
価
値
販

売
に
道
筋
を
付
け
ま
す
。
移
住
、
定
住
施

策
で
は
、
保
育
園
の
統
合
に
よ
り
空
き
園

舎
と
な
っ
た
旧
や
ま
ぶ
き
保
育
園
を
村
営

ア
パ
ー
ト
、
旧
ひ
ま
わ
り
保
育
園
跡
地
は

団
地
に
整
備
し
ま
し
た
。
教
育
面
で
は
、

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
と
協
定

を
結
び
、
既
に
実
績
を
挙
げ
て
い
る
「
学

び
の
共
同
体
」、
地
域
の
教
育
力
を
学
校

に
導
入
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
」
な
ど
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

木
島
平
型
教
育
の
実
践
が
、
日
本
の
最
高

学
府
と
の
連
携
で
、
さ
ら
に
進
捗
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
村
文
明
創
生
へ
産
学
官
協
働

　

◎
農
村
版
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　

農
村
版
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
都

市
・
農
村
交
流
、「
農
村
文
明
」
研
究
の

場
、
大
学
生
同
士
の
交
流
な
ど
多
目
的
の

学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
参
加
者

は
、
全
国
21
大
学
、
延
べ
１
８
９
人
に
上

り
ま
す
。
山
間
集
落
の
糠
千
区
で
は
昨

年
、
こ
れ
ま
で
の
学
生
の
提
案
に
区
民
の

提
案
を
す
り
合
わ
せ
、
初
の
３
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、
成
果
を
挙
げ
ま

し
た
。
大
学
で
の
講
義
だ
け
で
な
く
、
現

地
学
習
は
区
民
交
流
で
も
実
を
挙
げ
、
学

生
の
リ
ピ
ー
タ
ー
率
向
上
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
村
に
委
嘱
さ
れ
、
人
口

の
社
会
増
と
地
域
活
性
化
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　　

◎
行
政
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　

第
１
回
行
政
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
木
島
平

校
（
椎
川
忍
校
長
＝
農
村
文
明
塾
有
識
者

顧
問
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

は
昨
年
、「
地
域
資
源
・
資
産
を
活
か
し

た
『
ま
ち
・
む
ら
づ
く
り
』」
を
テ
ー
マ

に
開
校
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
北
は
岩

手
県
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
、
全
国
９

県
か
ら
１
県
、
１
市
、
７
町
、
６
村
の
行

政
職
員
18
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
４
泊
５

日
の
日
程
で
、
糠
千
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

地
域
振
興
策
の
策
定
ま
で
を
実
践
形
式
で

学
び
ま
し
た
。
講
義
に
は
、
農
村
文
明
塾

有
識
者
顧
問
の
先
生
方
の
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。

　　

◎
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
事
業

　

金
沢
大
学
と
糠
千
区
が
村
の
後
見
・
サ

ポ
ー
ト
で
、
集
落
づ
く
り
で
の
課
題
解
決

へ
向
け
、
協
力
・
連
携
し
て
い
ま
す
。
学

生
の
提
案
と
集
落
の
提
案
を
す
り
合
わ

せ
、
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
地
域
活

性
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
早
稲
田
大
学
と

は
平
成
21
年
度
か
ら
、
実
践
型
産
学
官
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
に
取
り
組
み
、

山
間
集
落
の
活
性
化
策
の
提
案
に
６
年
間

で
延
べ
２
３
０
人
の
学
生
が
携
わ
り
ま
し

た
。
東
京
農
業
大
学
は
昨
年
、
初
の
農
業

実
習
を
村
内
農
家
に
受
け
入
れ
て
も
ら

い
、
１
年
生
が
現
場
で
の
実
習
を
通
じ
農

業
の
魅
力
や
農
村
が
果
た
す
役
割
を
実
践

的
に
学
ぶ
場
と
な
り
ま
し
た
。
帰
学
後
の

感
想
で
、
大
学
や
学
生
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
國
學
院
大
學
は
、
村
の
有

形
文
化
財
の
調
査
や
ふ
る
さ
と
資
料
館
の

資
料
整
理
を
通
じ
、
村
の
文
化
振
興
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　　

◎
農
村
学
講
座

　

農
山
村
で
の
暮
ら
し
の
価
値
を
、
住
民

自
身
が
再
評
価
し
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
継
承
し
て
い
け
る
よ
う
各
種
講
座
と
実

践
活
動
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
農
山
村
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
新
鮮
で
安
心
安
全
な
農
産
物
が
味
わ

え
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
か
つ
て
は
地
域

の
主
要
産
業
だ
っ
た
炭
焼
き
な
ど
、
地
域

環
境
を
保
全
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
し
か
体

験
で
き
な
い
付
加
価
値
産
業
の
育
成
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
糠
千

区
で
行
っ
た
炭
焼
き
講
座
に
は
、
村
内
へ

の
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
参
加
し
、
農
山
村
が
伝

え
て
き
た
技
術
や
知
恵
な
ど
に
触
れ
、
貴

重
な
体
験
を
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

東京農大生による農業実習

行政コンソーシアムの様子
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私
た
ち
は
北
海
道
東
部
の
西
興
部
村
で

エ
ゾ
シ
カ
猟
区
を
管
理
・
運
営
す
る
団
体

で
す
。
エ
ゾ
シ
カ
の
ガ
イ
ド
付
き
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
で
、
野
生
動
物
の
地
域
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
と
、
そ
れ
に
よ
る
村
お
こ

し
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
度
よ

り
、
村
全
域
が
猟
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
の
活
動
目
的
は
、
①
エ
ゾ
シ
カ

の
個
体
数
管
理
に
よ
る
農
林
業
被
害
の
抑

制
②
ガ
イ
ド
付
き
の
狩
猟
に
よ
る
安
全
な

狩
猟
の
実
現
③
村
外
ハ
ン
タ
ー
の
誘
致
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
寄
与
④
野
生
動
物
管

理
の
担
い
手
と
し
て
の
狩
猟
者
の
教
育
―

な
ど
を
通
じ
、
次
世
代
型
の
野
生
動
物
地

域
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
こ
と

で
す
。

　

ガ
イ
ド
付
き
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ツ
ア
ー

　

当
猟
区
で
の
狩

猟
は
、
入
猟
者
１

組
（
１
〜
３
名
）

に
１
名
以
上
の
ガ

イ
ド
同
伴
を
義

務
付
け
、
１
日
の

入
猟
を
２
組
以
内

に
制
限
し
て
い
ま

す
。
ガ
イ
ド
は
猟

区
内
の
シ
カ
の
生

息
状
況
、
地
形
お

よ
び
土
地
利
用
状
況
を
熟
知
し
た
地
元
ハ

ン
タ
ー
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
捕
獲
成
功

率
の
向
上
、
発
砲
時
の
安
全
管
理
、
残
滓

（
ざ
ん
し
）
処
理
の
適
正
化
を
図
り
、
入

猟
者
に
安
全
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
魅
力
的

な
猟
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
と
ハ
ン
タ
ー
と
の
軋
轢
（
あ
つ
れ
き
）

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
猟
者

は
入
猟
承
認
料
と
ガ
イ
ド
料
を
協
会
に
支

払
い
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

西
興
部
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

一
方
、
当
協
会
が
運
営
す
る
西
興
部
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
野
生
動
物

管
理
の
担
い
手
と
し
て
の
次
世
代
ハ
ン

タ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
初
心
者
ハ
ン

タ
ー
ま
た
は
狩
猟
や
野
生
動
物
に
興
味
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
新
人
ハ
ン
タ
ー
セ

ミ
ナ
ー
や
大
学
生
を
対
象
と
し
た
学
生
実

習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

数
日
間
の
課
程
の
中
で
、
狩
猟
学
や
保
護

管
理
学
、
お
よ
び
捕
獲
・
解
体
・
料
理
の

方
法
な
ど
の
狩
猟
技
術
を
総
合
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
人
ハ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は「
基
礎
編
」

と
「
応
用
編
」
を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ
開

催
し
て
い
ま
す
。「
基
礎
編
」
で
は
エ
ゾ

シ
カ
の
流
し
猟
、
基
本
的
な
解
体
、
調
理

を
学
ぶ
ほ
か
、
室
内
の
講
義
で
流
し
猟
の

概
要
・
狩
猟
学
・
銃
の
取
り
扱
い
の
練
習

や
安
全
確
認
・
シ
カ
の
生
態
や
感
染
症
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
ま
た
「
応
用
編
」
で

は
積
雪
期
に
お
け
る
狩
猟
法（
山
ス
キ
ー
・

ス
ト
ー
キ
ン
グ
猟
等
）、
衛
生
管
理
に
即

し
た
解
体
お
よ
び
現
場
で
の
解
体
、
調
理

の
ほ
か
、
室
内
講
義
で
流
し
猟
の
概
要
・

狩
猟
学
・
野
生
動
物
の
管
理
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
エ
ゾ
シ
カ
管
理

　

全
国
で
シ
カ
の
増
加
に
伴
う
食
害
な
ど

の
問
題
が
激
化
す
る
中
、
捕
獲
を
担
う
ハ

ン
タ
ー
の
高
齢
化
や
減
少
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
地
域
が
主
体
と
な
っ

た
野
生
動
物
管
理
が
担
え
る
人
材
の
育
成

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
札

幌
に
本
部
が
あ
る
一
般
社
団
法
人
エ
ゾ
シ

カ
協
会
で
は
２
０
１
５
年
度
よ
り
シ
カ
捕

獲
者
の
教
育
と
認
証
を
行
う
シ
カ
捕
獲
認

証
制
度
（D

eer Culling Certifi cate

：

以
下
Ｄ
Ｃ
Ｃ
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｃ
は
、
シ
カ
の
捕
獲
に
関
す
る
知

識
と
技
能
を
習
得
し
、
地
域
主
体
の
効
果

的
な
シ
カ
管
理
が
実
施
で
き
る
シ
カ
捕
獲

者
を
認
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
資
格
に
は
基
礎
コ
ー
ス
の
レ
ベ
ル
１

と
応
用
コ
ー
ス
の
レ
ベ
ル
２
が
あ
り
、
レ

ベ
ル
１
で
は
主
に
知
識
を
習
得
し
、
２
で

は
技
術
を
実
践
し
ま
す
。
ラ
イ
フ
ル
射
撃

場
や
衛
生
的
な
解
体
場
が
あ
る
西
興
部

は
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
や
検
定
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
興
部
村
猟
区
管
理
協
会

 

北
海
道
西
興
部
村

―
ガ
イ
ド
付
き
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ツ
ア
ー
も
提
供
―

エ
ゾ
シ
カ
の
地
域
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

　

事
務
局
長
　
●

伊
吾
田
順
平

団
体
表
彰

学生実習で捕獲されたシカの回収の様子

ガイド付きハンティングツアーの様子
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つ
な
が
り
で
広
が
る
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―「
復
興
ダ
コ
」で
地
域
を
元
気
に
―

事
務
局
長
　
●

阿
部
忠
義

 

宮
城
県
南
三
陸
町

団
体
表
彰

　

私
た
ち
の
活
動
拠
点
は
、「
里
山
」
に

あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
宮
城
県
南
三
陸
町

は
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
海
よ
り
約
５
㌔
内
陸
に
位
置

す
る
入
谷
地
区
は
比
較
的
軽
い
被
害
に
と

ど
ま
り
、町
を
後
方
か
ら
支
援
し
ま
し
た
。

南
三
陸
復
興
ダ
コ
の
会
で
は
、
町
名
産
の

タ
コ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
復
興
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
オ
ク
ト
パ
ス
君
」
の
グ
ッ

ズ
製
作
・
販
売
を
通
し
て
、
雇
用
創
出
・

地
域
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交

流
事
業
等
を
通
し
て
、「
里
山
」
を
核
と
し

た
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　　

自
ら
の
手
で
作
り
出
す

　

全
て
の
始
ま
り
は
、
２
０
１
１
年
４
月

の
避
難
所
で
し
た
。
当
時
は
、
震
災
で
誰

も
が
大
切
な
何
か
・
誰
か
を
失
く
し
、
絶

望
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
ま
し
た
。
将

来
が
ど
う
な
る
か
見
え
な
い
状
況
の
な

か
、
避
難
所
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
何
か
手

を
動
か
し
た
い
と
始
め
た
の
が
文
鎮
「
オ

ク
ト
パ
ス
君
」に
色
を
塗
る
作
業
で
し
た
。

無
心
で
で
き
る
作
業
は
、
悲
し
み
を
僅
か

に
癒
す
効
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
廃
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

工
房
を
作
り
ま
し
た
。
廃
校
の
「
は
い
」

を
英
語
に
す
る
と
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」。
何
事
に

も
Ｎ
Ｏ
と
言
わ
ず
に
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
言
お
う

と
、「
入
谷
Ｙ
Ｅ
Ｓ
工
房
」
と
名
付
け
ま

し
た
。
色
塗
り
、
梱
包
、
発
送
な
ど
、
毎

日
や
る
べ
き
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
当
時
は
支
援
物
資
が
多
く
届
き
ま
し

た
が
、
援
助
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
自

ら
の
手
で
何
か
を
作
り
出
す
こ
と
は
、
前

を
向
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
に
な
り
ま
し

た
。「
誰
か
が
ど
こ
か
で
商
品
を
待
っ
て

く
れ
て
い
る
」
こ
と
が
、
生
き
て
い
く
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｙ
Ｅ
Ｓ
工
房
は
、
多
く
の
人
々
が

全
国
各
地
か
ら
（
時
に
海
外
か
ら
）
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、
交
流
拠
点
と
し
て
も
機

能
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
活
動
が

知
れ
渡
っ
た
こ
と
で
「
オ
ク
ト
パ
ス
君
」

の
文
鎮
の
販
売
は
７
万
個
に
上
り

ま
し
た
。（
２
０
１
４
年
12
月
現
在
）

　

風
を
受
け
て
帆
を
広
げ
よ
う

　

多
く
の
人
の
応
援
に
よ
る
追
い

風
が
パ
ワ
ー
と
な
り
、
活
動
の
幅

も
広
が
り
ま
し
た
。「
オ
ク
ト
パ
ス

君
」
は
、
町
を
元
気
に
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
も
魂
が
吹
き
込

ま
れ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
つ
ぶ
や
き
を
始
め

る
と
、
瞬
く
間
に
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
は
着
ぐ
る

み
が
で
き
、文
字
通
り
「
引
っ
張
り
ダ
コ
」

な
毎
日
で
す
。

　

多
く
の
方
々
が
工
房
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
何
度
同
じ
話
を
し
た
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

対
す
る
感
謝
を
、
目
の
前
の
人
に
返
す
つ

も
り
で
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
合

宿
や
企
業
の
研
修
も
受
け
入
れ
ま
し
た
。

人
が
人
を
呼
び
、
交
流
の
輪
は
大
き
く
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
３
月
に
は
宿
泊
施
設
「
い

り
や
ど
」
が
オ
ー
プ
ン
。
視
察
や
農
業
・

漁
業
体
験
等
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
し
て
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

南
三
陸
発
、
世
界
へ

　

こ
こ
南
三
陸
町
で
多
く
の
出
会
い
が
生

ま
れ
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
が
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。
私
た

ち
は
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し
た
が
、
本

当
に
大
切
な
も
の
に
気
付
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
れ
は
失
い
た
く
な
い
地
域
の

誇
り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
本
当
の
豊

か
さ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
は
無
限
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は

「
オ
ク
ト
パ
ス
君
」
と
共
に
、
元
気
な
地

域
づ
く
り
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

南
三
陸
復
興
ダ
コ
の
会

復興イメージキャラクター「オクトパス君」
とスタッフ

女性スタッフの彩色作業

７万個を販売した「オクトパス君」の文鎮
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「
日
本
の
未
来
」見
据
え
、被
災
地
支
援

―
廃
校
活
用
の
複
合
体
験
施
設
も
オ
ー
プ
ン
へ
―

代
表
理
事
　
●

立
花
　
貴

 

宮
城
県
石
巻
市

公
益
社
団
法
人
ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
　
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
　
３
１
１

団
体
表
彰小

さ
な
積
み
上
げ
が
日
本
を
変
え
る

　

私
が
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
に
住
民
票

を
移
し
、
ま
も
な
く
４
年
、
東
京
・
雄
勝

間
も
４
０
０
往
復
し
て
き
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
の
翌
々
日
、
東
京
か
ら
母
と
妹

の
安
否
確
認
の
た
め
地
元
・
宮
城
に
入
り
、

宮
城
県
内
の
沿
岸
部
を
中
心
に
避
難
所
で

炊
き
出
し
な
ど
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
被
災
地
は
日
本
の
ほ
か
の
地

域
に
も
内
在
し
て
い
る
根
本
的
な
課
題
の

現
れ
が
早
ま
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
短

期
間
に
火
葬
場
に
何
度
か
行
く
と
い
う
体

験
を
通
じ
て
、
人
間
の
儚
さ
と
同
時
に
、

今
日
こ
の
日
を
生
き
た
か
っ
た
と
強
く

願
っ
た
多
く
の
方
々
の
た
め
に
も
、
残
さ

れ
た
私
た
ち
は
、
世
の
中
が
よ
り
よ
い
方

向
に
進
む
こ
と
を
す
る
使
命
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
想
い
が
湧
き
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
本
の

未
来
に
繋
が
る
よ
う
な
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
小
さ
な
事
例
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
注

力
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
活
動
の
モ
ッ

ト
ー
は
「
と
に
か
く
批
判
は
し
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

石
巻
市
雄
勝
町
と
の
出
会
い

　

石
巻
市
雄
勝
町
は
山
に
囲
ま
れ
た
湾

で
、
典
型
的
な
リ
ア
ス
式
海
岸
の
町
で

す
。
山
の
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
海
は
、

帆
立
や
牡
蠣
、
ホ
ヤ
な
ど
海
の
恵
み
を
育

み
ま
す
。
震
源
地
に
近
か
っ
た
た
め
、
津

波
に
よ
り
建
物
の
８
割
が
流
さ
れ
る
な

ど
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
震
災
前
は

４
３
０
０
人
ほ
ど
だ
っ
た
人
口
が
、
今
は

約
１
３
０
０
人
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
雄
勝
中
学
校
校
長
と
の
出

会
い
を
通
し
、
学
校
給
食
を
届
け
る
食
事

支
援
、
そ
し
て
、
教
育
支
援
を
雄
勝
で
展

開
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
週
３
回
の
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
（
学
習
支
援
）
に
加
え
、

地
元
の
漁
師
や
農
家
、そ
れ
に
自
然
か
ら
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
学
ん
で
も
ら
う

た
め
に
農
業
・
漁
業
体
験
な
ど
の
体
験
学

習
を
実
施
し
、
延
べ
４
０
０
０
名
ほ
ど
の

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

森
と
海
と
明
日
へ

廃
校
を
再
生
し
、「
モ
リ
ウ
ミ
ア
ス
」

　

ま
た
、
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
４

月
か
ら
、
廃
校
（
旧
雄
勝
町
立
桑
浜
小
学

校
）
を
再
生
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
正
12
年
に
建
築
さ

れ
、
平
成
14
年
に
閉
校
し
た
小
学
校
を
、

卒
業
生
で
も
あ
る
地
元
住
民
や
全
国
の

方
々
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
手
で
改
修

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
改
修
作
業
を
通
じ

て
、
２
５
０
０
名
も
が
雄
勝
町
に
訪
れ
宿

泊
し
、
地
元
住
民
と
の
交
流
や
町
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

今
夏
、
廃
校
を
再
生
し
た
複
合
体
験
施

設
「
モ
リ
ウ
ミ
ア
ス
」（http://w

w
w
.

m
orium

ius.jp/ 

）が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

モ
リ
ウ
ミ
ア
ス
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
宿
泊

施
設
、
体
験
工
房
、
こ
ど
も
た
ち
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
こ
ど
も
た
ち
が

自
然
や
一
次
産
業
に
触
れ
、
未
来
の
持
続

可
能
な
社
会
を
創
る
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
リ
ウ
ミ
ア
ス
を
通
じ
て
、
交

流
人
口
を
増
や
し
、
地
元
で
働
き
た
い
若

者
や
、
将
来
こ
ど
も
が
働
き
た
い
と
思
う

よ
う
な
場
を
つ
く
り
、
雇
用
創
出
、
産
業

創
出
、地
域
経
済
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
は
過
疎
地
域
に
お
い
て
新

し
い
取
り
組
み
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
、「
未
来
の
景
色
を
変
え
る
活
動
」
で

す
。
世
界
中
か
ら
人
が
集
ま
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
過
疎
地
域
、
そ
れ
が
日
本
の
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
町
づ
く
り
の
モ
デ
ル

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

漁業体験の様子。こうした農漁業体験に延
べ 4000 人の子どもたちが参加した

廃校の改修作業。地域住民や廃校の卒業生、
モリウミアスのプロジェクトに関わる全
国各地の応援者が集まり、平成 25 年 4 月
から手作業で廃校改修作業を始めた。年間
2500 人が改修イベントに参加している
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秋
田
県
横
手
市

団
体
表
彰

　　

地
域
の
困
り
ご
と
、
住
民
主
体
で
解
決

　
「
か
ま
く
ら
」
や
「
横
手
や
き
そ
ば
」

で
知
ら
れ
る
秋
田
県
横
手
市
は
全
国
有
数

の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
全
域
が
「
豪
雪
地

帯
」
ま
た
は
「
特
別
豪
雪
地
帯
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
雪
の
問
題
は
深
刻
で
、
近

年
、
２
０
０
名
近
い
高
齢
者
が
「
雪
お
ろ

し
」
等
に
よ
る
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
で

死
傷
し
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
に

と
っ
て
は
冬
場
の
買
い
物
や
通
院
も
困
難

を
極
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
県
南

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
住
民

有
志
で
、
高
齢
者

な
ど
の
世
帯
を
対

象
に
雪
下
ろ
し
・

雪
よ
せ
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
通
常
よ
り

安
い
支
え
合
い
・

助
け
合
い
価
格
で

提
供
す
る｢

共
助

組
織｣

が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
10
月

ま
で
に
、
保
呂
羽

（
ほ
ろ
わ
）
地
区

自
治
会
（
17
集
落
２
２
０
世
帯
）・
南
郷

共
助
組
合
（
５
集
落
１
０
０
世
帯
）・
三

又
共
助
組
合
（
６
集
落
90
世
帯
）・
狙
半

内
（
さ
る
は
ん
な
い
）
共
助
運
営
体
（
６

集
落
１
８
２
世
帯
）
の
４
組
織
が
設
立
さ

れ
、現
在
も
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
共
助
組
織
」
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

相
互
に
刺
激
し
合
い
、
活
動
が
活
発
化

　

各
主
体
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
活
動
す

る
た
め
平
成
24
年
12
月
、「
共
助
組
織
代

表
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
立
し
、

交
流
す
る
こ
と
で
お
互
い
が
刺
激
を
受

け
、
活
動
が
活
発
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
各
組
織
代
表
の
ほ

か
に
秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
事
務

局
）、
秋
田
県
、
横
手
市
が
参
加
し
て
定

期
的
に
会
議
を
開
催
、
各
組
織
が
円
滑
に

活
動
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
知
恵
と
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
外
部
か
ら
の
多

様
な
支
援
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
力
だ
け
で
は
継
続
困
難
だ
と
思

わ
れ
た｢

買
い
物
通
院
サ
ー
ビ
ス
」
に
対

し
て
地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
、
ま
た
地
元
の

社
会
福
祉
法
人
が
雪
よ
せ
、
雪
下
ろ
し
に

か
か
る
保
険
料
を
負
担
す
る
な
ど
の
支
援

が
生
ま
れ
、
高
齢
・
過
疎
等
の
課
題
解
決

の
取
り
組
み
は
、
地
元
事
業
所
等
を
も
巻

き
込
ん
で
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

横
手
市
は
「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
地

域
づ
く
り
活
動
補
助
金
」（
補
助
率
３
分
の

２
）
を
創
設
し
て
支
援
、
秋
田
県
は
共
助

組
織
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
県
道
の
草

刈
り
作
業
の
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
多
様
な
主
体
が
協
働
し
た
地

域
課
題
解
決
の
方
式
は
、
今
後
の
新
し
い

地
域
社
会
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
ぜ

ひ
広
め
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

取
り
組
み
に
よ
る
地
域
の
変
化

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
再
生

　

高
齢
者
世
帯
の
方
か
ら
は
「『
共
助
組

織
』
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地

で
暮
ら
し
て
い
け
る
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
一
方
、
構
成
メ
ン
バ
ー
か

ら
は
、「
明
日
は
我
が
身
（
自
分
ご
と
）

と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
力
の

結
集
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に

良
い
循
環
を
生
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
12
月
に
は
大
雪
の
た

め
狙
半
内
地
区
で
発
生
し
た
倒
木
に
よ
り

滝
ノ
下
集
落
が
孤
立
状
態
に
陥
り
ま
し
た

が
、
緊
迫
し
た
状
況
下
で
、
狙
半
内
共
助

運
営
体
の
メ
ン
バ
ー
が
倒
木
の
撤
去
や
道

路
の
除
雪
を
行
う
な
ど
、
住
民
の
力
で
緊

急
復
旧
に
当
た
り
ま
し
た
。
共
助
組
織
代

表
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
活
動
が
３
年

目
を
迎
え
た
い
ま
、
行
政
支
援
だ
け
に
依

存
し
な
い
と
い
っ
た
機
運
が
高
ま
り
、
共

助
組
織
の
進
化
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
次
世
代
の
育
成
と
自
立
に
向
け

た
更
な
る
活
動
の
強
化
を
課
題
と
と
ら

え
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

雪下ろし作業の模様

スーパーマーケットが運行する無料シャトルバス

「
共
助
組
織
」
代
表
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

住
民
有
志
が
豪
雪
地
帯
の
雪
下
ろ
し

―
助
け
合
い
で
高
齢
者
世
帯
を
支
援
―●

事
務
局

（
秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

八
嶋
英
樹
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出
羽
庄
内
の
魅
力
、地
域
内
外
に
発
信

―
情
報
誌
を
発
行
、着
地
型
観
光
も
―

　

代
表
取
締
役
　
●

小
林
好
雄

 

山
形
県
鶴
岡
市

株
式
会
社
　
出
羽
庄
内
地
域
デ
ザ
イ
ン

団
体
表
彰

　

地
域
文
化
情
報
誌
「C

radle

」

　

山
形
県
庄
内
地
方
は
、
北
は
鳥
海
山
、

東
は
出
羽
三
山
、
南
は
朝
日
連
峰
、
西
は

日
本
海
に
囲
ま
れ
、
山
岳
信
仰
・
修
験
の

聖
地
出
羽
三
山
、
徳
川
四
天
王
筆
頭
の
酒

井
家
が
治
め
た
城
下
町
鶴
岡
、
北
前
船
に

よ
り
栄
え
た
湊
町
酒
田
と
、言
わ
ば
東
北
、

江
戸
、
上
方
の
三
つ
の
文
化
を
持
つ
地
域

で
す
。

　

当
社
設
立
の
出
発
点
は
、
地
元
銀
行

の
「
荘
内
銀
行
」
が
主
催
し
た
「
庄
内
価

値
開
発
研
究
会
」
で
す
。
平
成
21
年
５
月

の
第
１
回
研
究
会
で
話
題
に
上
っ
た
の
は

18
年
間
続
い
た
地
元
情
報
誌
の
休
刊
で
し

た
。
こ
の
休
刊
は
地
域
に
と
っ
て
大
き
な

損
失
で
あ
る
と
議
論
に
な
り
、
そ
の
後
、

単
な
る
研
究
会
に
終
わ
ら
せ
ず
出
来
る
こ

と
か
ら
具
体
化
し
よ
う
と
、
翌
22
年
５
月

に
メ
ン
バ
ー
有
志
が
出
資
し
、
設
立
し
た

の
が
当
社
で
す
。

　

最
初
に
手
掛
け

た
の
が
地
域
文
化

情
報
誌「Cradle

」

の
発
刊
で
す
。
あ

え
て
文
化
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。

現
在
、
隔
月
で

３
万
５
０
０
０
部

を
地
域
内
外
の
拠

点
に
無
料
で
置
い
て
い
ま
す
。
内
容
は
地

域
の
魅
力
で
あ
る
価
値
資
源
を
丁
寧
に
掘

り
下
げ
、
扉
２
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
含
め
10

ペ
ー
ジ
で
伝
え
る
特
集
、
地
元
に
伝
わ
る

家
庭
料
理
を
若
い
お
母
さ
ん
に
教
え
る

「
お
か
あ
さ
ん
の
さ
じ
加
減
」、
庄
内
ゆ
か

り
の
著
名
人
が
庄
内
の
魅
力
を
寄
稿
す
る

「
庄
内
憧
憬
」
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、「
庄
内
ト
ピ
ッ
ク
」
で
は
地
域
お

こ
し
の
取
り
組
み
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
特
集
で
は
、「
黒
川
能
の
里
」、

「
土
門
拳
の
肖
像
」
な
ど
も
採
り
上
げ
ま
し

た
。
私
も
編
集
長
と
し
て
実
際
に
取
材
に

携
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
５
０
０
年

以
上
の
伝
統
を
持
つ
黒
川
能
を
守
り
伝
承

し
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
取
材
し
た
り

す
る
と
、
会
っ
て
初
め
て
そ
の
魅
力
を
理

解
す
る
こ
と
も
多
く
、
取
材
者
冥
利
に
尽

き
る
な
と
感
じ
ま
す
。
運
営
は
広
告
費
、

そ
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

年
会
費
で
何
と
か
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

庄
内
と
っ
て
お
き
の
旅

　

当
社
で
は
着
地
型
観
光
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
自
然
、
そ
の
恵
み
の
食
、
そ

し
て
精
神
文
化
。
と
っ
て
お
き
の
庄
内
の

魅
力
を
地
元
だ
か
ら
企
画
で
き
る
内
容
で

味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
努
力
し
て
い
ま

す
。
農
家
を
訪
問
し
、
採
れ
た
て
の
食
材

を
み
ん
な
で
料
理
し
食
べ
た
り
、
あ
る
い

は
地
元
の
博
物
館
の
館
長
さ
ん
が
直
接
案

内
し
て
く
れ
た
り
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
に

は
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
発
信
力
が
弱
く
、
集
客
力
は
小
さ
い

で
す
が
、
逆
に
「
少
人
数
で
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
ツ
ア
ー
」と
の
評
価
も
得
て
い
ま
す
。

　　

地
域
の
文
化
遺
産
を
活
か
す

　

一
方
、
出
羽
庄
内
に
は
無
形
、
有
形
の

文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

平
成
24
年
に
官
民
29
団
体
が
集
ま
り
、「
出

羽
庄
内
地
域
文
化
遺
産
に
よ
る
地
域
活
性

化
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
当
社
が

事
務
局
を
務
め
、
文
化
庁
の
補
助
金
も
得

て
地
域
活
性
化
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
伝
統
芸
能
の
披
露
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
文
化
遺
産
探
訪
な
ど
を
行
い
、

地
域
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
伝
統
芸
能
と

現
代
舞
踏
・
音
楽
の
融
合
と
し
て
、「
黒

川
能
」
下
座
太
夫
の
上
野
由
部
氏
、
舞
踏

家
の
森
繁
哉
氏
、
音
楽
家
の
岡
野
弘
幹
氏

の
コ
ラ
ボ
も
野
外
で
行
い
、
好
評
を
博
し

ま
し
た
。

　

地
域
に
住
む
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
地

域
に
誇
り
を
持
ち
、
地
域
の
暮
ら
し
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
す
る
。
そ
し
て
地
域
の
外
か
ら

も
多
く
の
人
が
訪
れ
庄
内
の
魅
力
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
く
、
そ
ん
な
こ
と
を
夢
見

て
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
魅
力
を
掘
り
下

げ
、
地
域
内
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

昨年 9月に開催した「出羽庄内文化遺産フォー
ラム」の様子。伝統芸能と現代舞踏・音楽のコ
ラボが野外で行われた

地域文化情報誌「Cradle」
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―
「
寒
村
」
脱
却
め
ざ
し
多
彩
な
活
動
―

 

山
形
県
飯
豊
町

手
ノ
子
地
区
協
議
会

団
体
表
彰

　

宿
場
町
が
い
つ
し
か
寒
村
に

　

私
た
ち
が
住
む
飯
豊
町
手
ノ
子
は
、
山

形
県
の
西
南
部
に
位
置
し
、
飯
豊
山
の
ふ

も
と
で
、
一
般
国
道
１
１
３
号
沿
い
の
集

落
で
す
。

　

か
つ
て
は
、
米
沢
越
後
街
道
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
が
、
鉄
道
の
開

通
や
国
道
の
整
備
が
進
む
た
び
に
、
宿
場

町
の
面
影
が
薄
れ
、
農
村
の
縁
辺
に
ひ
っ

そ
り
と
佇
む
一
寒
村
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

い
ま
、
国
道
１
１
３
号
の
バ
イ
パ
ス
と

な
る
地
域
高
規
格
道
路
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
で
は
、
こ

れ
に
対
す
る
期
待
が
あ
る
一
方
で
、
私
た

ち
の
町
が
さ
ら
に
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
交

錯
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
安
か
ら

ど
う
や
っ
て
抜
け
出
す
か
、
こ
れ
が
当
協

議
会
の
活
動
の
最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

協
議
会
本
来
の
業
務
は
、｢
地
域
課
題

の
調
整｣

で
す
が
、
そ
れ
を
行
う
一
方
で

私
た
ち
は
、「
里
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

を
設
置
し
、
同
委
員
会
に
４
部
会

と
１
小
委
員
会
を
設
け
て
、
里
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

ベ
ー
ス
に｢

自
ら
の
手
に
よ
る
土

地
利
用
計
画
づ
く
り｣

を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
が
住
む

｢

里｣

の
将
来
像
を
自
分
た
ち
の

手
で
描
き
、
活
動
を
通
じ
て
そ
の

将
来
像
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
い
ま
の
活
動
が
形
づ
く
ら
れ
る

ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

飯
豊
町
で
は
、
昭
和
49
年
に｢

住
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
飯
豊
町
総

合
計
画
「
手
づ
く
り
の
ま
ち･

い
い
で
」

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
町
内
を

９
地
区
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
住

民
の
手
に
よ
る｢

地
区
計
画｣

を
つ
く
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

手
ノ
子
地
区
で
は
、
平
成
13
年
３
月
、

地
区
全
体
の
土
地
利
用
計
画｢

ぐ
る
り
も
っ

か
い
む
ら
づ
く
り｣

を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
た
幾
つ
か
の
地
区

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

の
が｢

土
地
利
用
計
画
推
進
委
員
会
」
と
、

個
別
の
課
題
に
取
り
組
む
３
つ
の
部
会
で

す
。
そ
の
後
、
平
成
23
年
に｢

土
地
利
用

計
画
推
進
委
員
会｣

を｢

里
づ
く
り
推
進

委
員
会｣

に
改
め
、
部
会
数
を
３
か
ら
４

に
増
や
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

里
づ
く
り
の
視
点
を
忘
れ
ず
に

　

各
部
会
の
現
在
の
活
動
と
こ
れ
か
ら
の

課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
宇
津
峠
部
会
】
宇
津
峠
遊
歩
道
の
整

備
と
春
と
秋
の
「
歩
こ
う
会
」、
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
峠
周
辺
の
植
物
に
関
す

る
冊
子
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
や
山
形
県
の
指
導
を

受
け
て｢

東
北
風
景
街
道｣

や｢

土
木
遺

産
指
定｣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
区

の
活
性
化
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
う
取
り

組
む
か
が
課
題
で
す
。

　
【
ス
キ
ー
場
部
会
】
ス
キ
ー
場
の
周
辺

整
備
に
取
り
組
む
傍
ら
、
通
年
利
用
を
設

置
者
（
町
教
委
）
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

ゲ
レ
ン
デ
下
部
の
緩
斜
面
の
高
度
利
用
化

が
課
題
で
す
。

　
【
雁
沢
部
会
】
雁
沢
川
の
管
理
と
「
ホ

タ
ル
の
里｣

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
で
は
、
ホ
タ
ル
祭
り

や
ホ
タ
ル
ガ
イ
ド
を
行
う
一
方
、
ホ
タ
ル

の
人
工
飼
育
と
幼
虫
放
流
、
児
童
と
の
交

流
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活

動
が
評
価
さ
れ
、
今
年
度
、
環
境
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
住
民
の
環
境
意
識
の

高
揚
が
課
題
で
す
。

　
【
さ
ん
さ
ん
部
会
】
桜
の
森
づ
く
り
と
地

域
家
庭
料
理
の
レ
シ
ピ
収
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
桜
の
森
づ
く
り
は
、
13
㌶
の
荒
廃
草
地

に
７
０
０
本
の
サ
ク
ラ
と
９
０
０
本
の
花
木

な
ど
を
植
え
、｢

花
木
の
森｣

を
造
り
ま
す
。

手
ノ
子
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
ま
す
。

　

家
庭
料
理
の
レ
シ
ピ
収
集
で
は
、

１
０
０
の
レ
シ
ピ
を
収
集
し
ま
し
た
。
今

後
、
旧
家
の
ヒ
ナ
料
理
の
レ
シ
ピ
収
集
に

挑
戦
し
ま
す
。
地
場
産
の
農
産
物
と
合
わ

せ
た
商
品
化
が
課
題
で
す
。

　　

以
上
が
活
動
の
大
要
で
す
。
部
会
で
は
、

計
画
の
実
施
に
集
中
す
る
あ
ま
り
、｢

暮
ら

し
に
魅
力
を
つ
く
る｣

と
い
う
里
づ
く
り

の
視
点
を
見
失
い
が
ち
で
す
。｢

里
づ
く
り

推
進
委
員
会｣

で
大
局
的
な
視
点
を
忘
れ

ず
に
活
動
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
主
体
の
協
議
会
設
け
、
里
づ
く
り

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
様
子
。
近

隣
の
市
町
か
ら
の
参
加
者
も
多
い

ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
放
流
を
す
る
手
ノ

子
地
区
の
児
童
ら

会
長
　
●

井
上
俊
一
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伝
統
工
芸
技
術
の
普
及
・
保
護
に
貢
献

―
後
継
者
育
成
に
も
尽
力
―

 

東
京
都
荒
川
区

荒
川
区
伝
統
工
芸
技
術
保
存
会

団
体
表
彰

川
俣
頼
三

　　

文
化
財
保
護
と
「
職
人
の
町
あ
ら
か
わ
」

　

荒
川
区
伝
統
工
芸
技
術
保
存
会
は
、
昭

和
57
年
10
月
の
荒
川
区
文
化
財
保
護
条
例

施
行
と
同
時
に
発
足
し
ま
し
た
。
江
戸
時

代
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
荒
川
区
の
伝

統
工
芸
技
術
の
保
存
・
伝
承
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
職
人
に
よ
る
文
化
財
保

護
団
体
で
す
。

　

荒
川
区
文
化
財
保
護
条
例
と
同
じ
く
今

年
度
で
32
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、

41
業
種
59
名
の
職
人
が
業
種
の
垣
根
を
こ

え
て
会
員
同
士
の
固
い
結
束
力
を
持
ち
、

親
睦
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
主
体
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
川
区
・
荒
川
区
教
育
委
員
会
と
共
催

で
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
あ
ら
か
わ
の
伝

統
技
術
展
」
は
、
伝
統
工
芸
の
保
護
・
普

及
を
目
的
と
し
た
職
人
た
ち
の
祭
典
で

す
。
実
演
、
展
示
、
販
売
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
等
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
３
日
間
に

わ
た
り
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
区
外

か
ら
招
待
し
た
職
人
を
含
む
39
業
種
52

名
の
職
人
が
集
ま
り
、
入
場
者
数
は
約

１
万
４
７
０
０
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
開
催
時
は
、
職
人
22
名
の
参

加
で
、
３
日
間
の
来
場
者
数
が
１
６
５
４

人
で
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
大
き
く
し

た
り
、若
手
職
人
の
座
談
会
を
開
い
た
り
、

次
々
に
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ
た
こ
と

で
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
来
場
者
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら

は
、
東
北
の
被
災
地
復
興
を
願
い
、
心
を

こ
め
て
作
製
し
た
職
人
の
伝
統
工
芸
品
を

販
売
し
、
そ
の
売
り
上
げ
を
被
災
地
に
全

額
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の

は
、毎
月
１
〜
２
回
の
定
例
会
を
開
催
し
、

積
極
的
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
結
果

と
言
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
あ
ら
か
わ
の
伝
統
技
術
展
」

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
保
護
・
普
及

活
動
を
30
年
以
上
に
わ
た
り
実
施
し
て
き

た
こ
と
が
、「
職
人
の
町
あ
ら
か
わ
」
と

い
う
荒
川
区
の
イ
メ
ー
ジ
を
区
内
外
の
方

に
広
め
て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
出
向
く
職
人
教
室
や

　

若
手
育
成
に
も
取
り
組
む

　

特
に
力
を
入
れ
て
き
た
活
動
は
、
区
内

の
全
24
校
の
小
学
校
に
出
向
い
て
実
演
・

展
示
・
解
説
を
行
う
「
あ
ら
か
わ
学
校
職

人
教
室
」
で
す
。
こ
れ
は
、
荒
川
区
伝
統

工
芸
技
術
保
存
会
の
発
案
に
よ
り
、
昭
和

59
年
度
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
平
成
３
年

か
ら
荒
川
区
教
育
委
員
会
の
事
業
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
本
格
的
に
実
施
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
例
が
な

く
、
荒
川
区
の
学
校
教
育
に
お
け
る
地
域

学
習
・
伝
統
文
化
の
学
習
と
し
て
欠
か
せ

な
い
授
業
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
は
、
子

ど
も
た
ち
が
地
元
の
伝
統
産
業
に
関
心
を

持
ち
、
一
人
で
も
伝
統
工
芸
の
職
人
を
目

指
し
て
く
れ
れ
ば
、
と
い
う
気
持
ち
で
臨

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
職
人
の
世
界
に

お
い
て
、
後
継
者
確
保
は
深
刻
な
問
題
で

す
。
そ
こ
で
、
区
・
荒
川
区
教
育
委
員
会

と
議
論
を
重
ね
、
他
自
治
体
の
先
駆
け
と

な
る
、
大
切
な
文
化
財
で
あ
る
伝
統
工
芸

に
関
心
を
持
つ
若
者
と
後
進
の
育
成
を
希

望
す
る
職
人
と
を
結
び
つ
け
る
「
荒
川
区

伝
統
工
芸
技
術
継
承
者
育
成
支
援
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
開
始
し
、初
年
度
は
、

鍛
金
・
木
版
画
彫
・
寄
席
文
字
・
指
物
の

４
業
種
の
職
人
が
弟
子
募
集
に
名
乗
り
を

上
げ
、
全
国
に
募
集
を
か
け
た
と
こ
ろ
74

名
の
応
募
が
あ
り
、
４
名
の
弟
子
を
選
び

ま
し
た
。
現
在
も
９
名
の
若
者
を
継
承
者

と
し
て
育
成
し
、
当
会
の
会
員
全
体
で
支

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
平
成
32
（
２
０
２
０
）
年
に
開

催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

国
内
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
人
々
に
、
伝

統
工
芸
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

会
長
　
●

伝統技術展での職人の実演

職人教室。かんなの使い方を指導する様子
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―
多
様
な
文
化
的
背
景
を
生
か
す
―

 

神
奈
川
県
横
浜
市

団
体
表
彰い

ち
ょ
う
団
地
と

「
ま
ち
づ
く
り
工
房
」

　

神
奈
川
県
横
浜
市
泉
区
と
大
和
市
に
ま

た
が
る
、県
内
最
大
の
県
営
住
宅「
い
ち
ょ

う
団
地
」
が
、「
多
文
化
ま
ち
づ
く
り
工

房
」
が
活
動
す
る
「
ま
ち
」
で
す
。
中
国

人
、ベ
ト
ナ
ム
人
が
約
２
０
０
世
帯
ず
つ
、

そ
の
他
20
カ
国
以
上
の
外
国
人
住
民
が
暮

ら
す
団
地
で
す
が
、
一
方
で
、
日
本
人
の

住
民
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。「
多

文
化
ま
ち
づ
く
り
工
房
」
は
、
も
と
も
と

日
本
語
教
室
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
す
る
と
、
教
室
で
日
本
語
を
学

ぶ
人
た
ち
か
ら
、「
子
ど
も
の
勉
強
を
見

て
ほ
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
、
子
ど
も
の
補

習
教
室
も
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
ま
ち
」を
担
う
若
者
を
育
て
た
い

　

子
ど
も
の

補
習
教
室
を

始
め
る
と
、

外
国
人
の
子

ど
も
の
進
学

の
難
し
さ
に

も
直
面
し
ま

す
。
家
庭
で

家
族
が
使
う

言
語
と
、
学

校
で
学
習
す

る
た
め
に
使
う
言
語
が
異
な
る
場
合
、
学

習
で
高
い
成
果
を
出
す
の
は
大
変
な
こ
と

で
す
。
日
本
生
ま
れ
の
子
が
増
え
る
中
、

こ
う
し
た
子
た
ち
と
、
で
き
る
だ
け
つ
な

が
り
、
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
高
校
進

学
を
目
指
さ
せ
ま
す
。
少
な
く
と
も
高
校

を
修
了
し
な
い
と
、
卒
業
後
、
正
規
雇
用

に
就
く
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の
結
果
、
不

安
定
な
生
活
を
送
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る

か
ら
で
す
。

　

一
方
、
中
学
校
な
ど
学
齢
期
を
越
え
て

日
本
に
や
っ
て
く
る
子
も
数
多
く
い
ま

す
。
こ
う
し
た
子
た
ち
は
、
同
年
齢
の
子

た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
が
な
く
、
日
本
語

を
独
自
に
勉
強
し
な
が
ら
、
働
く
子
も
い

ま
す
。
こ
う
し
た
若
者
た
ち
も
、
居
場
所

が
な
く
不
安
定
な
生
活
を
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
学
齢
期
を
越
え
た
子
ど

も
た
ち
、
あ
る
い
は
社
会
人
に
な
っ
た
若

者
に
つ
い
て
は
、
体
を
動
か
し
、
同
年
代

の
ほ
か
の
子
達
と
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。そ
れ
が
、「
多
文
化
サ
ッ
カ
ー
」

で
す
。

　

こ
う
し
て「
多
文
化
ま
ち
づ
く
り
工
房
」

と
つ
な
が
る
若
者
た
ち
が
、
ど
ん
ど
ん
成

長
し
、
高
校
に
進
学
し
、
社
会
に
巣
立
っ

て
い
っ
て
い
ま
す
。

若
者
が
「
ま
ち
」
を
支
え
る

　

こ
う
し
た
若
者
と
つ
な
が
り
、
学
習
を

支
え
る
活
動
は
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
度
は
育
っ
た
彼
ら
が

「
ま
ち
」
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う

促
し
ま
す
。「T

ry A
ngels

」
と
い
う
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

を
各
国
語
で
説
明
し
た
り
、
資
機
材
を
使

え
る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、
披
露

し
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ま
ち
」
は
外

国
人
の
若
者
の
力
を
認
め
ま
す
。
外
国
人

の
若
者
に
と
っ
て
は
、「
ま
ち
」
で
認
め

ら
れ
た
、
と
い
う
経
験
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
て
外
国
人
の
若
者
に
と
っ
て

も
、「
い
ち
ょ
う
団
地
」
は
自
分
が
活
躍

で
き
る
「
ま
ち
」
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
う
し
た
若
者

と
の
つ
な
が
り
は
、
必
要
な
と
き
だ
け
声

を
か
け
れ
ば
い
い
、
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
彼
ら
と
肩
を
並
べ
て

サ
ッ
カ
ー
を
し
、
日
々
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
彼
ら
が
「
い
つ
も
帰
っ
て
き
て
い
い

の
だ
」
と
思
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
力
を

尽
く
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

多
文
化
ま
ち
づ
く
り
工
房
は
、
こ
う
し

た
外
国
人
の
若
者
を
町
の
力
に
育
て
て
い

き
な
が
ら
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を
持
っ

た
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
出
し

合
い
、と
も
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
外
国
人
の
若

者
に
と
っ
て
、「
ふ
る
さ
と
」
に
な
っ
て

い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
文
化
ま
ち
づ
く
り
工
房

外
国
人
の
若
者
を「
ま
ち
」の
力
に

副
代
表
　
●

長
谷
部
美
佳

中学生の補習教室

防災訓練での Try Angels
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
育
成

―
民
民
連
携
も
促
進
、「
広
が
り
の
あ
る
公
」
を
創
造
―

 

新
潟
県
村
上
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

団
体
表
彰

　

新
潟
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
山
形
県

に
隣
接
し
て
い
る
村
上
岩
船
地
域
。
一

市
二
村
（
村
上
市
、
関
川
村
、
粟
島
浦

村
）
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
広
域
市
町
村
圏

は
、
広
大
な
面
積
（
新
潟
県
全
体
の
11
・

8
％
＝
香
川
県
の
約
８
割
に
相
当
）
の
中

に
、
中
山
間
地
域
も
含
め
３
３
０
の
集

落
が
点
在
し
て
い
る
（
圏
域
人
口
は
約

７
万
３
０
０
０
人
）。
中
心
都
市
で
あ
る

村
上
市
の
街
な
か
に
は
、
城
下
町
の
歴

史
・
文
化
が
今
も
色
濃
く
残
っ
て
い
る
一

方
で
、
山
間
部
で
は
山
里
暮
ら
し
が
、
海

岸
部
で
は
漁
港
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
い

る
典
型
的
な
地
方
の
田
舎
で
あ
る
。

地
域
ぐ
る
み
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
育
成

　

村
上
岩
船
地
域
で
は
、
全
国
で
も
い
ち

早
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
着
目

し
、
そ
の
起
業
家
育
成
に
官
民
協
働
で
取

り
組
ん
だ
。「
あ
な
た
の
や
る
気
に
知
恵

と
資
金
を
提
供
し
ま
す
！
」
と
銘
打
っ
た

助
成
事
業
「
都
岐
沙
羅
の
元
気
づ
く
り
支

援
事
業
」
を
平
成
11
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、平
成
17
年
度
ま
で
７
年
間
実
施
し
た
。

地
域
を
元
気
に
す
る
起
業
プ
ラ
ン
を
地
域

内
で
公
募
し
、
そ
れ
を
完
全
公
開
型
で
審

査
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
を
受
け
た
個

人
・
団
体
を
徹
底
的
に
応
援
す
る
中
間
支

援
機
関
（
＝
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ

ン
タ
ー
）
を
設
置
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

育
成
を
展
開
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、
起

業
段
階
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
起
業
し
た

後
も
官
民
を
あ
げ
て
事
業
が

軌
道
に
乗
る
よ
う
に
様
々
な

形
で
協
力
（
例
え
ば
積
極
的

に
仕
事
を
依
頼
す
る
等
）
し

た
こ
と
に
よ
り
、
数
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
地
域
内
に
生
ま
れ
た
。

中
間
支
援
組
織
を
核
に

民
民
連
携
も
促
進

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
育
成
と
並
行

し
て
展
開
さ
れ
た
の
が
、
民
民
連
携
の
促

進
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
間
支
援
組
織
で

あ
る
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
た
も
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
同
士
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
内
の
民
間
企
業
や

市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
民
間
レ
ベ
ル

で
の
相
互
連
携
を
促
し
て
い
こ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
る
。

　

平
成
15
年
度
に
実
施
し
た
「
岩
船
地
域

に
お
け
る
民
間
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
実

態
調
査
」
を
皮
切
り
に
、
民
間
企
業
の
参

画
を
得
て
実
施
し
た
研
究
会
の
開
催
（
平

成
16
年
度
）や
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
平
成
17
年
度
）
の
開
催
な
ど
を
通

じ
、
地
道
に
下
地
づ
く
り
を
行
っ
た
上
で
、

住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
民
間
企
業
と
い
っ
た
民

間
側
に
行
政
も
加
え
た
４
者
が
水
平
な
関

係
で
交
流
し
、
相
互
の
連
携
を
促
す
機
会

を
様
々
な
形
で
設
け
て
い
っ
た
。

　

民
間
企
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

起
業
家
が
試
作
し
て
い
る
製
品
を
、
品
評

会
形
式
で
意
見
・
情
報
交
換
す
る
「
村
上

の
逸
品
発
掘
交
流
会
」
や
、
様
々
な
主
体

が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
意
見
・
情
報

交
換
を
行
う
「
ま
ち
カ
フ
ェ
」
な
ど
は
、

毎
回
、
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
こ
こ
か

ら
様
々
な
コ
ラ
ボ
事
業
が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。

　

都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
が

掲
げ
て
い
る
「
広
が
り
の
あ
る
公
を
つ
く

ろ
う
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
各
主
体
が

有
し
て
い
る
地
域
財（
人
材
・
知
恵
・
経
験
・

情
報
・
場
所
・
マ
ン
パ
ワ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
資
金
な
ど
）
を
、
地
域
の
共
有
財
産

と
し
て
利
用
し
合
う
地
域
社
会
が
、
ジ
ワ

ジ
ワ
と
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

理
事
・
事
務
局
長
　
●

斎
藤
主
税

「都岐沙羅の元気づくり支援事業」の公開審
査会の様子。市内のショッピングセンターを
会場にし、文字通り審査過程を完全ガラス張
りにして実施。申請者同士の貴重な交流機会
としても重要な役割を担った

多様な主体同士の情報・意見交換会「まちカ
フェ」の様子。民間事業者同士あるいはNPO
と民間企業のコラボ企画が立ち上がっている
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鉄
道
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

―
フ
リ
ー
切
符
で
利
用
増
や
し
、地
域
も
活
性
化
―

 

富
山
県
黒
部
市

黒
部
ワ
ン
コ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

団
体
表
彰マ

イ
レ
ー
ル
意
識
を
高
め
る

　

黒
部
市
は
富
山
県
東
部
に
位
置
し
、

「
海
か
ら
山
の
黒
部
市
」
と
し
て
、
深

さ
１
０
０
０
㍍
の
富
山
湾
か
ら
高
さ

３
０
０
０
㍍
の
立
山
連
峰
ま
で
高
低
差

４
０
０
０
㍍
が
つ
く
り
出
す
世
界
、
雄
大

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黒
部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
「
市
民
一
人
ひ
と
り
か
ら
始
め
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
平
成
９
年
に
市

民
自
ら
が
立
ち
上
げ
、
行
政
頼
み
で
な
く

市
民
が
主
体
と
な
り
、
自
分
た
ち
が
必
要

と
思
う
活
動

を
市
内
全
域

で
進
め
る
よ

う
に
し
て
き

た
。
そ
の
活
動
の
一
つ
が
、「
黒
部
ワ
ン
コ

イ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
地
元

の
鉄
道
に
対
す
る
市
民
の
「
マ
イ
レ
ー
ル

意
識
」
を
高
め
、
公
共
交
通
の
よ
さ
を
感

じ
て
も
ら
い
、
地
域
の
よ
さ
や
観
光
資
源

の
再
発
見
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
鉄
道

の
利
用
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。

ワ
ン
コ
イ
ン
フ
リ
ー
切
符
を
発
行

　

黒
部
市
内
に
は
黒
部
峡
谷
鉄
道
と
富
山

地
方
鉄
道
が
あ
る
ほ
か
、
３
月
14
日
に
は

北
陸
新
幹
線
と
第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
行
す

る
「
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
」（
並
行
在

来
線
、
現
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
が
開
業
し
、
乗

降
駅
は
23
駅
を
数
え
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ま
ず
、
黒
部
ワ
ン

コ
イ
ン
フ

リ
ー
き
っ

ぷ
『
楽
駅

停
車
の
旅
』

を
発
行
し
、

富
山
地
方

鉄
道
の
市
内
15
駅
間
を
土
・
日
・
祝
日
に

５
０
０
円
で
乗
り
放
題
に
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。平
成
19
年
か
ら
８
年
間
、

毎
年
、
春
と
秋
の
２
回
、
合
計
16
回
実
施

し
て
き
た
。

　

３
月
14
日
か
ら
は
富
山
地
方
鉄
道
の
バ

ス
と「
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
」も
フ
リ
ー

切
符
の
対
象
に
な
り
、
よ
り
利
便
性
が
高

ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

黒
部
市
は
黒
部
峡
谷
か
ら
海
ま
で
の
距

離
が
近
く
、
地
域
全
体
が
コ
ン
パ
ク
ト
な

観
光
地
と
な
っ
て
お
り
、
鉄
道
を
乗
り
降

り
し
な
が
ら
、
黒
部
の
ま
ち
を
楽
し
み
、

歴
史
を
感
じ
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で
、｢

ふ
る
さ
と
黒
部｣

の
よ
さ
を
再
発
見
し
、

そ
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
「
く
ろ
ワ
ン
き
っ
ぷ
」
を
利
用
し
た
「
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
の
企
画
に
よ
り
、
自
転
車

持
ち
込
み
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
自
分
で
も

や
る
よ
う
に
な
っ
た
住
民
も
多
い
。

鉄
道
駅
舎
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
も
実
施

　

ま
た
、
観
光
客
な
ど
に
も
好
評
な
の
が

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
だ
。
こ
れ

は
各
駅
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
お
店

な
ど
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
を
応
募
は

が
き
に
押
し
て
投
票
す
れ
ば
、
抽

選
で
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
品
や
美
味

し
い
も
の
な
ど
が
当
た
る
と
い
う

企
画
。
一
人
で
も
家
族
で
行
っ
て

も
、｢

く
ろ
ワ
ン｣
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、「
く
ろ
ワ
ン
き
っ
ぷ
」

で
利
用
で
き
る
15
駅
の
う
ち
６
つ

の
駅
舎
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
「
駅
舎
ペ

イ
ン
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
」
も
地
域
住
民
の
手

で
進
め
て
き
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
自

治
振
興
会
、
黒
部
塗
装
組
合
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
団
体
や
市
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
、関
係
者
の
絆
も
深
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
駅
周
辺
の
歴
史
文
化
や
自
然

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
桜
め
ぐ
り
な

ど
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
も
実
施
し
て
き
た
。

「
と
ち
の
森
」
ツ
ア
ー
や
「
黒
部
古
道
山

街
道
を
往
く
」ツ
ア
ー
と
い
っ
た
森
林
浴
、

自
然
散
策
コ
ー
ス
や
各
地
区
の
ま
ち
歩
き

ツ
ア
ー
を
企
画
。
毎
回
、
20
〜
30
人
が
市

内
外
か
ら
参
加
し
、
地
域
の
歴
史
文
化
や

自
然
を
体
感
し
て
い
る
。

　　

地
元
の
鉄
道
を
愛
し
、
公
共
交
通
と
し

て
利
便
性
を
高
め
て
い
く
工
夫
を
す
る
と

と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
人

の
交
流
や
賑
わ
い
づ
く
り
を
進
め
た
り
し

て
、
さ
ら
に
鉄
道
の
利
用
を
増
や
す
必
要

が
あ
る
。

　

今
後
も
公
共
交
通
を
住
民
の
足
と
し
て
、

さ
ら
に
県
内
外
か
ら
の
お
客
様
に
対
応
し

て
、
よ
り
使
い
や

す
く
す
る
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
こ
と
が
「
住

ん
で
み
た
い
、
訪

ね
て
み
た
い
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
う

「
黒
部
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
の
理
念

の
具
体
化
で
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

菅
野
寛
二

実
行
委
員
長
　
●

黒部ワンコインフリーきっぷ『楽駅停車
の旅』出発式

駅舎ペイントラッピン
グ。子供たちもお母さ
んやお父さんと一緒に
ペンキ塗り

イベント電車・モーツァルト電車の中での
演奏会
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福
井
県
若
狭
町

　　

熊
川
宿
と
は

　

熊
川
宿
は
福
井
県
若
狭
町
に
位
置
し
、

江
戸
時
代
か
ら
若
狭
湾
と
京
都
を
結
ぶ
若

狭
街
道
（
通
称
・
鯖
街
道
）
の
宿
場
町
と

し
て
発
展
し
、
現
在
も
平
入
・
妻
入
の
建

物
が
混
在
し
て
建
ち
並
ぶ
美
し
い
町
並
み

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

熊
川
区
は
百
軒
に
満
た
な
い
小
さ
な
集

落
で
す
が
、
年
間
40
万
人
近
い
観
光
客
が

訪
れ
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
お
も
て
な

し
や
各
地
の
団
体
と
の
交
流
会
に
多
く
の

区
民
が
参
画
し
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

熊
川
宿
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
あ
ゆ
み

　

重
伝
建
地
区
に
選
定
、
古
民
家
を
再
生

　

熊
川
宿
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
昭
和
56

年
の
町
並
み
調
査
を
契
機
に
始
ま
り
、
平

成
７
年
に
現
在
の
「
若
狭
熊
川
宿
ま
ち
づ

く
り
特
別
委
員
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
町
並
み
保
存
に
対
し
、
住
民

に
は
不
安
や
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
本
会
は
、
こ
こ
で
快
適
に
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目

標
に
事
業
を
展
開
し
、
熊

川
宿
は
平
成
８
年
に
国
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
平
成
９
年
に

は
、
倒
壊
寸
前
の
築
１
５
０
年
に
な
る
旧

逸
見
勘
兵
衛
家
住
宅
が
修
理
さ
れ
、
熊
川

宿
を
代
表
す
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。
修

理
に
よ
り
よ
み
が
え
っ
た
古
民
家
は
住
民

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
町
並
み

保
存
の
ム
ー
ド
が
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
現
在
、「
熊
川
宿
お
も
て
な

し
の
会
」
が
喫
茶
「
勘
兵
衛
茶
屋
」
と
お

泊
り
処
「
熊
川
宿
勘
兵
衛
」
と
し
て
有
効

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

以
降
、
伝
建
制
度
に
よ
る
建
物
の
修
理

を
始
め
、
昔
な
が
ら
の
美
し
い
景
観
を
活

か
し
た
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

熊
川
宿
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
は
熊

川
区
長
の
元
で
、
様
々
な
活
動
を
企
画
・

運
営
・
協
力
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
平
成
26
年
５
月
に
熊
川
宿
で

開
か
れ
た
「
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
協
議
会
」
の
全
国
大
会
も
、
地
域
の

協
力
を
得
て
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
１
万
人

　

空
き
家
対
策
も
推
進

　

当
特
別
委
員
会
で
は
自
分
が
出
来
る
こ

と
を
無
理
な
く
仲
良
く
続
け
て
い
ま
す
。

「
忙
し
く
て
か
な
わ
ん
な
ぁ
…
」
と
言
い

つ
つ
、
一
生
懸
命
や
っ
て
、「
次
は
こ
う

し
た
方
が
い
い
な
ぁ
…
」
と
常
に
前
向
き

に
活
動
す
る
み
ん
な
の
姿
勢
が
熊
川
宿
を

盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
か
ら
毎
年
10
月
に
開
催
し
て

い
る
「
熊
川
い
っ
ぷ
く
時
代
村
」
は
、
実

行
委
員
会
が
企
画
か
ら
運
営
を
行
い
、
前

川
で
の
ブ
リ
キ
の
金
魚
レ
ー
ス
や
ニ
ジ
マ

ス
の
つ
か
み
ど
り
、
街
道
で
の
長
操
鍋
や

餅
つ
き
、
古
民
家
を
活
用
し
た
三
味
線
体

験
や
昔
遊
び
、
子
供
語
り
部
な
ど
、
熊
川

宿
の
魅
力
を
最
大
限
活
か
し
た
秋
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
毎
年
１
万
人
以
上
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
は
若
狭
町
と
協
働
で

「
伝
建
地
区
熊
川
宿
の
防
災
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
を
策
定
。
平
成
23
年
に
は
空
き
家

も
含
め
た
近
隣
火
災
通
報
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
、
自
主
防
災
デ
ー
で
繰
り
返
し
訓
練

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
空
き
家
対
策
で
は
、
当
委
員
会

に
部
会
を
設
置
し
、「
熊
川
宿
の
空
き
家

を
活
か
し
た
移
住
推
進
事
業
」
と
し
て
、

「
熊
川
宿
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
作
成
や
「
住

ま
い
探
し
ま
ち
歩
き
」
な
ど
地
道
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

熊
川
宿
の
こ
れ
か
ら

　

こ
の
ほ
か
「
陶
の
灯
り
展
」
な
ど
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

世
代
を
超
え
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
大
き
な
事

業
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ブ
ル
に
取
り
組
み

成
功
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
熊
川
宿
の
維
持
発
展
の
た
め
に

は
、
我
々
が
ま
ち
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
地
道
な
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

重
伝
建
を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り

―
活
力
あ
ふ
れ
る
街
を
目
指
し
て
ー

空
き
家
対
策
部
長　

●

宮
本
哲
男

若
狭
熊
川
宿
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

団
体
表
彰

美しい熊川宿の町並み

毎
年
10
月
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
熊
川

い
っ
ぷ
く
時
代
村
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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伝
統
あ
る「
大
鹿
歌
舞
伎
」を
後
世
に

―
中
学
生
が
３
０
０
年
の
歴
史
受
け
継
ぐ
―

校
長
　
●

増
田
　
正

 

長
野
県
大
鹿
村

団
体
表
彰

　　

村
の
シ
ン
ボ
ル
「
大
鹿
歌
舞
伎
」

　

日
本
の
屋
根
の
一
つ
南
信
州
に
そ
び
え

る
赤
石
山
脈
の
麓
に
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」を
自
負
す
る
大
鹿
村
は
あ
り
ま
す
。

大
鹿
村
に
は
、「
大
鹿
歌
舞
伎
」
と
い
わ

れ
る
村
芝
居
が
、
推
定
さ
れ
る
初
演
か
ら

３
０
０
年
以
上
途
絶
え
る
こ
と
な
く
演
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
過
疎
化
・
高
齢

化
が
課
題
で
あ
る
村
に
あ
っ
て
も
、
村
の

方
々
は
、
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
文
化
遺

産
「
大
鹿
歌
舞
伎
」
を
村
の
シ
ン
ボ
ル
・

誇
り
と
し
て
後
世
に
引
き
継
ぎ
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
よ
り
大
鹿
歌
舞

伎
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
育
っ
た
大
鹿
の

中
学
生
も
気
持
ち
は
同
じ
で
す
。

　

そ
ん
な
生
徒
が
通
う
大
鹿
中
学
校
で

は
、
40
年
間
大
鹿
歌
舞
伎
を
教
育
活
動
に

取
り
入
れ
、
伝
承
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
で
は
、
保
護
者
を
は
じ
め
卒
業

生
の
中
か
ら
も
多
数
の
後
継
者
が
育
っ
て

お
り
、
村
の
人
々
の
願
い
は
着
実
に
実
を

結
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　　

全
校
生
徒
が
歌
舞
伎
を
学
習

　

大
鹿
中
生
に
よ
る
歌
舞
伎
学
習
の
歴
史

は
、昭
和
50
年
に
遡（
さ
か
の
ぼ
）り
ま
す
。

浄
瑠
璃
語
り
の
片
桐
登
氏
（
現
大
鹿
村
歌

舞
伎
保
存
会
顧
問
）
の
「
必
ず
し
も
歌
舞

伎
の
後
継
者
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、

村
を
去
っ
て
も
村
を
想
い
、
村
を
忘
れ
な

い
子
ど
も
を
学
校
と
社
会
が
連
携
し
て
育

て
た
い
」
と
い
う
願
い
を
受
け
、
大
鹿
中

学
校
統
合
前
の
鹿
塩
中
学
校
に
、
歌
舞
伎

ク
ラ
ブ
が
女
子
８
名
で
発
足
。
片
桐
氏
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
年
１
回
の
公
演
を

中
心
に
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
度
か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
は
形
を

変
え
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
歌

舞
伎
班
と
し
て
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
平
成
21
年
度
か
ら
は
、
生
徒
数
の
減

少
に
伴
い
、
全
校
生
徒
が
役
者
・
太
夫
・

黒
衣
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
歌

舞
伎
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　

地
域
に
感
謝
し
、
誇
り
を
持
つ

　

大
鹿
歌
舞
伎
を
伝
承
し
て
い
る
保
存

会
・
愛
好
会
の
方
々
と
関
わ
り
な
が
ら
歌

舞
伎
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
は
、

公
演
を
立
派
に
や
り
と
げ
る
こ
と
と
同
時

に
保
存
会
・
愛
好
会
の
方
々
の
「
歌
舞
伎

を
伝
承
し
続
け
た
い
」と
い
う
熱
い
想
い
・

願
い
に
応
え
た
い
と
真
剣
に
練
習
に
打
ち

込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
公
演

を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
毎
回
、「
歌
舞
伎

公
演
を
成
功
で
き
、
保
存
会
の
方
々
に
感

謝
し
た
い
」「
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
な
形
で

も
い
い
の
で
、
大
鹿
歌
舞
伎
に
関
わ
り
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

歌
舞
伎
学
習
や
公
演
を
通
し
て
生
徒

は
、
全
校
で
協
力
し
て
一
つ
の
も
の
を
創

り
上
げ
る
達
成
感
・
満
足
感
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
、
自

分
が
住
む
大
鹿
村
へ
の
誇
り
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
大
鹿
村
を
愛
す
る

心
を
養
い
、
我
が
国
の
伝
統
文
化
に
深
い

関
心
を
抱
き
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
と
共

に
伝
承
し
て
い
こ
う
と
す
る
心
情
を
育
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
後
継
者
を
育
成
し

て
い
る
姿
は
、
村
外
の
方
々
か
ら
も
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
、
人
気
漫
画
『
國
崎
出

雲
の
事
情
』（
ひ
ら
か
わ 

あ
や
作
）
に
も

大
鹿
中
の
歌
舞
伎
公
演
の
様
子
が
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
鹿
中
学
校
校
歌
の
一
節
、「
遠
き
文
化

の
花
薫
る　

栄
え
あ
る
歴
史　

受
け
つ
ぎ

て　

村
の
未
来
を
担
い
つ
つ　

心
一
つ
に

励
ま
ん
わ
れ
ら
」
の
よ
う
に
、
生
徒
に
は
、

中
学
校
を
卒
業
し
て
も
大
鹿
村
の
素
晴
ら

し
い
伝
統
文
化
の
担
い
手
・
伝
承
者
と
し

て
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

大
鹿
村
立
大
鹿
中
学
校

歌舞伎愛好会の方々から迫真の演技指導を
受ける中学生

歌舞伎公演で所作を決める中学生。場内から
盛大な拍手喝采を浴びた
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奥
三
河
に
根
を
張
り
、活
性
化
に
貢
献

―
交
流
会
や
情
報
発
信
、多
彩
な
活
動
―

 

愛
知
県
東
栄
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ほ
へ

団
体
表
彰

　　
「
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
」を
合
い
言
葉
に

　

愛
知
県
小
牧
市
で
結
成
し
た
プ
ロ
和
太

鼓
集
団
「
志
多
ら
」
は
、
北
設
楽
郡
東
栄

町
の
廃
校（
旧
東
薗
目
小
学
校
）に
縁
あ
っ

て
移
り
住
み
、
奥
三
河
の
自
然
の
中
で
創

作
活
動
を
行
い
、
日
本
を
代
表
す
る
団
体

と
な
っ
た
。

　

地
域
に
根
を
張
る
こ
と
で
生
き
た
文
化

の
礎
に
触
れ
、
生
活
に
密
着
し
た
芸
能
の

担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
中
で
、
過
疎
化

な
ど
、
こ
の
地
域
の
抱
え
る
様
々
な
問
題

を
痛
感
し
、
そ
の
活
動
で
地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ほ
へ
を
設

立
。
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
が
元
気
で

な
い
と
、
そ
し
て
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し

て
い
け
る
地
域
で
な
い
と
新
し
い
文
化
創

造
は
で
き
な
い
と
思
い
、
地
域
の
方
と
共

に
「
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
!!
」
を
合
い
言

葉
に
活
動
を
広
げ
て
い
る
。　

　

交
流
事
業
、
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
塾
…

　

多
彩
な
活
動
を
展
開

　

以
下
、
て
ほ
へ

の
活
動
状
況
を
紹

介
し
た
い
。

　
【
の
き
山
学
校
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
‖

木
造
校
舎
を
利
活

用
し
た
交
流
体
験

の
夢
創
造
空
間

　

毎
年
、
て
ほ
へ

交
流
会
「
の
き
山
市
」
を
旧
東
部
小
学
校

（
２
０
１
０
年
３
月
に
廃
校
）
で
開
催
し

て
い
る
。
か
つ
て
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
住
民
を
招
い
て
１
年
に
一
度
、

感
謝
祭
「
の
き
山
市
」
を
企
画
・
実
施
し

て
い
た
。閉
校
し
た
今
、「
て
ほ
へ
交
流
会
」

と
し
て
「
の
き
山
市
」
を
町
の
協
力
を
得

て
復
活
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
企
画
す
る

体
験
や「
絵
本
作
り
」「
自
然
体
験
」「
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
体
験
」「
和
太
鼓
体
験
」

「
花
祭
り
や
東
栄
さ
ん
さ
等
の
芸
能
文
化

体
験
」
な
ど
様
々
な
交
流
体
験
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
愛
知
県
か
ら

の
委
託
を
受
け
、｢

奥
三
河
の
き
山
学
校｣

と
し
て
月
１
回
以
上
の
交
流
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。（
年
16
回
）

　
【
蒼
の
森
〜
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
塾
〜
】

‖
古
民
家
や
里
山
の
畑（
自
然
農
）、
山

林
（
間
伐
材
）
等
を
活
用

　

 

「
蒼
の
森
〜
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
塾
〜
」

は
、
志
多
ら
・
て
ほ
へ
の
拠
点
、
東
栄
町

東
薗
目
に
お
い
て
「
昔
な
が
ら
の
自
然
な

暮
ら
し
を
創
造
し
よ
う
！
」
と
ス
タ
ー
ト

し
た
。
先
人
の
知
恵
を
現
代
に
再
生
す
る

場
と
し
て
い
る
。

　

◇
〜
自
然
な
暮
ら
し
の
創
造
〜

　
「
効
率
」
や
「
便
利
さ
」
を
一
番
と
し

た
物
質
的
な
暮
ら
し
で
は
な
く
、
そ
こ
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
集
落
を
地

域
住
民
と
と
も
に
創
造
し
て
い
る
。

　

◇
「
地
域
暮
ら
し
の
お
助
け
隊
」
事
業

　
「
地
域
暮
ら
し
の
お
助
け
隊
」
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
草
刈
り
、
畑
の

手
伝
い
、
部
屋
の
片
付
け
、
ペ
ン
キ
塗
り

な
ど
、
言
わ
ば
地
域
の
暮
ら
し
お
助
け
隊

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　　
【
奥
三
河
の
き
山
放
送
局
】
‖
情
報
発

信
事
業

　

奥
三
河
地
域
で
行
わ
れ
る
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
や
豊
か
な
自
然
、
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
番
組
で
あ
り
、
こ
の
地
で
暮
ら
す

人
々
の
新
鮮
な
生
の
声
を
伝
え
て
い
る
。　

毎
月
１
本
の
番
組
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

２
社
で
放
映
し
て
い
る
。

　　

今
後
の
取
り
組
み

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ほ
へ
が
企
画
・
実
施
す

る
各
種
活
動
や
奥
三
河
で
活
躍
す
る
人
た

ち
の
活
動
を
地
域
の
方
々
へ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
都
市
部
の
方
々
に
広
く
情
報
発

信
す
る
。

　

志
多
ら
の
活
動
と
連
携
し
な
が
ら
奥
三

河
地
域
を
知
っ
て
も
ら
い
、
交
流
に
つ
な

が
る
よ
う
な
仕
組
み
を
確
立
す
る
。

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
元
住
民
と
都

市
住
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て

行
い
、
地
域
内
外
へ
の
魅
力
発
信
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
を
支
え
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

町
や
奥
三
河
四
市
町
村
、
さ
ら
に
は
三

遠
南
信
で
の
連
携
を
強
め
て
い
く
た
め

に
、
行
政
・
民
間
と
の
協
働
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
。

プロ和太鼓集団「志多ら」

間伐作業をする「てほへ」の関係者ら

副
理
事
長
・
志
多
ら
総
合
統
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
●

大
脇　

聡
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農
村
料
理
で
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン

―
地
元
食
材
を
利
用
、
地
域
も
活
性
化
―

 

三
重
県
多
気
町

団
体
表
彰活

動
拠
点
「
ま
め
や
」

　

有
限
会
社
せ
い
わ
の
里
の
活
動
拠
点

「
ま
め
や
」
は
、
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
地
元
の

食
材
を
使
っ
て
、
地
元
の
家
庭
料
理
を
提

供
す
る
農
村
料
理
の
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト

ラ
ン
と
、
豆
腐
・
菓
子
・
味
噌
・
漬
物
の

農
産
物
加
工
所
を
運
営
し
て
い
る
ほ
か
、

豆
腐
作
り
な
ど
４
つ
の
体
験
と
農
村
料
理

教
室
を
開
催
す
る
体
験
工
房
、
そ
し
て
自

社
の
商
品
や
地
域
の
野
菜
等
が
並
ぶ
直
売

所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
め
や
の
商
品

は
、
学
校
給
食
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

の
地
元
以
外
に
も
東
京
や
大
阪
な
ど
14
店

舗
に
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
め
や
は
、
国
・
県
道
沿
い
で
も
な
く
、

行
き
止
ま
り
の
立
地
に
あ
る
、
周
り
を
山
に

囲
ま
れ
た
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
建
つ
お
店
で

す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
連
日
た
く
さ
ん
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
お
客
様

に
大
切
な
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
農
村
の
日
常
、
普
段
当
た
り
前
に
見

過
ご
し
て
い
る
も
の
の
価
値
、
足
元
に
眠

る
宝
物
に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

活
用
を
日
々
考
え
、
豊
か
な
農
村
を
将
来

に
繋
げ
る
た
め
に
、
20
代
か
ら
80
代
ま
で

50
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

何
も
な
い
と
こ
ろ

　

私
た
ち
の
農
村
も
他
と
同
様
に
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま

し
た
。
当
時
農
業
な
ど
の
生
産
の
現
場
は

70
〜
80
代
で
、
次
の
世
代
は
他
の
職
業
で

外
に
出
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
山
や
田
畑
、
こ
れ
ら
は
農
村
の

大
切
な
資
源
で
す
。
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ

る
お
い
し
い
米
も
旬
野
菜
・
山
菜
な
ど
も
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
お
い
し
く
調
理
し
た

り
、
保
存
・
貯
蔵
し
た
り
活
用
す
る
知
恵

や
技
、
こ
れ
ら
は
全
て
農
村
の
大
切
な
資

源
で
す
が
、
今
は
お
年
寄
り
さ
ん
で
か
ろ

う
じ
て
保
た
れ
て
い
る
現
状
で
す
。
こ
の

ま
ま
10
年
、
15
年
先
は
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
か
と
い
う
危
機
感
を
感
じ
、
ま
だ
お

年
寄
り
が
元
気
な
間
に
、
農
村
文
化
の
継

承
と
農
業
・
農
村
の
後
継
者
育
成
、
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
住
民
35
人
が
共
同
出

資
し
て
平
成
15
年
に
誕
生
し
た
の
が
「
有

限
会
社
せ
い
わ
の
里
」
で
す
。
そ
し
て
２

年
後
の
同
17
年
に
活
動
拠
点
で
あ
る
「
ま

め
や
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
地
元
で
も
「
こ
ん
な
何
も
な
い

と
こ
ろ
で
、
普
段
食
べ
て
い
る
料
理
を
誰

が
食
べ
に
来
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
連
日
た
く
さ
ん
の
人
の
姿
、

車
の
姿
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

と
、何
も
な
い
と
言
っ
て
い
た
人
達
が「
え

え
と
こ
ろ
や
っ
た
ん
や
な
」
と
、
変
わ
っ

て
き
た
の
で
す
。
食
べ
る
だ
け
で
は
も
っ

た
い
な
い
、
観
光
に
も
力
を
入
れ
よ
う
と

な
っ
て
き
た
の
で
す
。
家

庭
料
理
で
集
客
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、「
私
に
も

で
き
る
」「
私
も
や
り
た

い
」
と
地
元
の
お
母
さ
ん

達
が
自
信
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
誰
も

が
知
っ
て
い
て
、
誰
も
が
で
き
る
こ
と
で

成
果
が
出
て
く
る
と
、
広
が
り
も
深
み
も

生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
め
や
で
使
っ
て
い
る
地
元
食
材
は
、

営
農
組
合
や
農
家
さ
ん
の
ほ
か
、
お
年
寄

り
か
ら
子
供
た
ち
ま
で
幅
広
く
買
い
上
げ

ま
す
。
地
域
雇
用
な
ど
と
合
わ
せ
る
と
売

り
上
げ
の
６
割
以
上
を
地
元
に
還
元
し
て

い
ま
す
。

農
村
の
日
常
を
提
供

　

地
元
の
農
産
物
を
使
い
料
理
を
す
る
、

漬
物
や
味
噌
を
仕
込
む
、
鮎
を
捕
り
、
炭

を
焼
き
、
竹
串
を
作
り
、
子
供
た
ち
か
ら

つ
く
し
を
買
い
取
る
等
、
少
し
前
の
農
村

の
日
常
を
形
に
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
使
っ
て
い
る
の
は
、
各

家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
様
々
な
色
柄
の
食

器
、
お
ば
あ
さ
ん
が
着
物
を
解
い
て
作
っ

た
座
布
団
、
お
じ
い
さ
ん
が
木
や
竹
で
メ

ニ
ュ
ー
立
て
や
楊
枝
立
て
を
作
り
、
味
噌

汁
が
冷
め
な
い
よ
う
に
お
く
ど
さ
ん
で
は

薪
が
燃
え
て
い
ま
す
。

　
「
ま
め
や
」
の
オ
ー
プ
ン
当
初
、
お
金

が
な
か
っ
た
私
た
ち
は
、
み
ん
な
の
知
恵

と
工
夫
で
、
何
処
に
も
な
い
手
作
り
の
農

村
ら
し
い
設
え
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
ま

め
や
の
周
り
で
は
、
山
や
田
畑
の
緑
の
風

景
と
共
に
、
そ
こ
に
は
お
日
様
の
陽
射

し
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
心
地
良
い
風
な
ど

を
五
感
で
感
じ
て
い
た
だ
き
、
野
菜
と
豆

だ
け
の
農
村
料
理
を
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
く
、
私
た
ち
は
、
農
村
の
日
常
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

代
表
取
締
役
　
●

北
川
静
子

大豆畑の中に建つ「せいわの里　まめや」

地
元
で
採
れ
た
野
菜
で
作
っ
た
昔
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
農
村
料
理

有
限
会
社
　
せ
い
わ
の
里
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10
年
の
あ
ゆ
み
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

―
体
験
交
流
型
観
光
で
地
域
を
活
性
化
―

 

和
歌
山
県
白
浜
町

一
般
社
団
法
人
南
紀
州
交
流
公
社

団
体
表
彰

　

町
づ
く
り
協
議
会
の
創
立
か
ら
10
周
年

と
い
う
節
目
に「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」

と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
、
会
員
一

同
こ
の
上
な
い
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
16
年
10
月
５

日
、
当
時
の
和
歌
山
県
日
置
川
町
に
お
い

て
農
林
水
産
業
の
衰
退
と
と
も
に
人
口
減

少
、
高
齢
化
が
進
み
、
寂
し
く
な
っ
て
い

く
町
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
行
政
と
住

民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
町
づ
く
り
協
議
会

「
大
好
き
日
置
川
の
会
」
を
設
立
し
て
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

ほ
ん
ま
も
ん
体
験
と
民
泊

　

設
立
当
初
よ
り
、
目
標
と
し
て
交
流
人

口
の
拡
大
を
掲
げ
な
が
ら
も
都
会
か
ら
遠

く
、
交
通
事
情
も
悪
く
、
今
ま
で
観
光
と

い
う
言
葉
も
耳
に
し
な
か
っ
た
第
１
次
産

業
の
町
に
、本
当
に
誘
客
が
図
れ
る
の
か
、

日
置
川
地
域
に
相
応
し
い
取
り
組
み
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
な
船
出
の
中
、
和

歌
山
県
が
力
を
入
れ
て
い
た
「
ほ
ん
ま
も

ん
体
験
」
で
の
受
け
入

れ
を
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
名
も
な
い

町
で
待
っ
て
い
て
も
誰

も
来
て
く
れ
る
こ
と
は

な
く
、
地
域
の
人
達
に

な
じ
み
や
す
い
教
育
旅

行
と
い
う
分
野
に
的
を

し
ぼ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
制
作
、
営
業
活
動

と
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
を
同
時
に
始
め
ま
し
た
。
教
育
旅
行
で

は
農
家
民
泊
の
要
望
が
と
て
も
多
い
た
め

民
泊
を
整
備
し
、
よ
り
安
全
で
教
育
効
果

の
高
い
受
け
入
れ
の
た
め
研
修
を
重
ね
、

平
成
20
年
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て
７
校
の

受
け
入
れ
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て

当
初
の
不
安
は
大
き
な
充
実
感
に
変
わ

り
、
日
頃
ほ
と
ん
ど
接
す
る
機
会
が
な
い

若
者
と
の
交
流
に
目
覚
め
、
若
者
が
も
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
に
活
力
を
与
え
、
私

た
ち
に
で
き
る
取
り
組
み
は
体
験
交
流
、

こ
れ
し
か
な
い
！
と
確
信
し
ま
し
た
。

「
大
好
き
日
置
川
の
会
」
か
ら

南
紀
州
交
流
公
社
へ

　

体
験
交
流
は
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ

ど
奥
が
深
く
、
現
代
社
会
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
事
業
で
あ

る
と
感
じ
、
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、

協
議
会
の
法
人
化
を
め
ざ
し
、
平
成
23
年

４
月
１
日
、「
一
般
社
団
法
人
南
紀
州
交
流

公
社
」を
設
立
し
、日
置
川
流
域
の
中
心
部
、

白
浜
町
安
居
に
事
務
所
を
設
置
し
て
事
業

拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。　

　

そ
の
間
、
平
成
18
年
に
は
、
市
町
村
合
併

に
よ
り
白
浜
町
と
な
り
、
従
来
の
観
光
地
白

浜
と
１
次
産
業
の
日
置
川
地
域
が
連
携
し
な

が
ら
「
オ
ー
ル
白
浜
」
で
体
験
交
流
型
観
光

を
推
進
し
て
い
け
れ
ば
更
に
町
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
ご
協
力
を
得

て
初
め
て
特
急
く
ろ
し
お
車
両
の
団
体
列

車
が
無
人
駅
で
あ
る
紀
伊
日
置
駅
か
ら
先

生
、
生
徒
合
わ
せ
て
２
７
０
人
を
乗
せ
て

発
車
す
る
と
い
う
10
周
年
記
念
に
相
応
し

い
事
業
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
紀
伊
日
置

駅
に
開
設
さ
れ
た
町
の
案
内
所
の
運
営
を

白
浜
町
か
ら
委
託
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
運
営
を
通
じ
て
駅
周
辺
に
活

気
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
訪
問
客
の
安
全

安
心
を
第
一
と
し
た
受
け
入
れ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

更
に
、
今
年
は
近
畿
自
動
車
道
の
日
置

川
イ
ン
タ
ー
が
開
通
す
る
予
定
で
、
交
通

ア
ク
セ
ス
は
大
変
良
く
な
り
、
車
と
鉄
道

の
両
方
で
よ
り
多
く
の
誘
客
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

体
験
交
流
通
じ
、
教
育
に
貢
献

　

世
の
中
が
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

て
い
く
な
か
農
山
漁
村
で
の
体
験
、
田
舎

暮
ら
し
の
経
験
を
通
じ
て
若
者
た
ち
が
人

間
と
し
て
の
基
本
、
日
本
人
の
原
点
を
見

失
わ
な
い
よ
う
教
育
す
る
こ
と
は
日
本
の

未
来
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
自
身
も
民
泊
や

ほ
ん
ま
も
ん
体
験
と
い
っ
た
体
験
交
流
を

通
じ
て
学
校
で
は
で
き
な
い
教
育
に
貢
献

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
に
誇
り
が
持
て

る
よ
う
に
な
り
、
教
育
旅
行
を
受
け
入
れ

る
地
域
と
し
て
の
使
命
感
が
醸
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
次
の
10
年
を
見
据
え
て
こ
の

地
域
の
山
川
海
、
田
や
畑
な
ど
の
美
し
い

自
然
と
そ
れ
に
根
ざ
し
た
産
業
、
人
々
の

絆
を
活
か
し
て
未
来
へ
と
つ
づ
く
町
づ
く

り
、
地
方
創
生
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
受
賞
を
励
み
に
思
い
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

民泊で夕食作りをする子どもの様子

受け入れ家族とともに夕食

理
事
長
　
●

奥
山
沢
美
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「
カ
ッ
コ
い
い
」大
人
た
ち
の
仲
間
を
つ
く
る

―
「
島
ま
る
ご
と
人
間
力
大
学
」を
通
じ
て
―

 

島
根
県
海
士
町

団
体
表
彰「

カ
ッ
コ
い
い
」
大
人
の
い
る
島

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
。
島
根
県
の

沖
合
に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
に
あ
る
海
士
町

は
、
日
本
の
課
題
を
先
取
り
し
た
課
題
先

進
地
で
す
。
こ
の
島
は
、
何
も
し
な
け
れ

ば
待
っ
て
い
る
困
難
な
未
来
を
、
努
力
に

よ
っ
て
明
る
い
未
来
へ
と
変
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

海
士
町
に
は
「
カ
ッ
コ
い
い
」
大
人
た

ち
が
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
手
で
未
来
を

変
え
よ
う
と
し
、
実
際
に
変
え
て
き
ま
し

た
。
財
政
改
革
の
断
行
や
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
島
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
そ
し
て
人

間
力
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
。
彼
ら
は
、
人

と
自
然
と
次
世
代
に
対
し
て
、
思
い
や
り

と
責
任
を
も
っ

て
行
動
し
て
い

ま
す
。

　

い
ま
や
、
人

口
２
４
０
０
人

の
島
に
、
よ
そ

も
の
が
４
３
０

人
以
上
、
地
元

出
身
の
Ｕ
タ
ー

ン
者
が
２
０
０

人
以
上
住
ん
で

い
ま
す
。
し
か

も
そ
の
大
半
は
、
20
代
〜
40
代
の
島
に
少

な
か
っ
た
若
者
層
で
す
。

島
ま
る
ご
と
が
学
び
の
場

　

巡
の
環
は
、
こ
の
海
士
町
を
舞
台
に
、

島
が
持
続
可
能
な
社
会
の
モ
デ
ル
と
な
る

た
め
の
地
域
づ
く
り
事
業
、
島
を
学
び
の

場
と
す
る
教
育
事
業
、
島
を
伝
え
る
メ

デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
教
育
事
業
で
目
指
す
こ
と

は
、
海
士
町
に
「
島
ま
る
ご
と
人
間
力
大

学
」
を
作
り
、「
カ
ッ
コ
い
い
」
大
人
を

海
士
町
か
ら
日
本
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
と

増
や
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
現
在
は
、「
島

ま
る
ご
と
人
間
力
大
学
」
の
一
つ
の
コ
ー

ス
と
し
て
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

養
成
す
る
「
め
ぐ
り
カ
レ
ッ
ジ
」
や
、
人

間
力
を
高
め
る
企
業
研
修「
海
士
五
感
塾
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
め
ぐ
り
カ
レ
ッ
ジ
」
で
は
、
地
域
の

様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
、「
い
な
か
セ
ン

ス
＝
そ
の
地
域
の
歴
史
を
理
解
し
、
想
い

を
ち
ゃ
ん
と
聴
け
る
力
」
と
「
と
か
い
セ

ン
ス
＝
そ
の
想
い
を
商
品
と
し
て
、
ち
ゃ

ん
と
お
客
様
に
届
け
ら
れ
る
力
」
の
二
つ

を
併
せ
持
つ
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
を
養
成

し
て
い
ま
す
。「
海
士
五
感
塾
」
で
は
、
知

識
の
詰
め
込
み
で
は
な
く
、「
気
づ
く
力
」

「
感
じ
る
力
」
を
高
め
る
た
め
に
、
地
域
に

伝
わ
る
伝
統
文
化
や
そ
の
地
域
の
た
め
に

働
く
志
の
高
い
人
に
ふ
れ
る
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
五
感
を
高
め
、
気
づ
く
力
や

感
じ
る
力
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
び
上
手
に
な
り
、
仕
事
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
研
修
の
講
師
た
ち
は
、
海
士

町
の
「
カ
ッ
コ
い
い
」
大
人
で
あ
る
、
農

家
や
漁
師
、
役
場
の
方
な
ど
地
元
住
民
の

方
々
で
す
。
地
元
住
民
の
方
々
に
も
、
研

修
の
講
師
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
元
の
魅
力
の
再
発
見
や
、
自
分
た
ち
の

生
き
様
に
誇
り
を
も
つ
機
会
と
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
延
べ
１
０
０
人
以
上
の

島
民
の
方
々
の
協
力
で
、
こ
れ
ら
の
教
育

事
業
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

島
ま
る
ご
と
が
学
び
の
場
で
す
。

持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
て

行
動
で
き
る
人
づ
く
り

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
世
界
一
の
都
市
型
モ

デ
ル
の
島
で
あ
る
な
ら
、
海
士
町
は
田
舎

ら
し
い
生
き
方
、
働
き
方
が
で
き
る
世
界

一
の
ド
田
舎
モ
デ
ル
の
島
と
し
て
未
来
に

攻
め
て
い
こ
う
、
と
し
て
い
ま
す
。「
島

ま
る
ご
と
人
間
力
大
学
」
は
そ
の
波
及
装

置
で
す
。
今
後
は
、
海
外
教
育
機
関
と
の

連
携
や
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
も
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
て
行
動
が
で

き
る
「
カ
ッ
コ
い
い
」
大
人
に
自
分
た
ち

が
な
り
、
そ
の
仲
間
を
世
界
中
に
増
や
す

こ
と
。
こ
れ
を
、
私
た
ち
は
海
士
町
と
い

う
小
さ
な
島
か
ら
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

阿
部
裕
志

代
表
取
締
役
　
●

海士五感塾。定置網漁船で研修する様子

山内海士町長（前列中央右側）と海士五感塾に
参加したサントリー労組の方々

株
式
会
社
　
巡
の
環
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空
き
家
を
再
生
し
、魅
力
的
な
空
間
を
創
出

―
定
着
す
る「
尾
道
ス
タ
イ
ル
」の
ま
ち
づ
く
り
―

　

代
表
理
事
　
●

豊
田
雅
子

 

広
島
県
尾
道
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
道
空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

団
体
表
彰日

本
の
原
風
景
的
な
町
並
み

あ
ふ
れ
る
空
き
家
に
危
機
感

　

瀬
戸
内
海
の
中
心
に
位
置
す
る
広
島
県

尾
道
市
は
古
く
か
ら
港
町
と
し
て
栄
え
、

山
と
海
に
囲
ま
れ
古
い
お
寺
が
点
在
す
る

坂
と
路
地
の
織
り
な
す
歴
史
的
な
町
並
み

は
、
今
日
ま
で
数
多
く
の
映
画
や
文
学
作

品
の
舞
台
と
な
り
、
尾
道
を
代
表
す
る
独

特
の
風
景
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
日
本
の
原
風
景
的

町
並
み
も
車
中
心
の
社
会
の
流
れ
と
と
も

に
変
化
し
、
古
い
港
町
と
し
て
の
面
影
は

薄
れ
、
車
の
入
ら
な
い
斜
面
地
や
路
地
裏

に
は
駅
か
ら
２
キ
ロ
の
徒
歩
圏
内
だ
と
い

う
の
に
、
５
０
０
軒
以
上
の
空
き
家
で
あ

ふ
れ
て
い
る
と
い
う
危
機
的
状
況
で
し

た
。

　

尾
道
に
生
ま
れ
育
ち
、
坂
と
路
地
に
囲

ま
れ
て
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
尾
道
ら
し

い
風
景
が
失
わ
れ
て
い
く
姿
を
た
だ
た
だ

見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
ず
、
２
０
０
７

年
春
に
築
80
年
の
一
軒
の
空
き
家
を
自
ら

購
入
し
、
再
生
を
開
始
、
多
く
の
賛
同
者

と
と
も
に
市
民
団
体
「
尾
道
空
き
家
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

（
２
０
０
８
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
）

ア
イ
デ
ア
と
マ
ン
パ
ワ
ー

空
き
家
を
次
々
と
再
生

　

最
初
は
空
き
家
の
再
生
に
繋
が
る
こ
と

な
ら
何
で
も
や
り
ま
し
た
。
再
生
途
中
の

「
通
称
ガ
ウ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
」
を
定
期
的
に

公
開
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
空

き
家
談
議
な
ど
お
金
の
か
か
ら
な
い
小
さ

な
イ
ベ
ン
ト
を
ひ
た
す
ら
繰
り
返
し
、
尾

道
の
空
き
家
の
現
状
と
坂
の
町
の
抱
え
る

問
題
を
共
有
。
そ
れ
か
ら
尾
道
の
景
観
や

町
並
み
の
魅
力
、
再
生
物
件
な
ど
を
紹
介

し
て
ま
わ
る
町
歩
き
の
イ
ベ
ン
ト
「
尾
道

建
築
塾
・
た
て
も
の
探
訪
編
」
や
職
人

さ
ん
講
師
に
よ
る
実
技
体
験
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
空
き
家
の
再
生
の
一
部
を
体

験
す
る
「
尾
道
建
築
塾
・
再
生
現
場
編
」、

全
国
か
ら
学
生
さ
ん
を
集
め
て
「
尾
道
空

き
家
再
生
！
夏
合
宿
」
な
ど
を
開
催
し
、

市
内
外
か
ら
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

子
連
れ
マ
マ
の
井
戸
端
サ
ロ
ン
「
北
村

洋
品
店
」、
も
の
づ
く
り
と
ア
ー
ト
の
拠

点
「
三
軒
家
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」、
坂
暮

ら
し
を
体
験
で
き
る
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス

「
坂
の
家
」、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス「
う
ろ
ろ
じ
」、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
あ
な
ご
の
ね
ど
こ
」
な

ど
、
我
々
の
再
生
事
例
だ
け
で
も
今
で
は

13
軒
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
か
ら
は
尾
道
市
と
協
働
で

「
尾
道
市
空
き
家
バ
ン
ク
」
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
せ
、
民
間
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽

さ
を
活
か
し
て
利
用
し
や
す
い
窓
口
へ
と

進
化
さ
せ
た
結
果
、
５
年
で
80
軒
近
い
空

き
家
が
新
た
な
担
い
手
に
渡
っ
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
成
約
後
も
セ
ル
フ
ビ
ル
ド

に
よ
る
改
修
の
補
助
や
残
存
荷
物
の
片
付

け
の
手
伝
い
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
整

備
し
、
車
の
入
ら
な
い
条
件
不
利
地
で
も

安
心
し
て
移
住
、
定
住
し
て
も
ら
え
る
よ

う
支
援
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
見
詰
め
、本
当
の
豊
か
さ
を

　

地
道
な
活
動
を
続
け
、
今
で
は
こ
の
よ

う
な
景
観
や
空
き
家
と
い
う
資
源
を
活
か

し
た
「
尾
道
ス
タ
イ
ル
」
の
ま
ち
づ
く
り

が
ず
い
ぶ
ん
定
着
し
、
魅
力
的
な
再
生
空

間
が
町
中
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
移
住
者

も
増
え
、
若
者
も
増
え
、
小
さ
な
命
も
た

く
さ
ん
芽
生
え
始
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
都
会
の
ま
ね
を
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
見
詰
め
直

し
、
若
者
の
新
し
い
価
値
観
を
も
っ
て
力

強
く
生
き
抜
い
て
い
く
町
が
一
つ
で
も
二

つ
で
も
地
方
に
増
え
る
こ
と
で
、
日
本
社

会
は
本
当
の
豊
か
さ
を
取
り
戻
す
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

町歩きイベント「尾道建築塾・たてもの探訪
編」の様子

空き家を再生したゲストハウス「あなごのね
どこ」
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炭
焼
き
通
じ
、山
村
文
化
を
継
承

―
地
域
の
魅
力
伝
え
、交
流
深
め
る
―

 

徳
島
県
那
賀
町

お
ら
ら
の
炭
小
屋
「
奥
木
頭
炭
焼
き
保
存
伝
承
会
」

団
体
表
彰高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
か
ら
出
発

　

徳
島
県
の
南
部
に
位
置
す
る
那
賀
町
の

最
奥
部
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
木
頭
北
川
地

区
に
、
お
ら
ら
の
炭
小
屋
（「
お
ら
ら
」

は
「
自
分
た
ち
」
の
意
）
が
あ
り
ま
す
。

木
炭
は
、
山
深
い
当
地
域
に
お
い
て
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
自
家
消
費
用
に
、
ま
た
換
金
手
段
の

一
つ
と
し
て
多
く
の
家
庭
で
つ
く
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期

以
降
は
燃
料
事
情
や
生
活
形
態
の
変
遷
に

よ
り
、
山
里
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
炭

焼
き
も
そ
の
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

お
ら
ら
の
炭
小
屋
が
活
動
を
始
め
、
一

時
途
絶
え
て
い
た
炭
焼
き
が
旧
木
頭
村
で

再
び
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成

11
年
頃
の
こ
と
で
す
。
草
地
と
な
っ
て
い

た
公
園
跡
地
で
拠
点
と
な
る
小
屋
作
り
か

ら
始
め
、
続
い
て
炭
焼
き
窯
と
作
業
小
屋

な
ど
を
全
て
自
分

た
ち
の
手
で
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

活
動
を
始
め
た

背
景
で
す
が
、
当

時
、
介
護
保
険
法

の
成
立
な
ど
高
齢

者
の
福
祉
と
生
活

の
対
策
が
拡
充
さ

れ
る
な
か
で
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ

く
り
を
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
旧

木
頭
村
で
は
、
そ
の
生
き
が
い
づ
く
り
事

業
と
し
て
炭
焼
き
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
13
人
の
な
か
に
は
、
生
業
と
し
て

自
分
で
炭
を
焼
い
て
生
活
し
て
い
た
者
、

ま
た
親
兄
弟
が
炭
焼
き
す
る
の
を
見
て

育
っ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
も
多
く
、
皆
一
様

に
炭
焼
き
を
懐
か
し
み
、
昔
か
ら
の
技
術

を
伝
承
し
て
い
け
れ
ば
、
と
平
成
12
年
に

「
お
ら
ら
の
炭
小
屋
（
奥
木
頭
（
お
く
き

と
う
）
炭
焼
き
保
存
伝
承
会
）」
を
設
立

し
ま
し
た
。

地
域
の
集
い
の
場
へ

海
外
か
ら
も
視
察

　

現
在
の
取
り
組
み
の
ベ
ー
ス
は
月
１

回
、
第
２
土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
炭
焼
き

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
炭
小
屋
メ
ン

バ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
地
域
外
か
ら
で
も
参
加
希
望
が
あ
れ

ば
広
く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
国
内
は
も

と
よ
り
、
海
外
か
ら
も
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
の
見
学
や
技
術
視
察
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
か
ら
は
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま

す
。私
は
大
学
在
学
中
に
、こ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
利
用
し
て
１
カ
月
間
、
お
ら

ら
の
炭
小
屋
を
は
じ
め
と
し
た
木
頭
北
川

地
区
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
現
在
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
私
に
限
ら
ず
、
炭
小

屋
の
会
員
に
は
木
頭
北
川
地
区
に
Ｉ
タ
ー

ン
し
た
者
が
数
名
お
り
ま
す
。
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
事
業
と
し
て
始
ま
っ

た
、
お
ら
ら
の
炭
小
屋
で
す
が
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し

て
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
大
切
な
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
挑
戦

　

平
成
26
年
よ
り
新
た
な
炭
焼
き
窯
の
構

築
も
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
使
用

し
て
い
る
窯
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
状
況
に
加
え
、
昔
な
が
ら
の
知
恵
を

持
つ
指
導
者
が
健
在
な
う
ち
に
若
い
世
代

に
炭
焼
き
文
化
を
継
承
さ
せ
る
と
い
う
意

図
が
あ
り
ま
す
。
新
た
な
窯
に
は
伝
統
的

な
技
術
や
知
識
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
炭
焼
き
か
ら
得
ら
れ
た
改
良
案
も
数
多

く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
と
革
新
と

い
う
二
つ
の
技
が
集
約
さ
れ
た
新
た
な
窯

の
構
築
作
業
か
ら
技
術
的
な
面
は
も
ち
ろ

ん
、
生
業
と
し
て
息
づ
い
て
き
た
山
村
の

知
恵
や
精
神
ま
で
含
め
て
吸
収
し
、
ま
た

多
く
の
方
々
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
、
と
思

い
ま
す
。

　

当
地
に
お
い
て
木
炭
の
原
料
と
な
る
雑

木
は
潤
沢
と
は
言
え
ず
、
炭
材
の
確
保
が

困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
炭
小
屋

会
員
の
高
齢
化
も
顕
著
で
す
。
貴
重
な
天

然
資
源
を
枯
渇
さ
せ
ず
、
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
が
、
今

と
な
っ
て
は
貴
重
な
、
山
村
の
文
化
を
学

べ
る
場
と
し
て
今
後
も
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

那
賀
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
●

細
貝
　
旬

炭出し作業の様子

新たな炭焼き窯の構築作業
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東
京
都
足
立
区

東
京
都
足
立
区

地
方
自
治
体
表
彰

残
菜
率
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
「
子
ど
も
が
給
食
を
食
べ
な
い
。
前
の

学
校
と
違
っ
て
ま
ず
い
っ
て
言
う
の
で

す
」。
足
立
の「
お
い
し
い
給
食
」事
業
は
、

一
人
の
お
母
さ
ん
の
こ
の
一
言
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

区
長
就
任
前
は
、「
給
食
１
食
の
単
価

は
ど
こ
の
学
校
で
も
同
じ
。
区
内
で
お
い

し
い
と
か
、
ま
ず
い
と
か
の
違
い
が
あ
る

は
ず
が
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
大
間
違
い
で
し
た
。
事
業
を
開
始

し
た
平
成
20
年
度
当
初
（
４
月
〜
７
月
）、

足
立
区
の
給
食
に
お
け
る
平
均
残
菜
率

は
、
小
学
校
９
％
、
中
学
校
14
％
で
し
た
。

し
か
し
学
校
別
に
比
較
し
て
み
る
と
、
少

な
い
学
校
と
多
い
学
校
の
差
は
小
学
校

15
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
中
学
校
15
・
８
ポ
イ

ン
ト
と
、
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
い
っ
た
い
こ
の
差
は
ど
こ
か

ら
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
？
「
お
い
し
い
給

食
推
進
事
業
」
の
一
番
の
課
題
は
、
こ
の

原
因
の
分
析
に
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
取
り
組
ん
だ
の
は
実
態
の

把
握
で
す
。
残
菜
率
の
測
り

方
を
統
一
す
る
と
と
も
に
、

主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
・

牛
乳
・
果
物
ご
と
に
報
告
を

求
め
ま
し
た
。
そ
の
上
で
残

菜
量
の
多
い
学
校
と
少
な
い

学
校
と
の
取
り
組
み
を
比
較

し
、
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

す
る
と
、
学
校
に
一
人
ず

つ
配
置
し
て
い
る
栄
養
士
の

実
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
校
長
先
生
以

下
学
校
全
体
で
子
ど
も
た
ち
に
給
食
を
食

べ
さ
せ
よ
う
と
い
か
に
努
力
し
て
い
る

か
、
そ
の
体
制
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

が
、
子
ど
も
の
食
べ
る
意
欲
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
単
に
お
い
し
い
、
ま
ず
い
と
い
う
味

付
け
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
給
食
時
間

の
雰
囲
気
づ
く
り
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

へ
の
声
掛
け
な
ど
、
丁
寧
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
い
る
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
の
残

菜
が
少
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
、「
お
い
し
い
給
食
と
は
い
っ
た

い
ど
ん
な
給
食
か
？
」
に
つ
い
て
も
議
論

を
重
ね
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
自
然
の

恵
み
や
生
産
者
、
調
理
員
等
給
食
に
関
わ

る
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
み
、
心

を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
給
食
」

と
し
、
日
々
の
食
育
の
中
で
自
然
と
身
に

付
く
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
給
食
に
ゴ
ー
ル
は
な
い

　

今
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
一
番
の
成
果
は
、
栄
養

士
の
意
識
改
革
に
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
取
り
組
み
当
初
は
、
残
菜
率
の
測
定

に
も
協
力
的
と
は
言
え
な
か
っ
た
栄
養
士

で
す
が
、
現
在
で
は
、
区
の
「
お
い
し
い

給
食
推
進
委
員
会
」（
学
識
経
験
者
な
ど

で
構
成
）
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ベ
テ
ラ
ン

栄
養
士
が
、
残
菜
の
多
い
学
校
に
つ
い
て

「
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
す
」
と
発

言
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に

は
、
あ
ま
り
光
が
当
た
ら
な
か
っ
た
「
給

食
」に
対
し
て
、内
外
か
ら
注
目
度
が
ア
ッ

プ
し
た
こ
と
、
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ミ
レ
ス

の
濃
い
味
付
け
に
な
れ
た
子
ど
も
た
ち
の

口
か
ら
、「
今
日
の
ス
ー
プ
の
出
汁（
だ
し
）

は
抜
群
だ
っ
た
」
な
ど
の
言
葉
が
出
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
励
み
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

今
や
、
大
半
の
家
庭
が
共
働
き
を
選
択

す
る
時
代
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
保
護
者

の
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
子
ど
も
の
食
と

丁
寧
に
向
き
合
え
な
い
家
庭
が
増
え
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
実
際
、「
野
菜
を
食

べ
る
の
は
給
食
だ
け
」
と
い
う
子
ど
も
の

声
も
あ
る
よ
う
に
、
給
食
は
、
単
に
３
食

の
う
ち
の
１
食
以
上
の
重
み
が
あ
り
ま

す
。
逆
に
こ
こ
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、

一
生
分
の
食
に
対
す
る
知
識
を
獲
得
し
、

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
の
原
点
と
も
い

え
る
「
健
康
な
体
」
づ
く
り
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
給
食
を
テ
ー
マ
に
家
庭

で
の
会
話
も
弾
み
、
保
護
者
の
健
康
づ
く

り
に
も
一
役
買
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
実
際
、
当
区
で
は
そ
の
よ
う
な
プ
ラ

ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
起
こ
り
始
め
て
い
ま

す
。

　

お
い
し
い
給
食
事
業
に
は
こ
れ
で
終
わ

り
と
い
う
ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
格

着
手
し
た
ば
か
り
の
「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
」
の
一
環
と
し
て
も
、
さ
ら
に
内
容
を

深
め
て
、
文
字
通
り
日
本
一
の
給
食
を
子

ど
も
た
ち
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
進
め
て

い
き
ま
す
。

お
い
し
い
給
食
で「
健
康
な
体
」づ
く
り

―
栄
養
士
の
意
識
改
革
も
実
現
―

　

区
長
　
●

近
藤
や
よ
い

笑
顔
で
昼
食
を
食
べ
る
小
学
生
。

足
立
区
で
は
日
本
一
お
い
し
い
給

食
を
目
指
し
て
い
る

小・中学校の平均残菜率の推移
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「
自
治
協
議
会
」を
核
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

―
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
創
る
―

市
長
　
●

多
次
勝
昭

 

兵
庫
県
朝
来
市

兵
庫
県
朝
来
市

地
方
自
治
体
表
彰

　

平
成
17
年
４
月
１
日
、
旧
朝
来
郡
４
町

（
生
野
町
、
和
田
山
町
、
山
東
町
、
朝
来

町
）
が
合
併
し
誕
生
し
た
朝
来
市
は
、
兵

庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
交
通
の

要
衝
と
し
て
古
く
か
ら
発
展
し
て
き
た
。

ま
た
、
雲
海
に
包
ま
れ
た
国
史
跡
竹
田
城

跡
は
「
天
空
の
城
」
と
称
さ
れ
、
こ
の
幻

想
的
な
風
景
を
一
目
見
よ
う
と
全
国
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　　

住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
が
深
刻
化
し
、

集
落
の
後
継
者
不
足
な
ど
地
域
自
治
活
動

の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
、

市
民
が
必
要
と
す
る
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス

は
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
に
、
ま
た
、
市
民
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、

朝
来
市
で
は「
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤

と
な
る
の
が
、
概
ね
小
学
校
区
を
エ
リ
ア

と
し
、地
域
内
の
自
治
会
や
様
々
な
団
体
、

個
人
が
参
画
し
て
構
成
す
る
地
域
自
治
組

織
「
地
域
自
治
協
議
会
」。
こ
の
地
域
自

治
協
議
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
創
っ
て
い
く
と
い
う
自
治
の
精

神
で
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
地
域
特
性

に
応
じ
た
公
共
的
な
活
動
を
展
開
し
て
お

り
、
多
く
の
地
域
住
民
が
生
き
生
き
と
活

動
し
、
地
域
社
会
を
支
え
て
い
る
。

　

地
域
づ
く
り
を
担
う「
自
治
協
議
会
」

　

多
様
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

合
併
し
広
域
化
し
た
朝
来
市
に
お
い

て
、
地
域
の
実
情
や
優
先
課
題
も
地
域
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
市
内
一
律
的
に

も
の
ご
と
を
考
え
て
い
く
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
、

つ
ま
り
、
市
民
に
よ
る
地
域
自
治
を
実
現

し
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

を
担
っ
て
い
る
の
が「
地
域
自
治
協
議
会
」

で
も
あ
る
。
地
域
自
治
協
議
会
で
は
、
会

費
な
ど
の
自
主
財
源
や
地
域
自
治
包
括
交

付
金
（
平
成
20
年
度
創
設
）
を
財
源
に
、

地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
う
事
務

局
職
員
を
雇
用
し
な
が
ら
地
域
の
総
合
力

を
発
揮
さ
せ
、
き
め
細
や
か
な
公
共
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
支

え
合
う
活
動
で
は
、
買
い
物
支
援
や
子
育
て

支
援
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自

分
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
活

動
で
は
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
地
産
地
消

の
取
り
組
み
や
都
市
部
と
の
交
流
事
業
、
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
地
域
住
民
に
よ
り
近
い
と
こ

ろ
で
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
、
市
受
託
業
務
や
郵
便
局
の
窓
口
業

務
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　　

協
議
会
の
成
長
を
期
待

　

地
域
住
民
に
と
っ
て
地
域
自
治
協
議
会

は
、
地
域
活
動
の
場
、
集
い
の
場
、
心
の

拠
り
ど
こ
ろ
な
ど
様
々
な
機
能
を
担
っ
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
だ
れ
も
が
主
体

的
に
活
動
に
参
画
し
主
役
に
な
れ
る
場
で

も
あ
る
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
今

後
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
自
分
た

ち
の
暮
ら
し
を
支
え
合
う
仕
組
み
は
ま
す

ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
く
。
様
々
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
地
域
住
民
が
生
涯
現
役
で
活

躍
で
き
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
公
共
を
担

う
組
織
と
し
て
地
域
自
治
協
議
会
の
さ
ら

な
る
成
長
を
期
待
す
る
。

地域自治協議会による買い物支援サービスの様子

ふれあい喫茶



322015・３月号地域づくり

「
お
い
し
さ
」
と
「
笑
顔
」
を
周
囲
に

―
笹
餅
で
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
―

 

青
森
県
五
所
川
原
市

桑
田
ミ
サ
オ
氏

個
人
表
彰

　　

60
歳
か
ら
笹
餅
づ
く
り
、
75
歳
で
起
業

　

青
森
県
津
軽
地
方
の
五
所
川
原
市
金
木

地
域
は
作
家
・
太
宰
治
生
誕
の
地
で
あ
り
、

津
軽
三
味
線
発
祥
の
地
と
し
て
も
有
名
な

歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
で
す
。
こ
の

地
で
、
60
歳
で
笹
餅
（
も
ち
）
を
作
り
始

め
、
75
歳
で
起
業
し
、
米
寿
を
迎
え
る
今

も
、
笹
餅
を
原
料
か
ら
手
作
り
し
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

定
年
後
、
孫
が
小
学
校
に
通
っ
て
い
た

頃
で
す
が
、
地
域
の
伝
統
行
事
の
荒
馬
ま

つ
り
の
衣
装
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
、
そ
の
衣
装

を
修
復
し
小
学
校
へ
寄
贈
し
た
と
こ
ろ
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
母
が

よ
く
「
10
本
の
指
は
黄
金
の
山
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
手
先
の
器
用
さ
を
生
か

し
た
活
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な

が
り
を
強
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
喜
ぶ
顔
、
あ
り
が
と
う
の
言
葉
が
、
ま

た
励
み
に
な
り
、
自
然
と
地
域
づ
く
り
の

活
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。　

　

３
０
０
０
個
の
笹
餅
、
被
災
地
に
贈
る

　

お
礼
の
寄
せ
書
き
は
宝
物

　

そ
の
当
時
の
農
協
婦
人
部
長
か
ら
無
人

市
開
設
に
協
力
を
頼
ま
れ

た
こ
と
も
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
無

人
市
に
笹
餅
を
出
し
た
こ

と
が
笹
餅
作
り
の
始
ま
り

で
す
。
も
と
も
と
、
探
究

心
が
旺
盛
で
凝
り
性
の
私
は
、
他
の
人
が

大
変
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
に
も
楽
し
み
を

見
つ
け
、
こ
つ
こ
つ
と
集
中
し
改
良
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。
本
格
的
な
起
業
は
75
歳

で
笹
餅
作
り
の
加
工
所
を
建
て
た
こ
と
で

す
。
材
料
に
も
こ
だ
わ
り
、
地
下
水
を
く

み
上
げ
る
井
戸
も
掘
り
ま
し
た
。
も
ち
米

も
あ
ず
き
も
栽
培
し
、
製
粉
機
も
買
い
ま

し
た
。
山
菜
採
り
も
好
き
で
す
が
、
笹
も

山
へ
採
り
に
行
き
ま
す
。
今
も
元
気
に
健

康
で
、自
分
で
笹
餅
の
材
料
を
育
て
た
り
、

山
か
ら
笹
を
採
っ
て
き
た
り
し
て
笹
餅
を

作
っ
て
い
る
私
の
姿
が
、
周
囲
に
元
気
を

与
え
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら

の
そ
の
言
葉
も
ま
た
、
私
の
励
み
、
や
り

が
い
と
な
り
、
笹
餅
を
通
じ
て
笑
顔
や
ふ

れ
あ
い
、
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。

　

笹
餅
を
通
じ
て
の
つ
な
が
り
と
い
え

ば
、
１
０
０
０
個
の
笹
餅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
、
テ
レ

ビ
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
、
胸
が
張
り
裂

け
る
よ
う
な
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
私
に
も
被
災
地
に
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
、
そ
う
だ
、
笹
餅
を
被
災
地
に

届
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
思
い
つ

き
を
実
現
で
き
た
の
は
、
東
京
家
政
学
院

大
学
の
先
生
や
学
生
さ
ん
た
ち
に
、
ご
相

談
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
か
ら
で
す
。

「
千
羽
鶴
」
に
ち
な
ん
で
、
１
０
０
０
個

の
笹
餅
を
被
災
地
の
高
校
生
へ
贈
ろ
う
。

３
年
か
け
て
３
０
０
０
個
以
上
の
笹
餅
を

贈
り
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
の
お
礼
の
寄

せ
書
き
は
私
の
宝
物
で
す
。

　

津
軽
鉄
道
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
で
販
売

　

観
光
客
に
心
温
ま
る
お
も
て
な
し

　

雪
国
の
津
軽
に
は
、
昔
か
ら
津
軽
鉄
道

の
ス
ト
ー
ブ
列
車
が
あ
り
ま
す
。
79
歳
の

と
き
に
、
ス
ト
ー
ブ
列
車
で
車
内
販
売
し

な
い
か
と
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
津
軽
鉄

道
沿
線
の
女
性
が
中
心
と
な
っ
た
「
津
鉄

応
援
直
売
会
」
が
結
成
さ
れ
、
お
そ
ろ
い

の
か
す
り
の
着
物
を
着
て
、
観
光
客
に
津

軽
弁
で
話
し
か
け
車
内
販
売
を
行
う
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
私

の
笹
餅
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ト
ー
ブ
で
焼
く

餅
も
と
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。
漬
物
な
ど
昔

か
ら
の
地
域
に
あ
る
食
か
ら
、
地
域
の
伝

統
や
文
化
を
伝
え
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
来
た
い
、
ま
た
食
べ
た
い
の

言
葉
も
、
や
は
り
励
み
に
な
り
、
心
温
ま

る
お
も
て
な
し
や
交
流
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
こ
の
年
ま
で
元
気
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
は
、
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
笹
餅
を
作
り
、

地
域
の
皆
さ

ん
、
全
国
の

皆
さ
ん
に
、

笹
餅
と
笑
顔

で
、
美
味
し

さ
と
元
気
を

届
け
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

丁寧にすべて手作業で作る笹餅

大人気の笹餅

津鉄応援直売会での販売の様子

桑
田
ミ
サ
オ

　

●
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起
業
め
ざ
す
店
舗
集
め
、イ
ベ
ン
ト
開
催

―
独
立
促
し
、商
店
街
を
活
性
化
―

風
間
教
司

 

栃
木
県
鹿
沼
市

風
間
教
司
氏

個
人
表
彰仲

間
づ
く
り
か
ら
始
ま
っ
た

「
ネ
コ
ヤ
ド
大
市
」

　

私
が
「
カ
フ
ェ
饗
茶
庵
」
を
始
め
た

１
９
９
９
年
頃
は
、
地
方
都
市
で
も
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
が
進
行
し
て
い
ま
し

た
。
栃
木
県
鹿
沼
市
も
同
様
で
、
街
の
東

側
に
店
や
住
宅
が
移
っ
た
た
め
、
子
供
の

頃
、
賑
や
か
だ
っ
た
街
は
、
空
き
店
舗
や

空
き
家
が
目
立
ち
、
寂
れ
た
状
態
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
周
り
の
店
が
ど
ん
ど
ん
閉

ま
っ
て
い
く
中
、
ど
う
す
れ
ば
お
客
様
に

来
て
い
た
だ
け
る
の
か
を
考
え
た
時
、「
地

元
の
街
が
楽
し
け
れ
ば
、
他
の
街
に
行
く

必
要
が
な
く
、
逆
に
よ
そ
か
ら
も
人
が
集

ま
っ
て
く
る
。
鹿
沼
を
そ
う
い
う
街
に
し

た
い
」
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

自
分
の
店
も
、
路
地
裏
の
分
か
り
に

く
い
場
所
に
あ
る
の
で
す
が
、
迷
い
な

が
ら
行
く
店
と
し

て
、
多
く
の
方
が

口
コ
ミ
で
来
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し

た
。
交
通
の
不
便

な
場
所
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
お
店
が

個
性
を
持
っ
て
い

れ
ば
、
好
き
な
人

は
遠
く
か
ら
で
も

来
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
当
時
、
地
元
の
商
店
街

で
お
店
を
や
っ
て
い
た
の
は
、
父
親
世
代

以
上
の
方
々
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
話

を
し
て
も
、
な
か
な
か
通
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、「
仲
間
（
店
を
や
っ
て
い

る
人
）
が
い
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
集
め
れ

ば
い
い
。
で
も
、
い
き
な
り
お
店
を
持
つ

の
は
、
資
金
等
の
リ
ス
ク
も
あ
る
か
ら
、

ま
ず
、
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
て
体
験
し
て

も
ら
お
う
」
と
考
え
、
２
０
０
６
年
２
月

か
ら
毎
月
１
回
「
ネ
コ
ヤ
ド
大
市
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
、
新
規
起
業
を
目
指
す
、
様
々
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
店
が
、
15
〜
30
店
舗
参
加

し
、
多
い
時
に
は
60
店
舗
近
く
に
な
り
ま

し
た
。
出
店
を
重
ね
る
と
実
行
委
員
会
か

ら
支
援
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、出
店
を
重
ね
る
こ
と
は
、

開
業
す
る
前
か
ら
常
連
の
お
客
様
を
付
け

る
こ
と
に
も
繋
が
る
上
、
独
立
後
も
お
互

い
に
情
報
交
換
や
共
通
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

等
、
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
コ
ヤ
ド
大
市
か
ら
独
立
し
て
、
鹿
沼

市
内
に
開
店
し
た
店
は
、
５
年
間
で
15
店
舗

と
な
り
ま
し
た
。
業
種
は
、
カ
フ
ェ
、
古
着

屋
、
雑
貨
等
様
々
で
、
徒
歩
圏
内
に
各
店
舗

が
あ
る
た
め
、
街
を
歩
い
て
お
店
巡
り
を
楽

し
ん
で
く
れ
る
お
客
様
が
徐
々
に
増
え
て
い

き
、
ネ
コ
ヤ
ド
商
店
会
を
組
織
し
、
運
営
も

若
手
に
す
べ
て
任
せ
ま
し
た
。

　

 

現
代
版
「
旦
那
衆
」
の
育
成

　

店
舗
数
も
集
客
数
も
年
々
増
え
、
す
ご

く
乗
っ
て
い
る
時
期
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
ネ
コ
ヤ
ド
か
ら
独
立
し
て
開

店
し
た
の
は
、み
ん
な
新
規
起
業
で
あ
り
、

発
想
性
と
勢
い
で
運
営
し
て
い
る
部
分
が

あ
る
の
で
、
そ
の
土
地
に
根
差
し
た
事
業

と
し
て
の
あ
り
方
、
継
続
の
方
法
が
課
題

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
２
年

か
ら
老
舗
・
既
存
店
舗
の
事
業
継
承
者
と

新
規
起
業
者
で
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
（
ダ
ン
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
）」
と
い
う
組

織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

昔
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
か
っ
た

旦
那
衆
（
ダ
ン
ナ
）
の
想
像
力
、
洞
察
力

（
ビ
ジ
ョ
ン
）
で
、
街
を
動
か
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
現
代
版
旦
那
衆
の

育
成
と
旦
那
衆
に
よ
る
地
域
資
源
を
活
か

し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地

域
の
伝
統
文
化
を
活
か
し
た
街
中
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
、
街
歩
き
ツ
ア
ー
の
実
施
、 

街

中
を
担
う
人
材
の
育
成
、起
業
相
談
か
ら
、

空
き
家
、
空
き
店
舗
等
、
遊
休
不
動
産
の

活
用
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
相
談
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
も
と

に
、
先
人
達
の
築
い
た
鹿
沼
の
歴
史
、
文

化
、
伝
統
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

有
限
会
社 

風
間
総
合
サ
ー
ビ
ス
取
締
役　

●

ネコヤド商店街の様子

街歩きツアーの様子
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役
場
を
飛
び
出
し
、飽
く
な
き
挑
戦

―
「
能
登
の
再
生
」め
ざ
し
、地
域
資
源
を
創
り
磨
く
―

 

石
川
県
能
登
町

高
市
範
幸
氏

個
人
表
彰ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
里
づ
く
り

　

父
親
の
造
っ
た
鮮
や
か
な
ル
ビ
ー
色
の

ナ
ツ
ハ
ゼ
酒
。「
こ
れ
を
ワ
イ
ン
に
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
」。
柳
田
村
（
現
能
登
町
）

職
員
と
し
て
全
滅
し
た
ク
リ
栽
培
に
代
わ

る
農
作
物
を
探
し
て
い
た
私
の
目
が
父
親

の
造
っ
た
果
実
酒
の
鮮
や
か
な
色
に
釘
付

け
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
村
を
訪
れ
て
い
た
筑
波
大
学
・

前
川
孝
昭
助
教
授
（
現
名
誉
教
授
）
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
と
同
じ
コ
ケ

モ
モ
属
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
紹
介
さ
れ
ま

す
。
柳
田
村
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
産
地
化

と
商
品
開
発
に
向
け
て
動
き
だ
し
た
の
は

こ
の
時
か
ら
。
昭
和
60
年
頃
の
こ
と
で
す
。

　

柳
田
村
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
研
究
会
（
現
や

な
ぎ
だ
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
組
合
）
を
立

ち
上
げ
、
生
産
農
家
の
拡
大
を
推
し
進
め

る
一
方
で
、
収
穫
さ
れ
た
果
実
を
使
っ
た

ワ
イ
ン
造
り
を
模
索
し
ま
し
た
。
平
成
元

年
、
つ
い
に
委
託
醸
造
に
よ
っ
て
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
ワ
イ
ン
「
猿
鬼
伝
説
」
が
完
成
。

地
元
に
伝
わ
る
民
話
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
し

て
い
ま
す
。
柳
田
村
は
後
に
、
第
三
セ
ク

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
村
内
で
の
ワ
イ
ン
醸

造
に
乗
り
出
し
ま
す
。

　

全
国
初
と
な
る
「
全
国
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

祭
り
」を
開
催
し
た
の
は
平
成
５
年
で
す
。

地
元
の
ほ
か
、
全
国
か
ら
栽
培
農
家
や
学

者
、
カ
ナ
ダ
の
在
日
大
使
館
関
係
者
な
ど

約
１
０
０
０
人
が
集
ま
り
、
活
発
な
提
言

や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
の
時

の
熱
気
を
、
私
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
日
本

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
協
会
」
設
立
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

役
場
を
退
職
、
能
登
再
生
に
挑
戦

　

行
政
マ
ン
と
し
て
の
立
場
に
限
界
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、「
危
機
感
を
も
ち
、

自
分
の
手
で
地
域
お
こ
し
を
や
り
遂
げ
る

し
か
な
い
」
と
の
強
い
思
い
で
平
成
６
年

３
月
に
役
場
を
退
職
し
ま
し
た
。

　

移
築
し
た
古
い
木
造
住
宅
を
拠
点
に
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
加
え
て
「
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
」
や
「
能
登
の
食
文
化
」
な
ど
を
地

域
資
源
と
し
て
掘
り
起
し
磨
き
上
げ
、
能

登
再
生
に
向
け
た
飽
く
な
き
挑
戦
を
続
け

て
い
ま
す
。
建
物
の
名
は
「
夢
一
輪
館
」。

「
能
登
を
愛
す
る
仲
間
た
ち
の
力
で
、
長

年
の
夢
を
花
咲
か
せ
た
い
」
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
幹
線
開
業
見
据
え
、

金
沢
に
情
報
発
信
基
地

　

柳
田
村
は
、
平
成
17
年
に
隣
接
す
る
２

町
と
合
併
し
、
能
登
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
は
、
町
内
の
特
産
品
を

扱
う
企
業
や
店
舗
経
営
者
ら
に
呼
び
か

け
「
能
登
町
物
産
販
売
協
議
会
」
を
結
成

し
、
石
川
県
の
台
所
で
あ
り
、
県
外
観
光

客
で
賑
わ
う
金
沢
市
の
近
江
町
い
ち
ば
館

に
「
能
登
里
山
里
海
市
場
」
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
ま
し
た
。
海
産
物
や
特
産
品
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
な
ど
を
使
っ
た
商
品
の
販
売
に
加

え
、
能
登
の
食
材
の
豊
か
さ
を
直
接
伝
え

よ
う
と
、
旬
の
食
材
を
使
い
、
能
登
な
ら

で
は
の
惣
菜
や
小
木
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る

イ
カ
の
料
理
、
能
登
牛
の
串
焼
き
な
ど
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
に
は
町
内
の
交
通
の

要
衝
に
「
味
知
の
駅
能
登
・
能
海
山
市
場
」

を
開
設
し
、
野
菜
や
鮮
魚
、
加
工
品
な
ど

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
施
設
を
連
携
さ
せ
、
北
陸

新
幹
線
金
沢
開
業
や
能
越
自
動
車
道
開
通

で
石
川
県
を
訪
れ
る
観
光
客
を
能
登
ま
で

呼
び
込
み
、
能
登
町
だ
け
で
な
く
能
登
全

体
を
も
っ
と
元
気
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
能

登
の
里
山
里
海
。今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、

こ
の
能
登
に
し
か
な
い
奥
深
い
魅
力
を
、

こ
れ
か
ら
も
全
国
に
発
信
し
続
け
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

高
市
範
幸

㈲ 

能
登
ワ
イ
ン
夢
一
輪
館
代
表
　
●

ブルーベリーワイン「猿鬼伝説」

金沢市内にある「能登里山里海市場」には能登
ならではの商品が並ぶ



　「
生
き
る
や
り
方
が
分
か
ら
ん
ね
ん
…
」。

　
彼
は
40
歳
。
大
学
を
卒
業
し
、
父
親
の

自
営
業
を
手
伝
い
暮
ら
し
て
来
た
。

　
父
親
が
他
界
さ
れ
自
営
業
は
廃
業
。

　
そ
の
後
、
約
40
社
の
面
接
を
受
け
、
転

職
し
続
け
た
。
…
な
ん
で
、
働
け
な
い
ん

や
ろ
う
。

　
親
戚
か
ら
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ら

れ
る
日
々
。
疲
れ
た
彼
は
、
自
宅
か
ら
出

な
い
生
活
を
始
め
た
。

　
そ
ん
な
時
、
私
は
彼
と
出
会
っ
た
。

　
自
分
の
幼
い
頃
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
学
生

時
代
に
か
ら
か
わ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
社

会
と
交
わ
れ
な
い
孤
独
。

　
色
ん
な
話
を
し
て
く
れ
た
。「
で
も
、

自
分
の
事
が
分
か
ら
な
い
」
と
…
。

　
働
き
た
い
の
奥
に
あ
る
も
の

　
私
の
所
属
す
る
「
働
き
・
暮
ら
し
応
援

セ
ン
タ
ー
」
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
就
労

支
援
を
行
う
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
だ
ま
だ
世
間
体
が
大
事
に
さ
れ
る
こ

の
地
域
で
は
『
生
活
苦
し
い
ね
ん
』
と
い

う
相
談
は
カ
ッ
コ
悪
い
。
し
か
し
『
働
き

た
い
ね
ん
』
と
い
う
相
談
は
カ
ッ
コ
イ
イ

…
だ
か
ら
こ
そ
、
毎
日
色
ん
な
「
働
き
た

い
ね
ん
」
が
聞
け
る
。
そ
の
声
は
、
障
害

の
あ
る
な
し
を
問
わ
な
い
。

　
色
ん
な
人
生
の
も
の
が
た
り
を
持
つ
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
か
ら
気
づ

く
。「
働
く
こ
と
」
と
は
、
就
職
を
す
る

と
い
う
薄
い
ゴ
ー
ル
の
話
で
は
な
く
「
人

生
を
太
ら
す
」
と
い
う
大
き
な
意
味
を
持

つ
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
力
は
机
を
挟
ん
だ

面
談
だ
け
で
知
る
事
は
難
し
く
、
そ
し
て

お
も
し
ろ
く
な
い
と
。

　
ほ
ん
ま
も
ん
の
就
職
活
動

　
緑
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
こ
の
地
域

で
、
山
の
木
が
枯
れ
進
ん
で
い
く
と
い
う

深
刻
な
環
境
問
題
が
あ
る
。
山
の
再
生
整

備
が
求
め
ら
れ
る
中
、
木
の
伐
採
は
専
門

業
種
で
担
当
で
き
る
が
、
高
齢
化
が
進
む

こ
の
地
域
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

「
薪
」
に
変
え
て
い
く
作
業
を
進
め
る
に

は
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
新
た
な
地
域

課
題
が
生
じ
て
い
る
。

　「
誰
か
、薪
割
り
出
来
る
人
お
ら
ん
か
…
」。

　
そ
ん
な
依
頼
を
受
け
、
私
た
ち
は
「
人

材
は
い
ま
す
」
と
即
答
し
た
。

　
中
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
、
家
族
以
外
と

の
会
話
を
失
っ
た
24
歳
。

　
何
故
か
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
40
歳
。

　
再
犯
を
繰
り
返
す
33
歳
。

　
脳
梗
塞
発
症
後
に
職
と
家
族
を
失
っ
た

55
歳
。

　
ど
こ
か
に
不
器
用
さ
を
持
つ
人
た
ち

が
、
青
空
の
下
で
薪
を
割
り
始
め
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
る
た
め
、
大
き
さ
は
凸

凹
で
も
大
丈
夫
、
失
敗
が
な
い
。
人
と
人

の
間
に
「
仕
事
」
が
入
る
事
で
、
誰
か
を

気
に
し
て
過
ご
す
時
間
が
生
ま
れ
、
明
日

の
予
定
を
確
認
す
る
毎
日
が
や
っ
て
き

た
。〝
働
く
力
〞
で
は
な
く
〝
生
き
る
力
〞

が
大
き
く
な
り
、
今
の
自
分
に
と
っ
て

ち
ょ
う
ど
い
い
働
き
方
・
暮
ら
し
方
を
掴

ん
で
地
元
企
業
へ
就
職
し
て
い
く
。

　
課
題
を
抱
え
た
人
が
地
域
を
救
う

　
特
別
に
準
備
さ
れ
た
場
所
で
は
な
く
、

地
域
の
仕
組
み
の
中
に
あ
る
ス
テ
ー
ジ
に

色
ん
な
意
味
が
あ
る
と
彼
ら
か
ら
学
ぶ
。

　
地
域
の
「
困
り
ご
と
」
を
共
に
解
決
で

き
る
ス
テ
ー
ジ
が
も
っ
と
も
っ
と
地
域
の

中
に
あ
れ
ば
、
地
域
に
も
本
人
に
も
卒
業

し
て
働
く
企
業
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
『
三

方
よ
し
』
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
事
に
気
付
い
て
10
年
。
人
参
農

家
の
人
参
引
き
抜
き
作
業
、
山
裾
の
お
寺

の
参
道
整
備
、
獣
害
対
策
の
柵
打
ち
作
業

な
ど
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
仕
事
が
集

ま
り
始
め
て
い
る
。そ
し
て
、そ
の
ス
テ
ー

ジ
は
彼
ら
が
地
域
に
貢
献
す
る
貴
重
な
人

材
に
変
貌
を
遂
げ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い

る
と
確
信
し
て
い
る
。

　　
冒
頭
に
紹
介
し
た
40
社
の
転
職
に
疲
れ

た
彼
は
、
薪
割
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
自
分
の

特
徴
（
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
）
に
つ
い

て
知
っ
た
。
彼
は
今
、薪
割
り
を
卒
業
し
、

地
元
の
中
古
車
販
売
会
社
で
洗
車
業
務
を

任
さ
れ
て
い
る
。

　
彼
は
言
う
。「
自
分
の
ヘ
タ
ク
ソ
な
事

を
知
れ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
わ
。
来
年
は

自
治
会
長
を
気
張
り
ま
す
わ
」
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10
年
後
の
彼
を
見
つ
め
た
就
労
支
援

―
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
の
担
い
手
に
―
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世
界
遺
産「
熊
野
古
道
」を
後
世
に
伝
え
る

―
観
光
客
ら
を
ガ
イ
ド
、村
お
こ
し
に
貢
献
―

熊
野
本
宮
語
り
部
の
会
　
会
長
　
●

坂
本
勲
生

 

和
歌
山
県
田
辺
市

坂
本
勲
生
氏

個
人
表
彰世

界
遺
産
と
地
域
お
こ
し

　

悠
久
の
歴
史
を
持
つ
熊
野
古
道
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
当
初
の
平
成
16
年
頃

は
、
多
数
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
ト
イ
レ
や
休
憩
所
等
が
未
整
備
で
あ
っ

た
た
め
、
地
域
の
人
々
に
ご
迷
惑
を
か
け

た
面
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ

に
対
す
る
公
的
機
関
の
取
り
組
み
が
迅
速

で
、
必
要
な
施
設
や
設
備
が
整
備
さ
れ
た

た
め
、
そ
う
し
た
こ
と
も
次
第
に
下
火
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
古
道
沿
い
の
地
域
で
は
、
古
道

の
そ
ば
に
小
屋
掛
け
を
し
て
無
人
販
売
所

を
作
り
、
無
農
薬
の
四
季
の
農
産
物
や
そ

の
加
工
品
、
そ
の
他
杖
や
木
製
品
な
ど
の

工
作
物
を
並
べ
て
、
料
金
は
空
き
缶
に
入

れ
る
仕
組
み
で
販
売
す
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
経
済
の
小
さ
な
活
性
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
古

道
を
歩
か
れ
る

お
客
様
と
朝
夕

の
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
て
い
る

う
ち
に
会
話
も

で
き
る
よ
う
に

な
り
、
昨
年
の

世
界
遺
産
登
録

10
周
年
を
前
に

し
た
近
年
で

は
、「
今
日
は
、
も
の
す
ご
く
暑
い
さ
か

熱
中
症
に
か
か
ら
ん
よ
う
に
歩
か
ん
し
よ

う
」
と
下
の
畑
か
ら
声
を
か
け
て
旅
人
を

言
葉
で
お
も
て
な
し
を
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
お
客
様
も
「
あ
り
が
と
う
」
と

手
を
振
り
な
が
ら
歩
く
と
い
う
何
と
も
微

笑
ま
し
い
〝
小
さ
な
平
和
〞（
地
域
の
人

と
旅
人
の
麗
し
い
心
の
絆
）
が
生
ま
れ
る

ほ
ど
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
遺
産
が
地
域
の

人
々
に
好
意
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て

初
め
て
、
今
後
の
維
持
保
全
活
動
に
協
力

し
て
も
ら
え
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え

た
と
き
、
古
道
を
語
る
語
り
部
の
果
た
す

役
割
の
重
要
性
を
つ
く
づ
く
感
じ
て
い

る
。

　

世
界
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

　
〝
参
詣
道
〞
と
い
う
世
界
遺
産
は
、
多

数
の
人
が
歩
く
こ
と
か
ら
、
荒
れ
て
し
ま

う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
道
を
文

化
財
保
護
法
に
則
り
維
持
保
全
す
る
こ
と

は
大
変
で
あ
る
。
す
べ
て
人
力
で
あ
る
た

め
、
企
業
の
新
人
研
修
と
し
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
、
町
内
の
中
学
生
の
協
力

で
、補
修
の
土
入
れ
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

私
た
ち
語
り
部
も
そ
の
都
度
支
援
活
動
を

し
て
、
同
時
に
世
界
遺
産
の
重
要
性
を
語

り
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、語
り
部
の
若
返
り
を
図
る
た
め
、

案
内
の
料
金
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
か

ら
は
、
平
均
年
齢
が
56
歳
と
若
返
っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
退
職
者
が
10
名
ほ
ど
で
平

均
年
齢
73
歳
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
が
急
に

低
年
齢
化
し
た
。
こ
の
た
め
料
金
に
見
合

う
案
内
が
で
き
る
よ
う
毎
月
１
回
以
上
の

研
修
会
を
開
き
、
日
々
研
さ
ん
を
続
け
て

質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
有
料
に
し

た
こ
と
が
、
恒
久
的
な
生
業
の
少
な
い
当

地
方
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
と
な
り
、
村

お
こ
し
に
役
立
っ
た
の
は
大
変
う
れ
し
い

こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
世
界
遺
産
登
録
の
翌
年
に
町
内

の
三
里
小
学
校
の
校
長
先
生
か
ら
、
総
合

学
習
の
一
環
と
し
て
５
・
６
年
生
に
古
道

の
学
習
を
さ
せ
、〝
語
り
部
ジ
ュ
ニ
ア
〞

を
育
て
た
い
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
喜
ん
で
そ
の
実
践
を
支
援
し
て
い

る
。
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
が
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
認
め
ら
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら

は
校
区
内
に
古
道
の
通
っ
て
い
る
他
の
小

中
学
校
で
も
古
道
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
紀
南
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
平
成

26
年
11
月
に
開
催
し
た
「
わ
か
や
ま
ユ
ネ

ス
コ
コ
ン
グ
レ
ス
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
小
学
生
は
日
本
語
で
、
中
学
生
は

そ
れ
を
英
訳
し
て
古
道
の
説
明
を
し
、
参

加
者
に
感
銘
を
与
え
た
。

　

世
界
遺
産
と
い
う
世
界
の
宝
物
を
皆
様

に
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
人
に
語
る
こ
と
で
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
が
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
ち
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
、
将
来
本

宮
の
語
り
部
に
入
っ
て
も
ら
え
た
ら
…
そ

ん
な
日
の
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

観光客らを案内中の筆者（写真右端）

わかやまユネスココングレスの様子。小学
生（右）が日本語で、中学生（左）が英訳し、
江戸時代の伝馬継所跡を解説した
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「
い
ち
ご
王
国
」の
発
展
に
寄
与

―
高
級
贈
答
用
の
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
も
開
発
―

所
長
　
●

石
原
良
行

 

栃
木
県

栃
木
県
農
業
試
験
場
い
ち
ご
研
究
所

試
験
研
究
機
関
表
彰

　

栃
木
県
農
業
試
験
場
い
ち
ご
研
究
所

は
、
平
成
20
年
に
全
国
初
の
い
ち
ご
の
総

合
的
な
試
験
研
究
拠
点
と
し
て
開
設
（
組

織
改
編
に
よ
り
い
ち
ご
部
門
を
独
立
）
さ

れ
、
新
品
種
・
新
技
術
の
開
発
か
ら
生
産
、

流
通
、
消
費
に
至
る
ま
で
試
験
研
究
を
進

め
、
全
国
一
の
い
ち
ご
産
地
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
新
品
種
の
育
成

　

栃
木
県
に
お
け
る
い
ち
ご
の
品
種
開
発

は
、
昭
和
44
年
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
職
員

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
昭
和
56
年
に

促
成
栽
培
用
と
し
て
最
初
の
品
種「
女
峰
」

を
育
成
し
ま
し
た
。「
女
峰
」
は
、
品
質

は
も
と
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
需
要
に
向
け
た

年
内
出
荷
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
急

速
に
全
国
に
栽
培
が
広
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
は
、
果
実
の
大
き
さ
や
収

量
性
、
食
味
な
ど
を
改
良
し
た
「
と
ち
お

と
め
」を
育
成
し
ま
し
た
。
こ
の
品
種
は
、

生
食
、
加
工
に
も
対
応
で
き
る
優
れ
た
品

種
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
現
在
で
も
全

国
の
い
ち
ご
栽
培
面
積
の
約
３
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
摘
み
取
り
・
直
売
用
品
種
「
と

ち
ひ
め
」
や
、
夏
秋
期
に
収
穫
で
き
る
四

季
成
り
性
品
種
「
な
つ
お
と
め
」
を
育
成

し
、
冬
春
い
ち
ご
に
加
え
周
年
供
給
も
可

能
と
な
り
、
様
々
な
需
要
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
22
年
、「
い
ち
ご
王
国
」

の
新
た
な
ス
タ
ー
と
し
て
、
極
大
果
・
多

収
・
良
食
味
の
特
性
を
持
つ
「
ス
カ
イ
ベ

リ
ー
」
を
育
成
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度

冬
か
ら
本
格
出
荷
が
始
ま
り
、
贈
答
用
を

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
販
売
さ
れ
て
お
り
、

需
要
の
多
様
化
に
戦
略
的
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

当
研
究
所
は
、新
品
種
の
開
発
を
通
し
、

常
に
全
国
の
い
ち
ご
生
産
を
リ
ー
ド
し
て

き
ま
し
た
。

い
ち
ご
産
業
と
し
て
の
地
域
発
展

　

い
ち
ご
研
究
所
で
育
成
し
た
こ
れ
ら
の

品
種
は
速
や
か
に
産
地
に
導
入
さ
れ
、
生

産
農
家
の
単
収
や
所
得
は
飛
躍
的
に
向
上

し
ま
し
た
。
栃
木
県
は
昭
和
43
年
か
ら
46

年
間
連
続
し
て
収
穫
量
日
本
一
を
達
成

し
、
現
在
で
は
県
の
農
業
産
出
額
の
約

10
％
を
占
め
る
な
ど
、
産
地
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
ち
ご
生
産
農
家
は
、
安
定
し

た
経
営
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規

就
農
者
数
も
毎
年
30
〜
50
人
に
上
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、「
と
ち
ぎ
の
い
ち
ご
」
は
、
県

農
産
物
の
主
要
品
目
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
観
光
産
業
に
お
い
て
も
重
要
な
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
観
光
い

ち
ご
園
が
数
多
く
立
ち
並
び
、
毎
年
冬
の

時
期
に
は
、
県
内
外
の
多
く
の
観
光
客
の

方
々
に
そ
の
美
味
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
ジ
ャ
ム
、
菓
子

な
ど
、
６
次
産
業
化
の
目
玉
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の
道
の
駅
や
直
売

所
で
は
、
地
元
農
業
者
や
企
業
が
製
造
す

る
加
工
品
が
数
多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
い
ち
ご
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
、
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
が

誕
生
す
る
な
ど
、「
と
ち
ぎ
の
い
ち
ご
」

は
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

い
ち
ご
研
究
所
で
は
、
今
後
も
生
産
者

の
経
営
改
善
に
繋
が
る
優
良
な
品
種
の
開

発
、
最
新
技
術
を
応
用
し
た
管
理
方
法
の

開
発
な
ど
の
技
術
面
を
中
心
に
、
産
地
の

発
展
に
必
要
な
幅
広
い
研
究
課
題
に
取
り

組
み
、「
い
ち
ご
王
国
」
の
さ
ら
な
る
発

展
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

スカイベリー。25ｇ以上の果実の発生割合
が高く、極めて大果。糖度と酸度のバラン
スも良くジューシーで、高級贈答向けのい
ちごとして期待されている

いちご研究セミナーの様子。最新の試験研
究成果を直接、生産者などに提供し、研究
成果の迅速な普及を図っている
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日
本
一
の
魚
類
養
殖
産
地
を「
技
術
」で
支
え
る

―
実
需
を
創
出
す
る
試
験
研
究
―

 

愛
媛
県

愛
媛
県
農
林
水
産
研
究
所
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

試
験
研
究
機
関
表
彰

　

愛
媛
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
宇
和
海

は
、
日
本
一
の
魚
類
養
殖
産
地
で
す
。
平

成
24
年
の
同
生
産
額
は
５
０
７
億
円
で
魚

類
養
殖
業
は
地
域
の
基
幹
産
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
魚
価
の
低
迷
、

餌
飼
料
の
高
騰
、
水
産
物
消
費
の
低
迷
な

ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
養
殖
業
者
の
所
得
向
上
を
図
る
た
め
、

①
い
か
に
高
く
売
る
か
（
価
格
対
策
）、

②
い
か
に
安
く
良
い
魚
を
つ
く
る
か
（
コ

ス
ト
対
策
）、
③
い
か
に
需
要
を
増
や
す

か
（
販
売
対
策
）
の
観
点
か
ら
、
様
々
な

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

価
格
対
策

　
「
み
か
ん
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
は
、
ブ
リ
の

高
付
加
価
値
化
を
目
的
に
イ
ヨ
カ
ン
果
皮

を
餌
に
混
ぜ
て
柑
橘
の
香
り
を
移
行
さ
せ

る
技
術
を
開
発
し
、
24
年
５
月
か
ら
大
手

回
転
寿
司
チ
ェ
ー
ン
で
「
み
か
ん
ぶ
り
」

と
し
て
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
累
計
約
５
億

円
を
売
り
上
げ
る
商
材
と
な
り
ま
し
た
。

都
会
の
女
性
や
子
供
に
も
支
持
さ
れ
て
新

た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
に
つ
な
が
り
、

養
殖
業
者
の
販
売

価
格
も
向
上
し
ま

し
た
。
し
か
し
、

マ
ダ
イ
に
は
香
り

が
つ
き
に
く
い
等

の
課
題
が
あ
っ
た

た
め
、
新
た
に
果

皮
か
ら
搾
っ
た
オ

イ
ル
を
餌
に
添
加

し
て
香
り
を
つ
け
る
技
術
を
県
内
の
民
間

企
業
と
共
同
開
発
し
、
26
年
７
月
に
特
許

出
願
し
て
、
こ
の
オ
イ
ル
を
使
っ
た
マ
ダ

イ
の
生
産
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
養
殖
魚
種
の
多
様
化
に
よ
る
漁

家
経
営
の
安
定
を
目
的
に
昭
和
55
年
度
か

ら
価
格
の
高
い
新
た
な
養
殖
魚
種
の
開
発

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
マ
ハ
タ
、

ク
エ
、
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ
な
ど
の
種
苗
生
産

技
術
を
開
発
し
、
現
在
は
数
万
尾
レ
ベ
ル

で
養
殖
業
者
に
種
苗
を
供
給
し
て
い
ま

す
。
養
殖
魚
種
の
多
様
化
で
、
宇
和
海
は

「
魚
種
や
ロ
ッ
ト
が
揃
う
」
と
し
て
量
販

店
等
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
産

地
と
な
り
、
産
地
の
差
別
化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
た
に
ク
ロ
マ
グ

ロ
に
味
が
似
て
高
級
魚
と
さ
れ
る
小
型
マ

グ
ロ
類
「
ス
マ
」
の
種
苗
生
産
に
成
功
し
、

平
成
28
年
度
中
の
完
全
養
殖
達
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ス
ト
対
策

　

低
魚
粉
飼
料
で
は
ブ
リ
や
マ
ダ
イ
の
緑

肝
症
が
課
題
で
し
た
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の

こ
れ
ま
で
の
研
究
が
基
礎
と
な
り
、
21
年

に
合
成
タ
ウ
リ
ン
が
飼
料
添
加
物
と
し
て

認
可
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ダ
イ
用
の
低
魚
粉

飼
料
は
す
で
に
商
品
化
さ
れ
、
現
在
は
低

魚
粉
で
も
成
長
の
良
い
マ
ダ
イ
の
選
抜
育

種
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
種
苗
も
供
給
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

マ
ハ
タ
は
Ｖ
Ｎ
Ｎ
（
ウ
イ
ル
ス
性
神
経

壊
死
症
）
に
よ
る
へ
い
死
が
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た
た
め
、
大
学
や
メ
ー
カ
ー
と
共

同
で
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
取
り
組
み
、
22
年

７
月
に
特
許
取
得
、
24
年
１
月
に
商
品
化

さ
れ
、
マ
ハ
タ
養
殖
の
実
用
化
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

販
売
対
策

　

愛
媛
県
は
、
自
治
体
で
は
珍
し
い
「
営

業
本
部
」
と
い
う
部
署
を
設
置
し
、
国
内

外
に
向
け
県
産
品
の
営
業
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。み
か
ん
フ
ィ
ッ
シ
ュ

の
成
功
は
、営
業
本
部
や
民
間
企
業
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
通
じ
て
、
研
究
開
発

段
階
に
消
費
サ
イ
ド
の
ニ
ー
ズ
が
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
村
時
広
知
事
の
発

案
で
、
養
殖
と
い
う
言
葉
に
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
な
ら
、
愛
媛
で
愛
情
込

め
て
育
て
た
魚
は
「
愛
育
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」

と
呼
ぼ
う
と
提
唱
し
て
い
ま
す
が
、
み
か

ん
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
従
来
の
養
殖
魚
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
す
る
可
能
性
が

あ
り
、「
愛
媛
＝
み
か
ん
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

織
り
込
ん
だ
愛
媛
独
自
の
差
別
化
商
品
と

し
て
愛
育
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
旗
艦
商
品
に
位

置
づ
け
、
海
外
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
大
学
や
高
校
、
民

間
企
業
と
の
産
学
官
連
携
を
よ
り
強
め
な

が
ら
、日
本
一
の
魚
類
養
殖
産
地
を「
技
術
」

で
支
え
る
研
究
を
続
け
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域に密着した調査研究や技術開発を
行う水産研究センター

愛育フィッシュの旗艦商品として期待
されるみかんフィッシュ

金
尾
聡
志

セ
ン
タ
ー
長
　
●
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地
域
に
根
ざ
し
た
個
性
的
な
焼
酎
づ
く
り

―
業
界
発
展
に
向
け
、技
術
面
で
支
援
―

所
長　

●

永
吉
弘
己

 

鹿
児
島
県

鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

試
験
研
究
機
関
表
彰

　

鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
県

内
の
製
造
業
を
中
心
と
す
る
産
業
を
技
術

面
か
ら
支
援
す
る
試
験
研
究
機
関
で
す
。

本
県
の
食
品
関
連
産
業
は
製
造
品
出
荷
額

の
約
５
割
を
占
め
、
製
造
業
の
中
核
を
担

う
と
と
も
に
、
地
域
の
生
産
者
と
消
費
者

を
結
ぶ
地
域
活
性
化
の
重
要
な
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
食
品
関

連
分
野
の
研
究
と
支
援
に
つ
い
て
は
、
酒

類
や
発
酵
食
品
を
中
心
に
実
施
し
て
き
て

い
ま
す
。

焼
酎
王
国
・
鹿
児
島
か
ら
本
格
焼
酎
を

全
国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ

　

日
本
の
伝
統
的
な
蒸
留
酒
で
あ
る
本
格

焼
酎
は
、
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、

九
州
の
伝
統
的
な
焼
酎
文
化
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
焼
酎
は
本
県
製
造
品
出
荷
額
の

約
６
％
を
占
め
る
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
料
生
産
か
ら
販
売
ま
で
裾
野
が
広
く
、

本
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
は
じ
め

多
く
の
産
業
と
も
関
連
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
は
１
０
０
を
超
す
蔵
元
が
分
布

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た

焼
酎
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中

小
規
模
で
地
域
密
着
型
の
蔵
元
が
多
く
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
焼
酎
と
し
て
ほ
と
ん
ど

が
地
元
で
消
費
さ
れ
て
い
る
銘
柄
も
多
く

あ
り
ま
す
。
個
性
的
で
多
様
な
焼
酎
の
魅

力
が
消
費
者
の
こ
だ
わ
り
に
呼
応
し
、
健

康
志
向
と
も
相
ま
っ
て
、
平
成
13
年
ご
ろ

か
ら
首
都
圏
を
中
心
に
本
格
焼
酎
ブ
ー
ム

と
な
り
、
出
荷
量
を
大
き
く
伸
ば
し
ま
し

た
。

　

ブ
ー
ム
後
は
小
売
り
の
自
由
化
、
甲
乙

混
和
商
品
の
伸
長
な
ど
の
影
響
で
後
退
し

ま
し
た
が
、
震
災
を
契
機
と
し
た
伝
統
酒

へ
の
回
帰
に
よ
る
復
活
の
兆
し
が
見
え
始

め
ま
し
た
。
今
後
、
国
内
外
を
含
め
た
販

路
拡
大
と
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
（
注
）
の

地
理
的
表
示
「
薩
摩
焼
酎
」
や
地
域
団
体

商
標
「
奄
美
黒
糖
焼
酎
」
の
認
知
度
向
上

な
ど
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

近
年
の
主
な
取
り
組
み
と
成
果

　

製
造
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
焼
酎
の
品

質
は
各
社
と
も
高
水
準
に
あ
り
、
差
別
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
は
、

焼
酎
製
造
業
者
と
共
に
「
地
域
に
根
ざ
し

た
焼
酎
蔵
の
個
性
的
な
焼
酎
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
活
動
し
、
研
究
の
成
果
は
、
多

く
が
地
元
の
企
業
で
実
用
化
、
商
品
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

酵
母
に
関
し
て
は
、
育
種
開
発
し
た
高

香
気
生
成
酵
母
が
、
県
内
複
数
社
に
利
用

さ
れ
、
香
り
豊
か
な
新
製
品
が
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
蔵
付
き
酵
母
が
、
蔵
ご
と
の
酒

質
の
特
徴
に
影
響
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
蔵
元
の
特
性
の
多
様
性
の
科
学
的
根

拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
料
芋

と
そ
の
特
徴
香
の
研
究
か
ら
、
酒
質
の
多

様
化
に
貢
献
す
る
様
々
な
知
見
が
得
ら

れ
、
原
料
芋
の
特
性
を
利
用
し
た
個
性
的

な
製
品
が
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
芋
麹
（
こ
う
じ
）
を
使
っ
た
本
格

純
芋
焼
酎
は
、
高
付
加
価
値
な
差
別
化
商

品
と
し
て
商
品
構
成
の
一
角
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
奄
美
黒
糖
焼
酎
で
は

新
製
法
で
黒
糖
の
特
徴
香
が
豊
か
な
製
品

が
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
業
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
県
内
82
社
、
酒
造
関
係
企
業

20
社
な
ど
を
会
員
と
す
る
「
鹿
児
島
県
本

格
焼
酎
技
術
研
究
会
」
の
活
動
と
し
て
、

講
演
会
、
き
き
酒
講
習
会
、
工
場
見
学
会

を
開
催
し
、
会
員
の
技
能
の
研
さ
ん
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
業
界
と
の
連
携
を
図

り
、
製
造
技
術
や
分
析
技
術
の
研
修
・
講

習
に
よ
る
人
材
育
成
、
研
修
生
の
技
術
指

導
、
技
術
相
談
、
依
頼
分
析
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
各
蔵
元
の
酒
質
の
個
性
化
に
関

す
る
取
り
組
み
を
継
続
し
、
産
業
振
興
で

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

（
注
）
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定

知
的
所
有
権
の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関

す
る
協
定
。
世
界
貿
易
機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

加
盟
国
間
の
国
際
的
な
知
的
所
有
権
の

保
護
規
定
。
地
理
的
表
示
「
薩
摩
」
は

本
格
芋
焼
酎
の
原
産
地
と
し
て
産
地
指

定
を
受
け
て
い
る
。

焼酎麹製造技術の指導。焼酎に関わる人
材を育てるため、企業の技術者や大学等
の学生に焼酎の製造や分析に関する技術
を指導している

鑑評会での審査。酒質向上のための重要
な指標となる官能評価を行う審査員とし
て職員を派遣
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発
酵
す
る
ま
ち
・
高
島

　

滋
賀
県
高
島
市
は
、
琵
琶
湖
の
西
部
に

位
置
し
、
平
成
17
年
に
高
島
郡
の
５
町
１

村
が
合
併
し
誕
生
し
た
。

　

古
来
よ
り
当
地
域
は
京
都
・
奈
良
の
都

と
北
陸
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
比

叡
・
比
良
山
麓
を
湖
畔
に
沿
っ
て
走
る
西

近
江
路
、
塩
漬
け
さ
れ
た
鯖
を
運
搬
す
る

街
道
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
鯖
街
道
と
呼
ば

れ
る
若
狭
街
道
な
ど
の
宿
場
町
と
し
て
、

ま
た
大
津
方
面
へ
の
湖
上
交
通
の
拠
点
で

あ
る
港
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

　

一
方
、
当
地
域
に
は
日
本
酒
、
醤
油
、

味
噌
、
酢
の
各
醸
造
元
が
あ
り
、
鮒
寿
司

に
代
表
さ
れ
る
数
多
く
の
発
酵
食
品
が
暮

ら
し
に
息
づ
い
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は

第
一
に
水
が
あ
る
。
比
良
の
山
々
に
降
っ

た
雨
や
雪
が
清
ら
か
な
水
と
な
っ
て
地
表

か
ら
豊
富
に
湧
き
出
し
て
い
る
。
第
二
に

は
冬
の
積
雪
が
多
く
、
発
酵
に
適
し
た
湿

潤
な
気
候
が
あ
り
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
冬

場
の
保
存
食
と
し
て
、
数
多
く
の
発
酵
食

品
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
の
た
め
高
島
市
で
は
平
成
25
年
度
に

「
全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
トin

た
か
し

ま
」
を
開
催
し
、
平
成
26
年
度
に
は
「
た

か
し
ま
発
酵
食
文
化
カ
レ
ッ
ジ
」を
開
校
。

「
発
酵
す
る
ま
ち
、
高
島
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
そ
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
て
い
る
。

事
業
実
施
の
経
緯

　

高
島
市
に
は
、
数
十
年
来
、
陶
芸
家
や

染
色
家
、
木
工
作
家
な
ど
多
く
の
芸
術
家

が
移
住
し
、
琵
琶
湖
の
里
山
で
暮
ら
し
て

い
る
。
平
成
22
年
度
か
ら
は
民
間
団
体
が

主
体
と
な
り
、「
風
と
土
の
交
藝
（
こ
う
げ

い
）」
と
い
う
催
し
を
毎
年
11
月
～
12
月
ご

ろ
開
催
し
て
い
る
。
外
か
ら
の
移
住
者
を

「
風
」
に
、地
元
に
生
き
続
け
る
人
を
「
土
」

に
例
え
、
風
と
土
の
交
流
を
深
め
、
さ
ら

に
は
移
住
や
定
住
促
進
に
繋
げ
る
の
が
狙

い
。
来
訪
者
が
手
し
ご
と
作
家
（
工
芸
・

農
業
・
古
民
家
再
生
な
ど
）
た
ち
の
工
房

や
住
ま
い
な
ど
〝
暮
ら
し
〟
を
め
ぐ
る
オ
ー

プ
ン
ア
ト
リ
エ
型
の
催
し
で
、
来
訪
者
は

年
々
増
加
し
、
４
回
目
の
平
成
25
年
度
は

延
べ
６
４
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
島
市
は
現
在
、
人
口
が
減
少
し
て
お

り
、
平
成
17
年
度
末
に
約
５
万
６
０
０
０

人
だ
っ
た
人
口
が
平
成
25
年
度
末
に
は
約

５
万
２
０
０
０
人
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、「
風
と
土
の
交
藝
」
の

よ
う
な
催
し
が
継
続
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
自
体
、
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
一
般
の
地

元
住
民
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。

　

そ
こ
で
高
島
市
で
は「
風
と
土
の
交
藝
」

を
活
用
し
つ
つ
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
行
政
が
連
携
し
て
移
住
・
交
流
を
促

進
す
る
た
め
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

支
援
事
業
を
利
用
し
て
、
本
事
業
（
官
民

連
携
に
よ
る
移
住
・
交
流
機
会
の
創
造
事

業
）
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

実
施
内
容
と
成
果

　

本
事
業
で
は
、「
都
市
と
地
域
の
連
携
」

滞
在
型
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

～
官
民
が
連
携
し
、
移
住
・
交
流
促
進
～

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
滋
賀
県
高
島
市
）

滋
賀
県
高
島
市
政
策
部
企
画
調
整
課
　
主
任

荒
木
友
彦

　
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地

域
活
性
化
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体

的
に
実
施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は

平
成
25
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
滋
賀
県
高
島
市
の
取
り
組
み
を
同
市
企
画
調
整

課
主
任
の
荒
木
友
彦
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

ワークショップの様子
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「
官
と
民
の
連
携
」
に
よ
り
地
域
の
課
題

で
あ
る
定
住
促
進
に
繋
が
る
手
前
の
段
階

で
あ
る
観
光
や
交
流
を
進
め
る
こ
と
を
重

視
し
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
た
。

　

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催（
計
４
回
、

う
ち
１
回
は
東
京
）

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
地
域
住
民
の

（
地
元
へ
の
）
愛
着
形
成
を
目
的
と
し
た

定
住
促
進
」
や
「
外
部
か
ら
の
移
住
促
進
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

お
よ
び
行
政
の
横
断
的
な
意
思
決
定
の
場

を
つ
く
り
、
事
業
全
体
の
内
容
や
進
め
方

を
協
議
し
た
。

　

こ
の
う
ち
特
に
２
回
目
は
都
市
住
民
の

意
見
を
聞
く
た
め
東
京
で
開
催
。
カ
フ
ェ

マ
ル
シ
ェ
の
中
で
高
島
の
活
動
や
魅
力
を

紹
介
し
な
が
ら
来
場
者
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

②
東
京
で
の
高
島
マ
ル
シ
ェ
の
実
施

　

企
業
内
で
の
マ
ル
シ
ェ
と
一
般
消
費
者

を
対
象
と
し
た
マ
ル
シ
ェ
を
計
２
回
、
東

京
で
開
催
し
、
高
島
の
地
域
産
品
の
対
面

紹
介
や
販
売
を
行
う
一
方
、「
風
と
土
の

交
藝
」
を
含
め
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
手
づ

く
り
感
の
あ
る
企
画
が
地
域
の
雰
囲
気
を

連
想
さ
せ
、
高
島
に
実
際
に
訪
れ
て
み
た

い
と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

地
元
か
ら
参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て

は
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、「
30
～
40
代
の
参
加

者
が
多
い
」、「
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
に

（
地
域
産
品
な
ど
へ
の
）『
こ
だ
わ
り
』
が

あ
る
」
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に

地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
う
場

合
、
30
～
40
代
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

す
る
と
効
果
的
で
あ
り
、「
こ
だ
わ
り
」

か
ら
生
ま
れ
る
興
味
や
関
心
は
、
少
数
意

見
で
あ
っ
て
も
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
を
生
む

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

③
滞
在
型
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施

　

高
島
市
に
長
時
間
滞
在
す
る
こ
と
で
地

域
の
魅
力
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
平
成
25

年
10
月
に
１
泊
２
日
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
実
施
し
た
。
京
都
駅
か
ら
中
型
バ
ス
で

高
島
を
訪
れ
、「
風
と
土
の
交
藝
」
に
出

展
す
る
作
家
宅
へ
の
訪
問
の
ほ
か
、
高
島

の
魅
力
あ
る
風
景
や
食
材
を
堪
能
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
高
島
市
が
こ
ん
な
に

魅
力
的
な
場
所
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
意
見
が
多
く
あ
っ
た
が
、「
発
酵
食

品
な
ど
も
提
供
し
て
ほ
し
か
っ
た
」
な
ど

貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

魅
力
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
の
余
地
が
見

つ
か
っ
た
。

　

④
定
住
促
進
日
帰
り
バ
ス
の
運
行

　

京
阪
神
地
域
在
住
で
、
高
島
市
へ
の
移

住
・
交
流
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
に
２

回
開
催
し
た
（
参
加

者
は
計
30
人
）。「
風

と
土
の
交
藝
」
の
開

催
に
合
わ
せ
、
バ
ス

で
会
場
を
巡
り
、
工

芸
作
家
等
の
先
輩
移

住
者
の
暮
ら
し
や
生

き
方
に
触
れ
て
い
た

だ
い
た
。
二
次
交
通

が
発
達
し
て
い
な
い

地
域
の
中
で
は
バ
ス

の
運
行
を
評
価
す
る

声
が
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
は
高
島
市

内
在
住
者
も
参
加
し
た
が
、
あ
る
参
加
者

は
「
三
十
数
年
来
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
域
と
繋
が
る
き
っ
か
け
を
見
つ
け

る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
今
回
参
加
し
て

高
島
が
今
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
か
、

魅
力
あ
る
景
観
が
昔
と
変
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
が
再
認
識
で
き
、
感
動
し
た
」
な
ど

と
話
し
て
い
た
。
外
か
ら
訪
れ
る
人
々
に

高
島
市
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
だ
け

で
な
く
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
に

地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

も
大
事
で
あ
り
、
転
入
と
転
出
、
双
方
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ

か
さ
れ
た
。

今
後
の
展
望

　

本
事
業
を
通
じ
て
、
高
島
市
は
自
然
文

化
、
文
学
歴
史
、
地
域
食
材
、
芸
術
な
ど

地
域
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
ど

の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
、
発
信
し
て
い
く

か
。
ま
た
、
今
住
み
始
め
た
人
や
長
く
住

み
続
け
て
い
る
人
に
地
域
へ
の
誇
り
や
愛

着
を
ど
の
よ
う
に
持
っ
て
い
た
だ
く
か
模

索
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
地
域
全
体
で
横
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
今
回
の
事
業

で
得
た
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
ぐ

る
み
で
移
住
交
流
を
促
進
し
、
さ
ら
な
る

地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

滞在型モニターツアーへの参加を呼び掛けるチラシ

日帰りバスツアー。先輩移住者の工芸作家（左）の
暮らしに触れた
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岐
阜
市
は
、
岐
阜
県
の
南
西
部
、
名
古

屋
市
か
ら
北
西
へ
約
30
㌔
に
位
置
す
る
人

口
42
万
の
中
核
市
で
あ
り
、
国
土
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
県
都
で
あ
る
。
岐
阜
城

や
長
良
川
の
鵜
飼
い
、
都
心
部
に
聳
え
立

つ
金
華
山
な
ど
歴
史
と
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
都
市
で
も
あ
る
。

　

今
回
は
岐
阜
市
の
東
部
に
位
置
す
る
芥

見
（
あ
く
た
み
）
東
・
南
地
区
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
を
通
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む「
芥
見
東
・
南
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
営
協
議
会
（
以
下
、「
協

議
会
」）」
の
活
動
に
つ
い
て
、
会
長
の
多

田
喜
代
則
氏
、事
務
局
長
の
山
田
正
行
氏
、

芥
見
東
音
楽
同
好
会
広
報
担
当
の
大
野
利

明
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

急
速
に
進
む
高
齢
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入

　

芥
見
東
地
区
は
昭
和
40
年
代
に
市
が

開
発
し
た
県
下
最
大
の
住
宅
地
。
約

２
８
０
０
世
帯
、
６
６
０
０
名
、
54
の
自

治
会
を
有
し
、
山
林
や
農
地
を
開
拓

し
て
で
き
た
大
規
模
な
団
地
が
数

多
く
存
在
す
る
。
住
宅
団
地
の
開

発
時
に
は
全
国
各
地
か
ら
多
く
の

人
々
が
移
り
住
ん
で
き
た
。
そ
れ
か

ら
40
年
が
過
ぎ
、
か
つ
て
移
り
住
ん

だ
人
々
が
一
斉
に
年
を
取
り
、
急
速

に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

平
成
16
年
ご
ろ
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
芥
見
東
支
部
の
中
で
、
高

齢
者
の
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
移

動
手
段
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
芥

見
東
自
治
会
連
合
会
で
は
、
平
成
18
年
４

月
に
本
部
役
員
体
制
が
大
幅
に
変
更
と
な

り
、
新
体
制
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

同
じ
頃
、
岐
阜
市
で
は
交
通
総
合
政
策

の
一
環
と
し
て
市
民
が
主
体
と
な
り
運
営

を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を
進

め
て
お
り
、
平
成
18
年
に
市
内
４
地
区
で

先
行
し
て
試
験
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

芥
見
東
地
区
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
導
入
す
る
方
向
で
準
備
を
開
始
。
自
治

会
加
入
全
世
帯
を
対
象
に
行
っ
た
、
導
入

の
是
非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

70
％
の
賛
同
を
得
た
。
そ
こ
で
、
芥
見
南

自
治
会
連
合
会
に
も
呼
び
か
け
、
平
成
20

年
度
の
試
験
運
行
に
向
け
た
「
運
営
協
議

会
準
備
会
」
を
設
置
。
先
行
路
線
の
視
察

を
行
う
と
と
も
に
、
運
行
ル
ー
ト
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
な
が
ら
走
行
コ
ー
ス
や
バ
ス
停
の
位
置

の
検
討
の
た
め
何
度
と
な
く
自
家
用
車
を

走
ら
せ
た
と
い
う
。

　

平
成
20
年
４
月
に
は
「
本
協
議
会
」
に

移
行
。
住
民
か
ら
募
集
し
、
バ
ス
の
名

称
を
地
域
で
一
番
大
き
な
大
洞
緑
団
地

の
〝
緑
〟
を
由
来
と
す
る
「
み
ど
り
っ
こ

バ
ス
」、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
「
み
ど
り
っ

こ
」
に
決
定
し
、
同
年
６
月
に
試
験
運
行

を
開
始
し
た
。
試
験
運
行
期
間
中
に
は
車

内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ル
ー
ト
や
ダ

イ
ヤ
の
改
正
を
行
う
な
ど
改
善
を
重
ね
た

結
果
、
１
日
当
た
り
の
平
均
乗
客
数
は
当

初
の
目
標
の
１
０
０
人
を
大
幅
に
上
回
る

１
７
０
人
と
な
っ
た
。
平
成
22
年
１
月
に

は
累
計
乗
客
数
が
10
万
人
に
達
す
る
な
ど

事
業
採
算
性
が
認
め
ら
れ
、
平
成
22
年
４

月
に
本
格
運
行
に
移
行
し
た
。

絆
を
繋
ぐ
車
掌
さ
ん

「
歌
声
喫
茶
」
を
企
画
、
交
流
深
め
る

芥
見
東
・
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
営
協
議
会

　
岐
阜
県
岐
阜
市

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
車
掌
が
乗
車
、地
域
の
交
流
深
め
る
〜

高
齢
者
の
足
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
確
保

左から山田、多田、大野の各氏
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み
ど
り
っ
こ
バ
ス
に
は
「
み
ど
り
っ
こ

ヘ
ル
パ
ー
（
車
掌
）」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
乗
車
し
、
乗
客
の
手
助
け
を

し
て
い
る
。
こ
れ
は
運
行
当
初
か
ら
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
で
、
ヘ
ル
パ
ー
は
地
域

の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
30
人
が
毎
日
交

代
で
務
め
る
。
乗
客
が
多
い
午
前
中
に
バ

ス
に
乗
り
、
切
符
の
購
入
、
受
け
渡
し
や

荷
物
の
運
搬
、
行
き
先
案
内
な
ど
の
手
助

け
を
行
い
、
特
に
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
乗
客
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

ま
た
ヘ
ル
パ
ー
は
運
行
状
況
や
乗
客
の

声
を
「
ヘ
ル
パ
ー
ノ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る

車
内
に
備
え
付
け
の
日
誌
に
書
き
留
め

る
。こ
の
記
録
は
乗
客
の
声
や
気
づ
き
を
、

今
後
の
バ
ス
の
運
営
に
反
映
す
る
た
め
の

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
地
元
の
藍
川
東
中

学
校
の
生
徒
が
夏
休
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
一
環
と
し
て
「
み
ど
り
っ
こ
バ
ス
中
学

生
ヘ
ル
パ
ー
」
を
務
め
て
い
る
。
毎
年
15
〜

20
名
の
生
徒
が
交
代
で
、
大
人
の
ヘ
ル
パ
ー

と
一
緒
に
活
動
を
行
う
。
お
年
寄
り
は
大
喜

び
で
、
学
校
か
ら
も
社
会
奉
仕
の
貴
重
な
体

験
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
は
地
域
の
交
流
を
深

め
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
平
成
23
年

４
月
か
ら
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
か
れ

る
「
歌
声
喫
茶
」
は
ヘ
ル
パ
ー
た
ち
が
企

画
し
、
バ
ス
の
乗
客
に
参
加
を
呼
び
掛
け

た
。
そ
の
日
の
営
業
時
間
が
終
わ
っ
た
喫

茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
童
謡
や

唱
歌
、
懐
メ
ロ
な
ど
を
皆
で
合
唱
し
、
伴

奏
は
地
元
の
有
志
が
担
当
す
る
。
毎
回
30

〜
40
名
の
参
加
が
あ
り
、
住
民
同
士
の
繋

が
り
を
強
め
て
い
る
。

　

ま
た
バ
ス
内
で
も
、
乗
客
、
運
転
手
と

の
挨
拶
や
会
話
に
よ
っ
て
情
報
交
換
が
で

き
、
新
た
な
知
人
、
友
人
が
で
き
る
な
ど

地
域
の
絆
が
太
く
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
取
り
組
む
里
山
づ
く
り
活
動
や
、

音
楽
同
好
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
の
実
施
に
良
い
波
及
効
果
が
表
れ
て

い
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
他
地
域
か
ら
も

注
目
を
集
め
て
お
り
、
同
じ
課
題
を
抱
え

る
地
域
か
ら
の
視
察
が
相
次
ぎ
、
海
外
か

ら
も
視
察
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
９
月
末
に
は
累
計

の
乗
客
数
が
40
万
人
を
超
え
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
促
進
活
動
の

成
果
が
数
字
と
な
っ
て
表
れ
て

い
る
が
、
一
方
で
芥
見
東
・
南

地
区
は
こ
れ
か
ら
更
に
高
齢
化

が
進
み
、
バ
ス
利
用
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
多
田
会
長
は
「
近
い
将
来
、

バ
ス
停
で
の
積
み
残
し
が
出
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
常
態

化
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
バ
ス

の
大
型
化
や
２
台
目
の
バ
ス
導

入
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
話
す
。

幅
広
い
活
動
を
展
開

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ッ
ズ
も
製
作

　

協
議
会
の
活
動
は
バ
ス
の
運
営
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
み
ど
り
っ
こ
バ
ス
通
信
」
の

定
期
発
行
を
は
じ
め
、
地
元
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
み
ど
り
っ
こ
ち
ゃ
ん
」
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
関
連
グ
ッ
ズ
の
製
作
な
ど
、
活

動
を
次
々
と
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
を
外
注
せ
ず
に
自
分
た
ち
で
行
っ

て
い
る
。式
典
で
使
用
す
る
く
す
玉
や「
み

ど
り
っ
こ
ち
ゃ
ん
」
関
連
楽
曲
の
作
詞
・

作
曲
な
ど
、
全
て
地
域
住
民
が
手
掛
け
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ま
で
も
自
分
た
ち
で
作
り
上

げ
て
い
る
。

　

地
域
が
主
体
的
に
生
活
交
通
を
導
入

し
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
地

域
住
民
の
組
織
的
な
協
力
体
制
が
不
可
欠

だ
が
、
芥
見
東
・
南
地
区
で
は
、
住
民
た

ち
が
自
主
的
に
〝
地
域
の
足
〟
を
確
保
す

る
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
ま
ち
に
は
多
彩
な
技
術
を
持
っ

た
人
た
ち
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分

野
で
参
加
し
て
い
る
。
私
た
ち
に
作
れ
な

い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
多
田
会
長
。

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
企
画
を
仕
掛
け
る
役

員
達
は
、
既
に
次
の
一
手
も
準
備
中
と
い

う
。
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
出
す
か
、

協
議
会
の
今
後
の
活
動
に
も
注
目
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

編
集
委
員　

●
津
隈　

祐
喜

みどりっこバス

車内の様子
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書 籍 紹 介

　建設業の農林業・介護・環境ビジネス参入、農商工連携、産業界による森林再生など、
現場に立って問題をとらえ、異なる分野を結びつけて問題解決をはかる著者自身の活動
から、地域の活性化、地方の「現場」が元気になるための改善策を提案する。著者が実
践してきた縦割りをこえる取り組みは、「林業と建設業が協力して森林再生を図る（林建
協働）」「農業と商業と工業が協力して地域のブランド産品をつくる（農商工連携）」など、
いずれも分かりやすくシンプルである。多くの人の理解を得るには時間がかかるが、そ
の方向性が正しければ次第に現場が動き出し、現場が動くことで、人々の意識が変わり、
制度が少しずつ変わり始める。
　本書では、一つの業界、省庁、町だけではなかなか解決しない問題も、現場をつぶさ
に観察し、業種や省庁や自治体の縦割りをこえて考えれば、思いがけない解決法が見い
だせることを著者自身の活動から例示し、常により広い視点で物事をとらえ、横断的な
取り組み、横串をさす、連携をはかる努力を意識的に続けることの重要性を訴える。「地
方創生」を目指す人に読んでほしい１冊である。

米田雅子　著
中央公論新社刊（2014年 10月 10日発行）
定価：1850円＋税

　日本を代表する、テーマパークの一つと言ってもいい「ユニバーサル・スタジオ・ジャ
パン」通称ＵＳＪ。2001年の開業年に年間 1100万人を集客しながら、その後、700
万人台まで落ち込み、低迷を続けていた。
　その時、テーマパークマニアと自称する筆者が彗星のごとく現れ、様々なずば抜けた
考えを次々に繰り出し、人気のアトラクションを連発させ窮地を救う立役者となる。も
ちろん「後ろ向きに走るジェットコースター」もその一つである。そこにはＵＳＪの経
営や運営に関する徹底した分析というマーケティングがあった。しかしマーケティング
に重要な数字の裏付けもさることながら「感動」、「情熱」といったメンタルの部分も大
いにあると訴えかけている。
　本書にはそうした見事な復活劇のエッセンスが余すことなく書かれている。また、「万
策尽きたか！いやまだ情熱という武器がある」、「アイデアの神様を呼ぶ方法」などなど
見出しを読んでいても、読者の引き出しが増えていくように感じる。
　そして、筆者は言う。「アイデア」が大切だと。仕事に行き詰まった時、そして何より
も楽しく生きていく上で、持ち歩きたい１冊である。

『ＵＳＪのジェットコースターはなぜ後ろ向きに走ったのか？』

森岡　毅　著
角川書店刊（2014年 2月28日発行）
定価：1400円＋税

『縦割りをこえて日本を元気に』

2015・３月号
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美濃市長 武藤鉄弘

美濃和紙をテーマとした地域活性化

　

美
濃
市
は
、
岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口
約

２
万
２
０
０
０
人
の
都
市
で
す
。
市
の
中
心
部
を
清
流
・
長
良
川

が
流
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
地
で
、
年
間

１
２
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
１
３
０
０
年
の
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
「
美
濃
和
紙
」
の
産
地
と
し
て
、
市
街
地
に
は
江
戸
時

代
の
商
家
の
繁
栄
を
今
に
伝
え
る
「
う
だ
つ
の
あ
が
る
町
並
み
」

が
残
る
、
歴
史
と
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
で
す
。

　

昨
年
は
、
昭
和
29
年
の
町
村
合
併
か
ら
美
濃
市
制
60
周
年
の
節

目
の
年
に
あ
た
り
、市
民
あ
げ
て
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

和
紙
と
う
だ
つ
の
ま
ち
を
国
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
未
明
に
は
、
長
年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
、
国
の
重

要
無
形
文
化
財
で
あ
る
「
本
美
濃
紙
」
が
日
本
の
手
漉
（
て
す
き
）

和
紙
技
術
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
決
定

と
な
り
ま
し
た
。
パ
リ
か
ら
の
決
定
の
報
告
を
受
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
喜
び
を
共
有
で
き
た
瞬
間
は
、
心
に
強
く
残
り
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
登
録
は
、
古
く
か
ら
紙
す
き
の
産
地
と
し
て
栄
え
、
最
高

級
の
和
紙
と
し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
き
た
美
濃
和
紙
が
世

界
に
認
知
さ
れ
た
も
の
で
、
和
紙
関
係
者
の
皆
様
方
が
、
手
す
き

和
紙
技
術
を
固
く
守
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
や
、
技
術
伝
承
に
か
け

て
こ
ら
れ
た
情
熱
が
広
く
世
界
に
認
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
と

も
に
、
当
市
に
お
い
て
も
市
全
体
の
活
性
化
に
向
け
て
の
大
き
な

契
機
と
し
て
捉
え
、
終
点
で
は
な
く
新
た
な
出
発
点
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

美
濃
和
紙
の
中
核
と
な
る
「
本
美
濃
紙
」
は
正
に
、
清
流
の
国

ぎ
ふ
の
産
物
で
あ
り
、
薄
く
て
も
強
く
、
き
め
細
や
か
で
整
然
と

す
き
あ
げ
ら
れ
た「
本
物
」で
す
。日
本
の
誇
る
世
界
の
宝
と
し
て
、

千
年
後
も
同
じ
姿
を
継
承
す
る
た
め
に
、
後
継
者
の
育
成
、
技
術

の
保
存
・
伝
承
、
産
業
振
興
と
合
わ
せ
観
光
誘
客
に
よ
る
、
地
域

活
性
化
を
目
指
す
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
美
濃
和
紙
伝
承 

千
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
美
濃
紙
保
存
会
が
、
昭
和
44
年
に
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に

団
体
指
定
さ
れ
た
当
時
、
11
軒
11
人
の
会
員
数
が
、
現
在
で
は
６

軒
８
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
大
切
な
技
術
を
保
存
・
伝
承
し
、

後
世
ま
で
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
は
我
々
の
重
大
な
責
務
で

す
。
手
す
き
和
紙
技
術
の
保
存
と
継
承
に
向
け
、
後
継
者
育
成
の

た
め
の
基
金
創
設
を
考
え
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
市
民
や
関
係
団

体
の
皆
様
か
ら
、
応
援
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
公
的

資
金
も
含
め
、
１
億
円
程
度
の
基
金
の
創
設
を
目
指
す
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
基
金
に
よ
り
、
手
す
き
和
紙
職
人
の
ほ
か
、
用
具
製
作

職
人
の
後
継
者
育
成
、
市
内
の
小
中
学
校
や
生
涯
学
習
の
場
で
の

和
紙
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
普
及
事
業
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

登
録
後
、
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
で
は
、
観
光
客
が
増
加
し

外
国
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
海
外
を

は
じ
め
、
更
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
よ
り
本

物
志
向
に
推
移
す
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
を
、
今
後
の
和
紙
産
業
や
観
光
産
業
の
振
興
へ
と
結
び

付
け
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
、
平
成
６
年
に
世
界
へ
の
和
紙
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
美
濃
和
紙
の
里
会
館
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
機
能
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
に
残
る
、
古
く
か
ら
の
紙
す
き

職
人
の
象
徴
的
な
建
物
を
「
本
美
濃
紙
」
の
博
物
館
と
し
て
整
備
・

保
存
し
、
和
紙
産
業
・
観
光
産
業
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
和
紙
産
業
の
振
興
を
す
す
め
る
上
で
も
、
美
濃
手

す
き
和
紙
協
同
組
合
と
連
携
し
、
美
濃
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
新
商
品
の
開
発
、
障
子
文
化
の
普
及
や

国
内
外
で
の
見
本
市
へ
の
出
展
な
ど
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
回
の
登
録
は
、
岐
阜
県
内
で
初
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
で
、世
界
遺
産
の
白
川
郷
や
、世
界
農
業
遺
産
を
目
指
す
「
清

流
長
良
川
の
鮎
」
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。
観
光
産
業
関
係
者
、

地
場
産
業
関
係
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
更
な
る
お
も
て

な
し
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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194津和野町

島
根
県

津和野町は島根県の西端に位置し、秀
峰青野山や安蔵寺山、日本に誇る水

質日本一の清流高津川など豊かな自然と
歴史的遺産や伝統文化に恵まれ、日本の原
風景を今に残しています。人口は約8000
人と小さなまちですが、年間 100万人を
超える観光客が訪れます。
　長い歴史に彩られた津和野町は城下町
の面影を残しており、津和野城跡や文豪
森鷗外の生家などの史跡、重要伝統的建
造物群保存地区を中心として歴史的建造物も多数存在し、それらの恵ま
れた地域資源を活用する様々な取り組みを行っています。
　豊かな自然に育まれた津和野町は特産品も多く、なかでも昔盛んだっ
た養蚕の技術を利用して、中国では高価な漢方薬である冬虫夏草を、生
きた蚕を媒体としてより天然に近い国産「津和野式冬虫夏草」として培
養しています。この技術は津和野町が特許権を有しています。
　見どころ満載の津和野町に、ぜひ一度お越しください。

█ 品質のよい鮎やツガニがとれる日本一の清流（４年連続水質日本一）・高津川

█重要伝統的建造物群保存地区（殿町通り）　
色とりどりの錦鯉が掘割に泳ぐ人気の散
策スポットのひとつ

█日原天文台　日本初の公開型天文台で、
本州一星の見えやすい場所

█太皷谷稲成神社　日本五大稲荷のひとつ。
　珍しく稲が「成」ると表記する

█鷺舞神事　国の重要無形民俗文化財に指定されており、毎年 7月
に行われる

█鷲原八幡宮の流鏑馬神事　日本で唯一原型を残
す馬場で行われる古式にのっとった流鏑馬神事

█芋煮　あぶった小鯛でダシを
とる上品な味の郷土料理。

　日本三大芋煮のひとつに数え
られている

歴
史
と
文
化
の
薫
る
日
本
の

ふ
る
さ
と
　
　
　
　
津
和
野



地方成功人材のマッチングによる
土日集中セミナー参加者募集中！

◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

482015・３月号地域づくり

　４月25日（土）〜26日（日）　「『こころ』を育み豊かな地域・未来へ〜ふれあい囲碁・
木育推進活動から学ぶコミュニケーション」
　「ふれあい囲碁」、「木育」は人と人、心と心をつなぐ大切なコミュニケーションツー
ルです。豊かな心を育み、子育て・福祉・介護・産業などの様々な分野に広げていく
ことで、持続可能で豊かな地域を目指します。そのベースとなっている「人々の『つ
ながり』の循環」の考え方について学びましょう！

【講　師】　・安田　泰敏 氏（日本棋院所属棋士・九段）　　・多田　千尋 氏（東京おもちゃ美術館館長）
　　　　　・伊藤　寛晃 氏（ＮＰＯ法人翔和学園理事・学園長）
【会　場】　地域活性化センター大会議室（東京都中央区日本橋 2-3-4・日本橋プラザビル 13 階） 
【対象者】　地域活性化に熱意のある方
【受講料】　一般：30,000 円、大学生：10,000 円（交流会費：3,000 円）
　　 　　　※交通費、宿泊費、飲食代は含みません。参加者負担となります。
　　　　　　なお、宿泊については各自で手配をお願いします。 
　　　　　　（問い合わせ先）クリエイティブ事業室 TEL：03-5202-6134

　１年間、「地域づくり」の編集委員として団体探訪の取材などに携わっ
た職員が今春、それぞれの派遣元に復帰します。以下に各自のごあいさつ
を掲載させていただきました。（編集部）
▼河原（坂井市）　地域づくりに取り組む団体や人にスポットを当て、全

国へと発信する『地域づくり』の編集に携わった１年は自分にとって大
きな財産です。本当にありがとうございました。

▼中島（大館市）　多くの先進事例に触れ、地域づくりの楽しさと難しさ
を実感しました。これからも自らのアンテナを高め、地元の活性化に活
かしたいと思います。ありがとうございました。

▼村山（上越市）　地域で活躍している方々の思いや活動内容をわかりや
すい文章にまとめることのむずかしさを改めて感じました。取材にご協
力いただいた皆さんに心から感謝いたします。

▼岡野（上尾市） 取材先では、地域を元気にしたいという熱い想いを持ったたくさんの方々との出会いがありました。こ
れからも人と人とのつながりを大切に学んだ事を活かしていきたいと思います。

▼崎本（広島県）　編集作業や取材を通して、全国の様々な事例を学び、視野を広げることができました。取材等でお世話
になりました皆さま、読者の皆さま、ありがとうございました。

▼山崎（糸島市）　編集委員の活動を通じて、全国の地域づくりの取り組みに触れ、地域づくり活動の奥深さや楽しさを学
ばせていただきました。お世話になった皆様に心から感謝します。

▼田中（和歌山市）　１年間、取材等を通して、たくさんの地域資源、地域人材に触れることができ、大変貴重な機会とな
りました。快く取材に応じてくださいました皆様、ありがとうございました。

▼西村（八戸市）　全国にある地域活性化の事例を様々な角度から学ぶ機会をいただき、自分の視野の広がりに繋がったと
感じております。取材等でお世話になった皆様方、ありがとうございました。

　平成 27 年度は全国 7か所で「地方創生実践塾」を開催します（平成 26 年
度までは「地域再生実践塾」として開催）。
　第 1回は、2012 年にユネスコエコパークに認定された「綾の照葉樹林」を
擁する宮崎県綾町にて、地域資源を活用したまちづくりをテーマに開催します。

【開催期間】　平成 27 年 6 月 24 日（水）〜 26 日（金）
【主任講師】　石田　達也 氏（宮崎県綾町　エコパーク推進室まちづ
　　　　　　くり推進監）
【テーマ】　ユネスコ　エコパークを活かしたまちづくり（仮）
（問い合わせ先）地域支援課　TEL：03-5202-6137

平成27年度第1回地方創生実践塾（宮崎県綾町）開催のお知らせ

全国の地域づくり団体の皆様、お世話になりました！

後列左から岡野、中島、田中、崎本。前列左から村山、
山崎、河原、西村

綾の照葉大吊橋



★日本橋プラザビルイベントスペース
●３月12日（木）～13日（金）
　葛飾区（東京都）
　『下町かつしかスイーツフェア』
●３月19日（木）～20日（金）
　半田市（愛知県）
　『半田赤レンガ建物リニューアルオープン
　ＰＲブース（仮称）』
●３月23日（月）～24日（火）
　（一社）安芸市観光協会（高知県）
　『遊・食・体・感。ジオ百景「高知家・まるごと
　東部博」へようこそ。』

EVENT CORNER

（12月実施団体写真）
①12月１日（月）～２日（火）福知山市（京都府）
②12月４日（木）～５日（金）和歌山市（和歌山県）
③12月11日（木）～12日（金）鴻巣市（埼玉県）
④12月15日（月）～16日（火）奈良県

（１月実施団体写真）
⑤１月15日（木）～16日（金）八街市優
良特産落花生推奨協議会（千葉県）

⑥１月20日（火）～21日（水）茅ヶ崎市
　　（神奈川県）
⑦１月22日（木）～23日（金）真岡市
　　（栃木県）

外国人向けに製作した英文パンフ

イベント
予定

地域づくり３月号
2015 年３月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13階 電話 03-5202-6131（代）http://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

１ ２

3 4

5

６

７

３
月
予
定

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
ほ
ど
18
県

と
共
同
で
東
京
都
内
に
あ
る
自
治
体
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
。
東
京
に
滞
在
す
る
外
国
人
に
地
方
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、足
を
運
ん
で
も
ら
う
の
が
目
的
で
、

そ
の
〝
玄
関
口
〞
と
な
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

を
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
企
画
し
、（
株
）
ぐ
る
な
び
が
製
作
し

た
。
内
容
は
ぐ
る
な
び
と
東
京
メ
ト
ロ
が
共
同

運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
レ
ッ
ツ
・
エ
ン
ジ
ョ

イ
東
京
」
に
も
掲
載
さ
れ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
キ
ャ
ン

す
る
と
、
地
図
情
報
や
各
地
の
詳
し
い
情
報
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
携
帯
の
設
定
を

変
え
る
と
多
言
語
で
も
表
示
さ
れ
る
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
１
万
部
印
刷
し
、
東
京
メ
ト
ロ
の
各

駅
、
都
内
各
所
に
置
く
予
定
だ
。

自
治
体
ア
ン
テ
ナ
店
の

英
文
パ
ン
フ
を
発
行
！
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